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この報 告書 は 日本 自転 車振 興 会 か ら競 輪収 益 の一 部で ある

機 械 工 業 振興 資 金 の補 助 を受 け,昭 和51年 度 に実 施 した

「経営 計 画 情 報 シス テ ムに 関す る基本 問題 の調 査研 究 」 の結

果 を とり ま とめ た もの で あ りま すo
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経 営 計 画 作 成 に おけ る コ ン ピュ ー タ利 用 の問 題 は,経 営 の ニー ズ に対 し,計

画 作 成 プ ロセ スが 複雑 か つ 多様 で ある こ と,ま た,入 力デ ー タの うち外 部環 境

デ ー タの ウェ イ トが 高 く,多 種 類 に わ た る こ と等 か ら,ソ フ トウェ アの 開発 に

高度 な知 識 と時 日を要 す る た め,容 易 に プ ログ ラ ム作 成 が 可能 な ソフ トウェア

技 術 の研 究 開発 が望 まれて い る。

本 調 査研 究 は,経 営 の ニ ー ズに 応 じた計 画作 成 プ ロセス を理 論 的 に パ ター ン

化 し,情 報処 理 機 能 の面 か ら汎用 性 を持 たせ る ことが可 能 で あ ると し て,計 画

作 成 担 当 者 が容 易 に プ ログ ラムを 作 成 で きる よ う,ア プ リケ ー シ ョン シ ステ ム

を 開発 したoMDS(ManagementDecisionSupportSystem)と 呼 ばれ る

本 システ ムの少 品 種 多量 生 産型 お よび多 品 種 生 産型 へ の適 用 を考 え,そ の典 型

的 な産業 で あ る醸 造 業(ビ ー ル),自 動 車 部 品 業 の主 力企 業 の ご協 力 の も とに

利 用実 験 を行 い十 分実 用に供 す る との評 価 を頂 い た。

この事 業 の実施 に あた っ ては,経 営計 画情 報 シス テ ム調 査 委 員会 を設 け,委

員 長 宮川 公 男 一 橋大 学教 授 の ご指 導,ま た,ア イ シン精 機 株 式会 社 お よび願

麟 麦 酒株 式 会 社 の ご協 力 の も とに,2年 間 に わ たっ て調 査 研 究 が行 われ た。

本 報 告書 は,昭 和51年 度 に お け る調 査研 究 の 成果 を取 り ま とめた もの で あ

る。 なお,MDS開 発 に至 った 経 緯k・ よ び シス テム基本 構 想 に つ い て は,昭 和

50年 度 報 告 書 に記 述 され てk・り,こ の 両書 を併 せ てご利 用頂 けれ ば,MDS

の導 入 に,よ り一 層 の ご理 解 を深 め られ る もの と存 ず る次 第 であ ります。

最 後 に,本 調査 研 究 に際 し,ご 指 導,ご 協 力 を頂 いた 各 位 に心 より感 謝 の意

を 表 します。

昭和52年3月

財 団法 人 日本情報処理開発協会

会長 植 村 甲午郎
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1.調 査 研 究 の 概 要

1.1調 査 研 究 の ね ら い

現 代 の企 業 に お け る コ ン ピュー タ利 用 は,全 般 的 に,給 与 計算 や 販 売事 務 な

どの初歩 的 段 階 よ りもは るか に前 進 し,企 業活動 の ほ とん どあ らゆる領 域 に わ

た り,か つ高 度 化 した段階 に まで 到達 し てい る。 例 え ば,昭 和50年10月 の

日経 産 業新 聞 の調 査 に よる と、 ア ンケ ー トに 回答 した 上場企 業 約150社 の うち

60%近 くの企 業 が経 営計 画策 定 の た め に コン ピ ュー タを利 用 してい る。

しか しそ の反 面,コ ン ピ ュー タ関連 の支 出 も大 巾 に増大 してお り,再 び上 記

調 査 に よる と,過 半 数 の企 業 が.月5,000万 円以 上 の コ ン ピュ ー タ関連 費 用 を支

出 してお り,ま たほ ぼ4社 に1社 が200人 以 上 の 人 員 を コ ン ピ ュー タ部 門 に配

置 してい る。 この よ うな 巨額 な コス トの投 入 に もか かわ らず,そ の効 果 の把 握

は,そ の 性質 上困 難 な こ と もあっ て,表 だっ ては ほ とん ど行 わ れ てい な い よ う

で あ る。

け れ ど も現 在 お よび今後 予 想 され る経 営環 境 の きび しさは,コ ン ピュー タ利

用 の 有効 性 お よび効率 性 に つい て も次第 に高 い 水 準 を要 求 す る ことに な る で あ

ろ う。 本 調 査 研 究 の 中心的 な課題 で あ る経 営 意 思 決 定 サ ポー トシス テ ム(MDS

-ManagementDecisionSupportSystem)の 研究 開発 も,こ の よ うな基 本

的 認識 に も とつ く もの で ある。

MDSは,そ の名 の示 す通 り,企 業 に おけ る意 思決定 に含 まれ る情 報 処 理 に

関 して,人 間(意 思決 定 者 で あ る管理 者 お よび/あ るいは そ のス タ ッ フ)を 支

援 す る シス テ ムで あ り,現 代 的 には コン ピュ ー タ を 中核 に した(Compute・ba-

sed)シ ス テ ム で あ るoい うま で もな く,企 業 にteけ る意 思 決定 に は さま ざま

な もの が あ るが,わ れ われ の研究 の 中心 的 対 象 となる ものは 経 営計 画 の策 定 で

ある。 そ れ は 一 つ に は企 業 に お け る最 も基 本 的 な意思決 定 だ か らで あ り,あ と

一 つ には 意 思 決 定 と情 報 処理 シス テ ム との相互 関係 に特 に工 夫 を必 要 とす る典

型 的 な分 野 で あ り,し たが っ て 困難 で は あ るが 現 在残 され た 最 も実 り=豊か な未

開 拓 の分 野 だ か らで あ る。

-1一



1.2調 査 研 究 の 内 容

本 調 査研 究 は,昨 年 度 に 引 き続 く第2年 度 と して,昨 年度 に設 計 ・作 成 した

シス テ ムを 改 良 ・発 展 させ る と ともに,新 た に業 態 の異 な る企 業 を適 用 対 象 と

して選 ぶ こ とに より,シ ス テ ム開発 の問題 点 を検 討 し,シ ス テ ムの汎 用性 確保

へ の前 進 を試 みた もの で ある。 そ の ため に,昨 年 度 の麟麟 麦 酒株式 会 社 に続 き,

新 た にア イ シ ン精 機 株式 会 社 の御 協 力 を得,多 品種 生 産 の機 械 メ ー カー とい う

よ り複 雑 な企 業体 へ の適 用 を試 み た の で あ る。

本 調 査研 究 の内容 は以 下 の 三 部 に大 別 され る。

(1)経 営計 画 プ ロセス とMDS

経 営計 画 策 定 を中心 的 対 象 と し てMDSを 設計 ・構 築 す る ため に は,経

営 計 画 プ ・セ スそ の もの の基 本 的性 格 お よび 内容 を明 らか に し,そ こで要

求 され る情 報 処 理 の特 徴 を把 握 しな けれ ば な らない 。 それ と ともに,シ ス

テム をめ ぐっ て,管 理 者(意 思決 定 者),そ の ス タ ッフ,シ ス テ ム ・エ ン

ジニ ア,プ ログ ラマな どの間 の 関係 を も明 らか に しなけれ ば な らないoそ

の 結果 と して,望 ま しい シ ス テ ムの基 本 的 な構 造 お よび シス テ ムをめ ぐる

人 間 の役 割 関係 が 導 き出 され る で あろ う。

(2)MDSの 設 計

わ れ わ れ のMDSの 設 計 に おけ る基 本 方 針 は,1)情 報 処 理 機 能別 構 成,

2)問 題 とデ ー タ処理 機 能 分 割 の独 立 性,3)「 モ デル 」 の概 念,4)使

用 者 とシ ス テ ム との イ ン ター ア ク シ ョン に おい て特 色 を もつ もの で ある。

この よ うな特 色 は,特 に経 営 計 画 策 定 に お け る情 報処 理 ニー ズ の特 徴 に 合

致 す る よ うに考 案 され た もの で あ るoそ してそ れ は,デ ー タ管 理 の方法 に

つ い て も,一 般 の デ ー タ ・ベ ー ス管理 シ ステ ム とは 多少 異 な る もの を採 用

す る とい う,も う一 つ の シス テ ムの特 色 を もた ら して い るの で ある。

(3)適 用 事 例

昨 年 度 行 われ た願麟 麦 酒 株式 会 社 の経 営 計画 へ の適 用 事例 に つい て,そ

の後 の 発 展 を フ ォ ローす る とと もに,今 年 度 新 た に 適用 対 象 となっ た ア イ
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シ ン精機 株 式 会社 に つ い て,そ の経 営計 画 の 一環 で あ る短期 利 益 予 測 シス

テ ムへ の適 用 を研 究 した 。 なk・,両 者 とも今後 独 自にMDSの 適 用 対 象 を

拡 大 して行 く計 画 で あ る。
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1.3今 後 の 課 題

MDSは,一 方 で は か な りの汎 用 性 の達 成 をね ら うもの では あ る が,他 方 個

々の企 業 に よっ て異 な る ニ ーズ に あわ せ てオ ー ダ ー ・メ ー ド的 に設 計 ・構 築 さ

れ なけ れ ば な らな い面 を もって い る。 基 本 的情 報 処理 機能 に関 して は シス テ ム

に汎 用 性 を もた せ る こ とは可能 で あ る が,経 営 計 画 の よ うな経営 戦 略 の基 本 に

か かわ る よ うな もの に つ い て,ま た業 種 ・業 態,組 織 な ど個 々の企 業 の 事情 に

よっ て異 な るデ ー タ ・システ ム との連 結 に つ い て,汎 用 的 な シス テ ムをね ら う

こ とは実 際 的 に不 可 能 で ある。

した が っ て われ わ れ のMDS研 究 は,多 くの適 用 事 例 経験 の積 重 ね か ら の

フィ ー ドバ ッグに よっ て,今 後 も前進 させ られ なけ れ ば な らな い。 特 に,企 業

に よっ て異 な る業 務 レベ ルに お け る情 報 処理 を含 め て,全 体 的情 報 処 理体 系 の

考察 を ベ ー ス に して,そ の 中でMDSの 占め るべ き地 位 を具体 的 に 明 らか に す

る こ とは 常 に変 わ らぬ課 題 で ある。 そ れ と と もに,シ ス テ ムの 具備 す る情 報 処

理機 能 を豊 富に 充実 して行 く ことにつ い て も,今 後 まだ なされ るべ き多 くの 事

が残 され て い るo

しか しな が ら,過 去2年 間 に お い て,わ れ わ れ の調 査 研 究 のね らいは,関 係

2社 の積 極 的 な御 協 力 も あっ て,か な りの程 度 ま で達 成 で きた もの と信 じる次

第 で ある。
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1.4調 査 委 員 会

本調 査 研 究 を進 め るに あた り,「 経 営 計 画情報 シス テ ム調 査 委 員 会」を,さ らに

具体 的 な研 究 活 動 を行 うため に 「経 営 計 画情 報 シス テ ムワー キ ン グ ・グル ー フコ

(MDS-WG)1,皿 をそれ ぞ れ設 置 したoそ の構 成 は以 下 の 通 り で あ るo

経営 計 画情 報 シス テ ム調査 委 員 会構 成

(敬 称 略,順 不 動)

委員長

委 員

男

夫

司

一

雄

也

之

隆

公

範

悦

建

三

道

忠

川

野

部

橋

田

下

川

宮

水

服

林

高

森

丹

市

一橋大学 商学 部教授

アイシン精機㈱情報広報室長

同上 総合企画室長

同上 総合企画室 システ ム課長

成践大学経済学部助教授

学習院大学経済学部講師

一橋大学大学院

(財)日本情報処理 開発協会
技術調査部調査課長

経 営 計 画情 報 シス テ ムワー キ ング グル ー プ構 成

(敬 称 略,順 不 動)

WG-1(シ ス テ ムWG):

A

委 員 鬼

蓮

邦

英

光

彰

下

矢

藤

田

村

丹

林

三

近

鉄

木

之

夫

世

晴

男

一 橋大 学

ア イ シ ン精機 ㈱

〃

〃

〃

〃
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4

委 員

WG－ 皿(ア プ リケー シ ョンWG)

高 橋 三 雄 成 績 大 学

森 田 道 也 学 習院 大 学

水 谷 豊 ア イ シン精 機㈱

井 上 宗 太 〃

小 林 秀 行"

木 村 彰 男"
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2.経 営 計 画 プ ロセ ス とMDS
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2.経 営 計 画 プ ロセス とMDS

経営 計 画 とは,企 業 の将 来 の行 動 に関 す る予知 的 意 思決 定 で あ るが,そ の 決

定 プ ロセ ス は,マ ネ ジ メ ン ト自身 の意 思 決 定 で あ る情 報処理 プ ・セ ス と,そ の

プ ロセス に対 す る イ ン プ ッ トをつ く り出す ス タ ッ フに よる情 報処 理 プ ロセ スの

結 合体 とい うこ とが で きる。

これ ら2つ の情 報 処理 プ ロセ スは相 互 依 存 関係 に あり,図2-1の よ うに表

わす こ とが で きる だ ろ う。 この よ うな2種 の 相互 依 存 関係 は,ま ず マ ネ ジ メ ン

トの情 報処 理 プ ロセ スか らは 必要 な情 報 の 要求 が なされ,ス タ ッ フに よる情 報

処理 プ ロセ ス へ の指 示 的 イ ンプ ッ トが提 供 され る。 この よ うな指 示 的 イ ン プ ッ

トは,ス タ ッ フに よる情 報 処理 プ ロセ スの 内容 を規定 し,機 能 設 計 の仕様 を一与

え る こ とに な る。 他 方,ス タ ッフに よる情報 処理 プ ロセ ス は,マ ネジ メ ン トの

情 報 処 理 プ ロセ ス で必要 な情 報 の要 求 を受 け 入れ,そ れ を答 え る こ とに よっ て,

マ ネ ジ メ ン トの情 報 処理 プ ロセ ス の開 始 の きっ か け を与 え る。

通 常,経 営 計 画 策 定 プ ・セス は マネ ジ メ ン トの情 報処理 プ ロセ ス の連結 体 系

に よっ て表 わ され る こ とが多 い。 ス タ ッフに よる情 報処理 プ ロセ ス の体 系 は マ

ネ ジ メ ン トの情 報 処 理 プ ・セス の体 系 に従 属 的 な立 場に あ る。 本 章 では まず最

初 に マネ ジ メン トの 情報 処理 プ ロセ スに つ い て考 え,次 に それ に対 応 した ス タ

ッフに よる情 報 処理 プ ロセス の体 系 につ い て考 察 す る ことに しよ う。

(

レ

/
/
/

.<垂 ブ ーー一＼
＼ ＼
＼

ス タ ッフに よる

情 報 処理 プ ロセ

ス

情報提供

情報要求

マネ シ メ ン トの

情報 処 理 プ ロセ
ス

決 計
定 画

図2-1外 部 情 報 処 理 プ ロ セ ス と マ ネ ジ メ ン ト

の 情 報 処 理 プ ロ セ ス

7
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2.1経 営 計 画 策 定 プ ロ セ ス

経 営計 画 策 定 プ ロセ スは,計 画策 定 対 象(意 思 決定 対 象)ご との情 報 処理 プ

ロセ スの連 結 体 系 とい うこ とが で きるが,そ の個 別 の情 報 処理 プ ロセス は 図2

-2の よ うに表 わ す こ とが で きる。 図 では2つ の プ ロセ スが示 され てい るが,

第1の プ ロセ スは,マ ネ ジメ ン トま たは 意 思 決定 者 の 決定 基 準,主 観 的 判 断 の

も とで動 く判断 プ ロセ ス で あ るoこ の プ ロセ スが最 終 的 な計 画案 をア ウ トプ ッ

トす るoま た,こ の判断 プ ロセス に お い て必 要 な情報 の源 泉 に対 して影 響 を与

え る。 そ の源泉 が第2の プ ロセス で あり,分 析 プ ・セス と呼 ばれ る。 この プ ロ

セス は,意 思 決定 者 の 判断 を可 能 とす る形 で情 報 を生 み だ す。 その分 析 プ ロセ

スは意 思決 定 対 象に関連 した シ ス テ ムの理 解 され た構 造 を通 じて要 求 され た情

報 をつ く り出 すわ け で ある。

1ア ウ トプ ッ ト

ll
L_____________」

図2-2マ ネ ジ メ ン トの 情 報 処 理 プ ロセ ス

'

、
も

通 常,こ れ ら2つ の プ ロセス は個 々の意 思 決 定 者 に内 在 してい る。 もち ろん,

まっ た く シス テ ムの理 解 な しに判 断 しな けれ ば な らない よ うな こ と もある が,

それ は 大体 は初期 の意 思 決定 の場 合 で あ り,反 復 的 に意 思 決定 を く り返 す に つ

れ て,シ ス テ ムに対 す る認識 や理 解 が増 し,分 析 ブ ・セ スが形 成 さ れ てい く。

この情 報 処 理 プ ロセスは,経 営 管理 に お け る諸 々 の局 面に お い て 成立 する。

た とえ ば,通 常 の職能 別 の意 思決 定 の側 面 か らは,マ ーケ テ ィ ン グ,財 務,生

産,研 究 開 発 な どの 局面 に分類 で き るだ ろ うし,ま た 事業 部 組織 の場 合 には,

各事 業 部 ご とのそ れ ら局 面 にお い て み られ よ う。

^
.
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ま た,上 の 水平 的 な意 思決 定 の分 化 とは 区別 され て,組 織 の階層 構 造 に応 じ

た意 思 決 定 の 差異 も認 め られ る。 す なわ ち,組 織 の職 務上 の位 置(地 位)に 応

じた よ うな形 での意 思 決 定 の差 で あ る。 戦 略的 意 思 決定(計 画 策定),中 期 計

画 策定,短 期 計画 策 定 とか,戦 略 的 計 画 策 定,マ ネ ジ メン ト ・コン トロール,

オ ペ レー シ ョナル ・コン トロール な ど とい っ た 区分 で いわれ る ことが 多 い。

以 上 の よ うな水 平 的 な情報 処 理 プ ロセス 間,垂 直的 な情 報 処 理 プ ロセ ス間 の

連結 体 系 が 計 画 プ ロセ ス の構 造 を形 造っ てお り,実 際に は個 々の企 業 に よっ て

そ の構 造が 異 なっ てい るoそ れ らの 差 異 を認 め つ つ も,一 般 的 な,あ る い は レ

ファ レ ンス と しての プ ロセ ス を展 開 した もの が包 括 的計 画策 定(comprehensive

planning)プ ロセ ス と して知 られ て い る。 この よ うな プ ロセ ス の典i型的 な もの

として,図2-3の プ ロセス ・フ ロー ・チ ャー トを示 してk・ こ う。

しか しなが ら注 意 してお かねば な らな い こ とは,こ の よ うな プ ロセ スは あ く

ま で レ フ ァ レンス で あっ て,そ の形 をそ の ま ま実 際 の プ ロセ ス と して採 用 で き

る とは 限 らない こ とで あ る。 そ の 盲 目的 適 用 の失敗 や挫 折 例 は 数 多 く報 告 され

てい る。 あ るい は形 式 的 に残 っ てい て も,全 プ ロセスが効 果 的 に 動 い てい る こ

とは少 な い。 そ の理 由 と してい くつ か あげ られ るが以下 の よ うな内 容 に要 約 さ

れ よ う。

(1)マ ネ ジ メ ン トが,そ の プ ロセ ス を伝統 的 な 自分達 の ス タイル に そ ぐわ な

い と感 じ,自 然 で な い とい う印象 を持 っ て いる。

(2)プ ・セ スは 時 間 的,人 員 的,金 銭 的 に多 くの資源 を要 求 し,継 続 させ に

くい。 したが っ て改善 もお ろ そ か に され,効 果 が軽 視 され が ちで あ る。

(3)構 造 的 に非弾 力 的 で あb,内 部 的 に も数 量分析 を前 提 と してい る ため に,

経 済 的,物 質 的側 面 で の 資源 配 分 が 強調 され,組 織体 に 必 然 的 に 伴 う社 会

的,政 治 的 側 面 が 無視 され た り,軽 視 され が ちで あ る。

(4)(2)と も関連 して い るが,こ の よ うな プ ロセスは規 模 の大 きい,複 雑 な組

織 体 に適 して い る。 なぜ な ら,そ の よ うな組 織体 ほ ど形 式 の整 っ た,明 示

的 コ ミュ ニ ケー シ ョンの 制度 が必 要 だか らで ある。
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実績分析
問題点の検討

環境予測
一般環境予測

需要予測 11
鶴 理念の鹸 討1
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IIl
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1
I
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I

懸9麟 鵠 向 1自 社の将来の予測1

|
1

|
1
1
1

{

1 「

1
ギャップ問題点

1＼

新 しい製 品
市場戦略の リス ト 新戦略と改善方針の草案 拡大と合理化の方針

` ↓

予 測 の 改 訂

(シ ミ ュ レー シ 。 ソ)

1極 ・・ジ・ク・緬 1

長期目標
長期戦略

(灘鶴)
「

1
中期プロジェク ト計画
開発計画 1中 期 標 製 品 別

販売計 画
生産計画
利益計画

1
同 関
'係

会

社`

1
1
1
l
l
l
l

1
_______」
.1

全社設備要員計画
全社販売計画
全社生産計 画

」 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一}

.

1

利益計画資金計画

}
短期プロジェク ト計画
短期開発計画 1醐 経営 目標1 製品別販売生産計画

利益計画1
全社設備要員計画

全社販売生産計画

1予 算1

活動構造変化
一1

1

1 短期の業績の評価と修正1実 績 検 討

(お もに プ ロジ ェク ト) (総 合計画)

前
提
す

の
明
確
化
†

長
期
方
針
決
定

十
中
期
計
画
決
定

⊥

'

-
・
㊨

(お もに現在事業)

短
期
計
画

⊥
コ
ン

ト

ロ
ー

ル

実

行

と

^
,

メ

図2-3経 営 計 画 の プ ロ セ ス ・ フ ロ ー ・ チ ャ ー ト

(河 野豊 弘著 「長 期経 営 計 画 の 探究 」 ダ イヤ モ ン ド社 昭和50年 刊)
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(5)不 確 実 の 除去 が困 難 な状 況 では,出 来 上 った計 画 案 が 一瞬 の うち に無 効

に な っ て しま う可 能 性 が あ る し,ま た しば しば そ うな の で,多 大 な 資源 を

投 入 す る こ とに は メ リ ッ トが ない。 さ らに,計 画策定 者 の 動機 もそ がれ る

こ とが 多い。

これ らの問題 を考 え る と,大 別 して2つ の タイ プに わけ られ る。 第1は,既

存 の企 業 の マ ネ ジメ ン トの 情 報 処理 プ ロセ スお よび そ の連 結 体 系 の上 に,論 理

的 思 考 の 産物 で ある包 括 的計 画 策 定 プ ロセ ス とそ の方 法論 を い きな り重 ね よ う

とす る こ とか ら生 ず る問 題 で あ り,方 法 論 上,手 順 上の異 和 感 を伴 う。 特 に,

外 部 的 に この導入 と実 践 指導 が 各下 位組 織 に行 われ る よ うな場 合 に は顕 著 とな

るo

第2の タイ プの 問 題 は,効 果 と費 用 の トレ イ ド ・オ フの 問題 で本 格 的,基 本

的 な 確実 性 の除 去 が 不 可能 な状 況 で は,時 間 と費用 を多大 に 要 求 す る形 式 の体

系 を積 極 的 に導 入 し,実 践 して い こ うとす る動機 が必ず し も全 社 的 に働 くとは

限 らない。 この問 題 は 将来 に 関 す る意 思決 定 で あるすべ ての 計 画 策 定 プ ロセ ス

に お い て も不 可 避 の 問題 で ある。

既 存 の情 報処 理 プ ロセス の連 結体 系 を改 善 し,新 た な プ ロセ ス を設 計 しよ う

とす る場 合 に,先 述 の よ うな包 括 的計 画 プ ロセ スは その ま ま導 入 す る ことは で

きない けれ ど も,1つ の レ ファ レンス を与 えては くれ る。 論理 的 に は,そ の プ

ロセス の 流れ は理 解 で きるの で あ る。 けれ ども,当 該 組織 に とっ て どの よ うな

プ ロセス が望 ま しいの かは 企 業 固有 の 状況,条 件 を分 析 した 後 で初 め てい え る こ

こ とで ある。 前述 の い くつ か の問 題 は,新 しい プ ロセス の導 入 を考 え てい くう

えで 示唆 を与 え て くれ よ う。

マ ネ ジ メ ン トの情 報 処 理 プ ロセス の連 結体 系 の変 更 に あ た っ て は2つ の仕 方

が 可 能 で あ る。 第1は,個 々 の プ ロセ ス内 の分 析 段階 に お け る 改善 で あ り,第

2は,個 々の情 報 処 理 プ ロセ スの連 結 の在 り方 を改 める こ とで ある。 前者 の改

善 は,分 析 プ ロセ ス 自身 を助 け,よ り迅 速 かつ 正 確に複 雑 な シス テ ムの理 解 を

高 め させ,よ り好 ま しい計 画案 を生 み だす こ とを 目的 とす る。 す な わ ち,意 思
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決 定 の効 率 性(.efficiency)を 高 める こ とで ある。 第2の 改善 は,組 織 の下 位

シ ステ ム間 の連 結 を改 め る こ とに よっ て,組 織 全体 と しての 目標 遂 行 を促 す 目

的 を持 ち,意 思 決定 の効 果(effectiveness)を 高 め る ことで あ る。 した がっ て,

こ の改善 を はか る ため に は,組 織 の構 造,コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワー ク,

職 務 内容 の分 化,権 限 と責 任 の体 系 といっ た要 素 に つ い て も同 時 に 問題 と して

いか ね ば な らな い。

他 に,情 報処 理 プ ロセ ス を担 当す る意 思 決 定 者 の能 力(分 析 お よび判 断能 力)

を高 め る こ と も無 視 で きな いだ ろ う。

効率 性 の改善 に お い ては,分 析 の 質 と迅 速 性 に 関 して問 題 とされ る。 質 の 問

題 は,対 象 シス テ ムの理 解 を増 す こ とに よっ て有 意義 な情 報 の導 出 が可 能 とな

るだ ろ う し,さ らに重 要 な こ とは,不 確実 性 に 対応 す るため に 代 替的 情 報 を適

確 に生 み だ す能 力を備 え る こ とに よっ てマ ネ ジ メ ン トの 限 られ た 分析 の パ ース

ペ クテ ィブ を補 完す る こ とで ある。

迅 速 性 につ い て い え ば,反 復性 の あ る分 析 のル ー チ ン化 を すす め,マ ネ ジ メ

ン トの情 報処 理 プ ロセ ス を負 荷 の うえ で 軽減 化,単 純化 す る こ とが 必要 だろ う。

げ れ ど も,こ れ は す べ て を ルー チ ン化 す る こ とを意 味 してい るの で は な く,意

思決 定 の 整理 と,1つ の意 思決 定vak・ け る分 析 プ ロセ ス 内 で の反 復 的 プ ロセス,

た とえ ば単 純 計算 や 表 の作 成 といっ た 部分 的 作 業 を抽 出 し,標 準 的 に扱 うこ と

がで きる よ うにす る こ とで ある。

さ て,効 果 の面 の改 善 に お い て は,組 織 内の 諸計 画(個 々の マ ネ ジメ ン トの

情報処 理 プ ロセ ス の ア ウ トプッ ト)の 間 の運 動 とか 関係 の在 り方 とい った こ と

が 問題 に され るが,実 は これ は 暗黙 の うち に広 い 意 味 で組 織 構 造,組 織 体 質 』

(マ ネ ジメ ン トの性 向 とか企 業 行 動 の性 向 を含 む)な ど を問 題 と してい るの で

ある。 た とえ ば,長 期 目標 を重 要 視 し,そ の達 成 に 力 を注 い で い るの か,あ る

いは現 在 の 業績i指向 なの か とか,市 場条 件 か ら当該 企 業 が マ ーケ テ ィ ング を中

心 と した 競 争 指 向 なの か,生 産 の効 率性 を 重視 してい る のか とか いっ た こ とで

あ るoあ るい は,分 権 化 して い る のか集 権 化 し よ う とい うの か とい っ た こ と も
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非 常 に 関連 性 を持 っ てい る。 これ ら次第 で,情 報 処理 プ ロセス 間 の イ ン プ ット・

ア ウ トプ ッ トの 関係 も変 れ る し,イ ンプ ッ ト ・ア ウ トプ ッ トの内 容 も変 わ っ て

くるの で あ る。

これ らの組 織 上 の問 題 に 関 しての認 識 や 理解 の不 一 致 が あ る か ぎり,あ るい

はそ れ に反 した プ ロセス体 系 を導 入 した り,実 践 させ よ うとす るか ぎり,情 報

処 理 プ ロセ ス の連 結 は機 能 的 に効果 を低 め て しま うだろ う。 効 果 の改 善 を もた

らす た め に,プ ロセ ス体 系 の変 更 を持 ち込 むに は,部 分 的変 革 を継 続 的 に お こ

なっ て,徐 々に展 開 させ てい か なけれ ば な らない。 組織 的 変 化 を一度 に全 部 達

成 す る こ とは不 可 能 で ある。 そ の よ うな場 合 にお い て も,プ ロセ スの変 更 だ け

の問題 では な く,基 本 的 な組織 構 造 をは じめ とす る行動 様 式 や 管理 体 制 に つ い

ての 変更 を も考 え てい る わ け で ある。 あ くまで,計 画策 定 プ ロセス はそ れ らの

上 に展 開 され るべ きもの で,最 初 に くる もの で は あ りえ ない。 歴 史的 な変遷 を

経過 して きた組織 に おい て は,こ の こ とが往 々に して混 乱 の も とに な りが ちで

ある。

禽

、

争
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2.2経 営 計 画 プ ロセ ス と 情 報 ニ ー ズ

経 営計 画 プ ロセス の基礎 となる マネ ジメ ン トの情 報 処 理 ブ ・セス の連 結体 系

に対 して,ス タ ッフに よる情 報 処 理 プ ・セ ス の体 系 が対 応 し,前 者 の要 請す る

情報 を提供 す る役割 を果 た す。 要 請 され る情 報 は,マ ネ ジ メ ン トの情 報 処理 プ

・セス の分析 プロセス か らみ た もの で あり,そ の プ ロセ スに お い て使 用 され る。

ス タ ッフに よる情 報 処理 プ ・セ ス の体 系 は,マ ネ ジ メ ン トの そ れ が設 計 され

た後 に,そ れ に最 も適 す る よ うに設 計 され るが,そ の プ ロセ スの 評価 は提供 さ

れ た情報 に依 存 す る こ とは い うま で もな い。 け れ ど も,情 報 の評価 に お いて は

単 に1つ の尺 度 で測 る こ とは 困難 で あ る。 特 に,通 常 い われ るそ の情 報 を使 っ

ての意 思 決定 の成 果 を もっ て評価 尺 度 とす る とい う考 え方 は観 念 的 に は わか っ

て も,ス タ ッ フに よる情 報 処理 プ ロセ スの設 計 概 念 と して は操作 性 に欠 け る。

情報 ニー ズ に応 ず るに あた っ ては,次 の3つ の次元 を考 え る必 要 が あ るだ ろ

うo

(1)情 報 の精度

(2)情 報 の ア イ テム(種 類)

(3)情 報提 供 の タイ ミング

(引は文 字 通 り,情 報 自体 の正 確性 を問 うもの で あ り,基 本 的特 性 で あ る。 こ

の特 性 を左右 す る のは,ス タ ッフに よる情報 処 理 プ ロセス の方 法 論 で あ り,対

象 シス テ ム を どの ように 把 握 し,ど の ような技 法 で 目的 とす る情 報 を得 るの か

とい うこ とで あ るoた だ,そ の こ とが 問題 に なる以 前 に,マ ネ ジメ ン トの情 報

処 理 プ ロセ ス におけ る分 析 プ ロセ ス で,マ ネ ジメ ン トの 有 す る対 象 シス テ ムに

関 す る理 解(モ デル)と ス タ ッフに よる情 報処 理 プ ロセス に おけ るそれ との整

合性 が維 持 され てい なけ れ ば な らな い。 両 者 の 間に ギ ャ ップが あ る よ うな とき

には,ス タ ッフに よる情 報 処理 プ ロセ スは形 と して存 在 し続 け た と して も,マ

ネジ メ ン トの情 報 処理 プ ロセス に お い て十 分 な補 完 的機 能 は果 し得 ない だ ろ う。

マ ネ ジ メン トが 自分 自身 のモ デ ル を優 先 させ るか らで あ る。 逆に,う ま く一 致

ナ る ような ときに は,あ る いは マ ネ ジ メ ン トの理 解 と同 意 が得 られ る よ うな と
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きに は,分 析 プ ロセス の 多 くの部分 が ス タ ッフに委 譲 され,マ ネ ジ メン トの 主

要 プ ロセ スは判 断 プ ロセ ス とな る。

この 問題 は,マ ネ ジ メ ン トの交 代,制 度 と して の ス タ ッ フに よる情 報 処理 プ

ロセ ス の変 更 な どにお い て発 生 しや す い。結 局,マ ネ ジメ ン トの意 思 が ス タ ッ

フに よる情 報 処 理 プ ロセス で反 映 さ れや すい こ とが必 要 で あり,ま た,ス タ ッ

フに よ る情 報 処 理 プ ロセ スが マ ネ ジ メ ン トに とっ て理 解 しやす い構 造 で,さ ら

に ア ク セスが 容 易 で あ る こ とが望 ま しい。

情 報 の正確 性 につ い ていえ ぱ,使 用 デ ー タの正 確性,分 析 手 順 や方 法 上 で の

正 確 性 が基 本 的要 件 となる。 マ ネ ジ メ ン トの情 報 処 理 プ ロセス との整 合 性 は情

報 の 適 確性 あ る いは 適 切性 の 要件 で あ り,こ の正 確 性以 前 の問題 で ある。 対 象

シス テ ムへ の理 解 が より客 観 的 に,は っ き り と して くるに した が い,正 確 性 と

適 切 性 は 区別 しに く くな っ て くる6た とえば工 場 で の操業 シス テ ムな どは そ の

典型 で ある。 す な わ ち,企 業組 織 で いえ ば,よ り下 位の レベル に い くほ ど,情

報 の正 確性 とい う側 面 が 中心 とな り,逆 に上 位 レベ ルに い くほ ど,適 切 性 と正

確i性の2つ の側 面 を扱 わ なけ れ ば な らな くな る。 この点 で,上 位 レベ ル,た と

え ば 戦 略 的計 画 策 定 に関知 す る レベ ルで は,ス タ ッフに よる情 報処 理 プ ロセス

に お い て,マ ネ ジメ ン トの意 図 な り理 解 され た シス テ ムの イ メ ー ジが よ く反 映

され る必 要 が あり,ま た その こ とを注 意 しなけれ ば な らな いの で あ る。 さ らに,

この レベ ル では 対 象 シス テ ムの理 解 の仕 方 も弾 力的 なた め に,そ れ に応 ず る意

味 で ス タ ッ フに よる情 報 処 理 プ ロセ ス 自体 が弾 力性,可 変 性 をみ た す もの で な

けれ ば な らない の で あ る。,

正 確性 に関 して問題 と しなけれ ば な らない1つ の 重要 な要 素 は不 確実 性 に 対

す る考 慮 で あ る。 通 常,こ れ は 予測 能 力 の 問題 と して,予 測手 法 へ の要 請 を強

め る こ とに な るけ れ ど も,完 全 に不 確実 性 を除 去 す る よ うな方法 論 は存 在 しな

い。 また,実 際 に精 度 を高 め る こ と自体,多 大 な 資源 や労 力 を必 要 とす る。 こ

の よ うな と きに 対応 策 と して残 され た 方法 は,い わ ゆる複数 状 況 計 画 策 定

(contingencyplanning)と い われ る考 え方 で あ り,情 報 処理 の立 場 か らいえ
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ぱ,複 数 の,可 能 性 の ある事 象 や状況 に 関 す る情 報 の作 成 とい う こ とに な る。

した が っ て,ス タ ッ フに よる情 報 処 理 プ ロセ スvak・ け る1つ の大 きな 役割 は,

この よ うな い くつ もの情報 を提 供 で きる こ とで あ る。 この た め には,シ ス テ マ

テ ィック に情 報 を整理 し,つ くり 出す こ とので きる処 理 プ ロセ スが 内包 され て

お らね ば な らず,い わ ゆ るモ デル に基 づ く情 報 導 出に依 存 す る こ とが 多 くな る

だ ろ う。 け れ ど も,す でに 述 べた よ うに,そ の モ デル は マ ネ ジ メン トの 分析 プ

ロセ ス と整 合性 を持 っ てい なけ れ ば な らな い。 した が っ て,マ ネ ジメ ン トの情

報 処理 を支 援 す る ス タ ッフに よる情 報処 理 プ ロセ スの設 計 にお い ては,マ ネ ジ

メン トの意 図が反 映 され 易 く,弾 力的 に変 化 させ うる,迅 速 なデ ー タ処理,情

報 処 理 を可能 とす る技 術 的 側 面 での 備 え が 必要 となる。

さ て,(2)の 情 報 の ア イテ ムに関 しては,そ の評 価 は基 本 的 に は,マ ネ ジ メ ン

トの情 報処 理 プ ロセ ス が要 求 す る情 報 の どれ だ け を提供 す る こ とが で きる の か

に よっ て なされ る。 したが っ て,マ ネ ジ メ ン トの情 報 処理 プ ロセスで扱 われ る

内容 が定 ま らない か ぎ り,ス タ ッフに よる情 報 処 理 プ ・セ スへ の要 求 が 一 定 し

な い。 しか しなが ら,マ ネ ジ メ ン トか らの情 報 要求 が 常に 明 らか に な るか とい

え ば必 ず し もそ うで は ない。 先述 した通 り,マ ネ ジ メン トの モ デ ルが 流 動 的 で

あった りすれ ば,そ こで必 要 とな る情 報 も変 化 し,そ の結 果,情 報 要 求 も定 ま

らない わ けで あ る。 そ の傾 向 は,上 位の レベ ル で の マネ ジ メン トの情 報 処理 プ

ロセス に行 くに つれ顕 著 に なる。 前掲 した よ うな意 思 決定 な い し計 画 策 定体 系

の フ ・一 ・チ ャー トは,特 に対 象 シス テ ムが 広 く,明 らか で ない よ うな上 位 レ

ベ ル での情 報 アイ テ ムの カテ ゴ リーを予 想 す る のに参 考 とな る だろ う。

情 報 の ア イ テ ムを考 え る場 合 に2つ の 拡 が りに 注意 す る必 要 が あ る だろ う。

第1は,通 常,カ バ レ ッ ジ(coverage)あ るい は 幅 と呼 ばれ る拡 が りで あ り,

対 象 シス テ ムに 関 す る相互 排 反 的 な デ ー タ集 合 とい うこ とが で きる。 この 個 々

の デ ー タは,他 の デ ー タか ら加 工 に よっ て導 出す る ことは で きな い。

第2は,集 計 や 合 成(モ デル な どに よる 関係 式 を通 じてお こkわ れ る こ とも

ある)に よる拡 が り であ る。 た とえ ば,工 程別 月間 生 産量 はエ 程 別 口生 産 量 の

一16一

,

」
働'

A

・
篭



傷

ユ

き'

集 計 で あ る。

第1の 拡 が りで 把 握 され た デ ー タは 原 デ ー タとい う。 経 営計 画 プ ロセ ス を通

じた情 報 処理 プ ロセス の連 結 体 系 は,こ れ ら原 デ ー タが集 計,合 成,マ ネ ジ メ

ン トあ るい は意 思 決定 者 の 判断 を通 じなが ら拡 大 してい くプ ロセ ス とい う見 方

もで き よ う。 したが っ て基 本 的 な情 報 の 種類 の決定 に お い て は,原 デ ー タの形

や 幅が 重要 に なる。 しか しな が ら,形 や 幅 の決 定 に は,最 終 的 な使 用 目的 の 明

確化 が必 要 となる わ けで あ り,そ れ 自身独立 に決 め る こ とは む ず か しい。 けれ

ど も,組 織 全体 と して所 要原 デ ー タを検 討 す る場 合 には,数 多 くの 情報 処理 プ

ロセ ス を途 中に介 在 させ る こ とに な り,非 常 に困難 で あ る。 した がっ て,情 報

処理 プ ロセ ス ごとに,あ るい は い くつ かの プ ロセス を1つQグ ル ー プ と した プ

ロセス ご とに,そ の使 用 目的 と所要 原 デ ー タを対 応 させ て,原 デ ー タを収集 し

た り,保 有 した り してい る。 職 能 別,工 場 別,事 業部別,階 層 別 な どの グル ー

プ化 が例 と してみ られ る。 そ の よ うな状 況 で,組 織 全体 と して,計 画 プ ロセス

が 有機 的,連 動 的 に機 能 し,組 織 の効 果 を上 げ る 計 画 策 定 を 行 っ た り,意

思 決定 をす る ことが む ず か し くな る。 ま た,情 報 や原 デ ー タの重 複,統 一 性 の

欠 如 が生 じや すい。

原 デ ー タの整理,フ ァ イルは,部 分 的 で あっ て も,そ の使 用 目的 か ら徐 々 に

拡 充 し,統 一 してい く しか有 効 な方 法 は ない けれ ども,使 用 目的 の分 類,整 理,

統 一 を 集 中 的 に 行 い,内 容 の=豊富化 をは か る と共に,効 率 的 な デ ー タ管 理

を 目指 した セ ン ター を設 け て い くこ とが望 ま しい。

最 後 の 問題 は,情 報 提供 の タイ ミングで あ る。 ス タ ッ フに よ る情 報 処理 プ ロ

セ スの 問題 は,同 じ質 の情 報 を提 供 す る と した場 合 のそ の遅 れ で あ る。 けれ ど

も,そ の遅 れ の判定 も,マ ネ ジメ ン トの情 報 処理 プ ・セ スに対 す る 決 定 の タ イ

ミン グの 要 請 に応 じて変 わ る。 た とえ ば,組 織 の下 位 でみ られ る よ うに,日 々

あ るい は 週 とか月 間 が活 動 の区 切 りで あ る よ うな ときには,オ ン ・ラ イ ン的 処

理 が 必要 ない し望 ま しい で あろ うし,戦 略 的 計画 策定,そ の 中で も長期 的計 画

策 定 の よ うな場 合 に は,そ の意 味 で の シ ビア ーさは薄 れ る。 けれ ども,極 端 な
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ときには,1日 の うち に重大 な こ とを決 定 しなけ れ ば な らな い戦 略 的 決定 もあ

る。 この よ うな場 合 には,前 述 の 複 数状 況計 画 策定 を必 要 と し,こ の意 味 で迅

速 か つ シス テ マテ ィ ッ クな情 報 処理 が望 ま し くな る。 したが っ て,個 々の マ ネ

ジ メ ン トの情 報 処理 プ ロセ スに応 じた適 切 な タ イ ミングの情 報提 供 が で きる ス

タ ッ フに よる情 報 処理 プ ロセ ス の設 計 が な され なけれ ば な らな くな るわ け で あ

るo

次第 以 降 で は,ス タ ッフに よる情 報 処 理 プ ロセ スに 関 してそ の 内容 お よび要

素 に つい て考 え てい くことに し ょ う。

●

禽

・
、4
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213経 営 計 画 の た め の 情 報 処 理 サ ポ ー ト ・シ ス テ ム

マ ネ ジメ ン トの内 在 的 な情 報 処理 プ ロセ スに対 して各 種 の情 報 提 供 をお こな

う,ス タ ッフ に よる情 報 処 理 シス テ ムは ど うあ るべ きで あ ろ うか,そ の一 般 的

な議 論 を これ まで お こ なっ て きたが,以 後 は そ の具体 的,実 践 的 なシ ス テ ムの

イ メ ー ジに つい て検 討 してみ る ことに しよ うo我 々は この よ うな ス タ ッフに よ

る情 報 処 理 シ ス テ ムを経 営 計画 サ ポ ー ト ・シス テム(ManagementDecision

SupportSystemMDS)と よぶ こ とに してい る`ので こ こで もそれ を使 うこ と

にす る。

MDSの 概 念規 定,シ ス テ ム構 成,そ して実 際 の シス テ ム構 築 の 試 み は す で

に前年 度 の研 究 の過 程 に おい て実 施 さ れ て い る。 今 回 の調 査 の主 た るね らい

は,実 際 の 企 業 の 中 で のMDS活 用 の事 例 を積 み重 ね る と と もに,そ の経 験 な

どか ら現 シ ス テ ムの問 題 点 を 明 らか に し,ま た シス テム に新 た に加 え るべ き諸

機能 を見 出 してい くこ とに あ る。

しか し,本 報 告 書 の 以後 の議 論 の展 開の た めに,こ こ で,前 年度 の報 告 内容

と多少 重 複 す る こ とに な るか も しれ な いが,MDSの ね らい と してい る と ころ

や シ ステ ムに 含 まれ て い る諸 機能 に つ い てそ の概 略 をみ てお く ことに しよ う。

更 に詳 しい 内容 に つ い て は,前 年度 の報告 書 を参照 され た い。

2.3.1MDSの 基 本 的 ね らい

企 業 内 の業 務 が 次 第 に コ ン ピュー タ化 され るに つれ て,マ ネ ジ メ ン トの意

思 決定 に 必要 な情 報 の作 成 に も コ ン ピュー タの情 報 処 理 能 力 の助 け を借 りる

よ うな ケ ー ス が増 え て きてい る。 もち論,従 来 か ら,販 売 月報 な ど定期 的 な

管理 資料 が コ ン ピュ ー タに よっ て作成 され,提 供 され る とい っ た こ とが広 く

お こな われ て い るが,最 近 では,各 種 経 営計 画作 成 の た めに コ ン ピ ュー タ を

利 用 す る とい っ た 事 例 も珍 ら しくな いoた とえば,日 経 産業 新 聞 が最近 お こ

なっ た ア ン ケー ト調 査 に よっ て も,回 答 した企 業 の半 数 以 上 が経 営計 画 に コ

ン ピュ ー タ を利用 して い る こ とが 明 らか に され てい る し,し か も,ほ とん ど
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の業 種 にわ た っ てそ の よ うな事 実 が示 され てい る こ とは注 目され る。 コン ピ

ュー タの経 済 的,技 術 的水 準 の 向上,社 内に お け る コ ン ピ ュー タ教 育 の普 及,

コン ピュー タに対 す る マ ネ ー ジメ ン トの理 解 の深 ま り な どを考 えれ ば,経 営

面 にお け る コン ピュー タ利 用 は今 後 とも急 速に 進 展 してい くで あろ うこ とは

容 易 に予 想 され よ うo

それ では従 来 の計 画 プ ロセ スに お け る コンピ ュー タ利 用 は ど うな っ てい る

の で あろ うか。 ここで は マ ネ ジ メ ン ト,ス タ ッフ,SEそ して プ ログ ラマの

役 割 を考 察 す る こ とが 必 要 で あ る。

企 業 に おい て生 ず る さま ざま な問 題 を認 識 し,そ の解 決 の必 要 を提 起 す る

の が マ ネ ジメ ン トの 役割 で あ る とす れ ば,ス タ ッフは マ ネ ジ メ ン トか ら指摘

され た 問題 の状 況 を詳 細 に 分 析 し,問 題 を定 式化 し,そ して問 題 解 決 に関 す

る マネ ジメ ン トの意思 決 定 に有 用 と思 われ る情 報 が何 か を明 らか に しな けれ

ば な らな い。 そ の よ うな情 報 の か な りの 部 分は必 ず し も直 接 に コ ン ピュー タ

を必 要 とす る もの で は な いが,各 種 条 件 の も とで予測 や政 策 シ ミュ レー シ ョ

ンを お こな うといっ た 場 合 に は コ ン ピ ュー タが 有 効 な分 析 手 段 とな る。 そ こ

で,ス タ ッフは コ ン ピュー タ利 用 に関 してSEに 助 力 を求 め,SEは ス タ ッ

フが指 示 す る分析 内容 に も とつい て具 体 的 な処理 手 順 を設 定 し,そ れ を プ ロ

グラマ ーが コー デ ィ ン グ し,実 際 の処 理 を お こなっ てい くの で ある。

さて,経 営 面 にお け る コ ン ピュー タ利 用 が今後 どの よ うな形 態 を とる よ う

に な るか を考 え る と,一 つ の イ メー ジ と しては,マ ネ ジメ ン ト自 らが 直接 に

コ ン ピュー タを フルに 使 い こ な して最 適 な意思 決定 を探 索す る とい った 状 況

が思 い浮 か べ る こ とが で き よ う。 現 に ア メ リカの特 定 の企 業 に おい ては ビジ

ネス ・ス クール に お い て数 量 的 な経 営 管 理手 法 をた た き込 まれ た マ ネ ジ メン

トが,自 らデ ィス プ レ イ装 置 を通 じて コン ピュー タ と対 話 しな が ら意 思決 定

を お こなっ て い くとい っ た事 例 が 紹 介 され てい る論 文 をい くつ か み る こと も

で きる。 しか し,わ が 国 の状 況 を考 え てみ る と,現 在 の経営 者層 の種 々の条

件 か ら して,今 す ぐに,マ ネ ジ メ ン ト自身が 直接 コ ンピ ュー タに 関 わ る よ う
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な状 況 とい うもの は想 定 しに くい といえ るだ ろ う。 現実 的 な イメ ージ と して

は,マ ネ ジメ ン トの要 求 に応 じて,あ るい は マ ネ ジメン トの要 求 を予 想 して,

マ ネ ジ メン トを補佐 す る ス タ ッフが コン ピュー タ を利 用 して種 々の情 報 を作

成 しよ うとす る よ うな 状況 で あろ う。.

それ では この よ うな ス タ ッフの人 達 は コ ン ピ ュー タを どの程 度,し か もど

の よ うな使 い 方 を して い るで あろ うか。 前年 度 に お こなっ た ア ン ケー ト調 査

の結 果 か らす る と,販 売計 画,生 産 計 画 を は じめ と して,ほ とん どすべ ての

計 画部 門 で広 く コン ピュー タが 利用 され てい る に もか か わ らず,プ ログ ラム

の 作成 や実 際 の処理 を ス タ ッフが独 自でお こな うケー ス は 少 な く,コ ン ピュ

ー タ部 門 に頼 らざ るを得 ない のが 現 状 で ある よ うで ある。 つ ま り,コ ン ピュ

ー タは依 然 と して,か な りの程 度,専 門 的 な もの と考 え られ てお り,素 人 に

は まだ ま だ使 い こなせ る と ころま で はい っ て い ない とい え よ うoた しか に,

い くつ か の先駆 的 な企 業 にお い て は,外 部 のTSS会 社 の端 末 を導 入 した り,

社 内TSS化 を図 っ た り して,ハ ー ド的 な側 面 で コン ピ ュー タ利 用 の広 が り

を進 め て い る様 子 もア ンケ ー ト結 果 にみ る こ とが で きる が,コ ン ピュー タ利

用 をサ ポ ー トす る と,と くに ソフ ト的 な面が ま だ まだ の状 況 で ある と思 わ れ

るo

さ て,計 画 ス タ ッフが各種 の情 報 作成 に際 して コン ピ ュー タ部 門 の助 力が

不 可欠 で あ る こ とに な る とい ろ い ろ な問題 点 が 出 て くる こ とに な る だ ろ う。

ま ず,何 か し ら新 しい分 析 をお こ なっ てみ た い とい う こ とに な る と,そ の 分

析 の ね らい,処 理 内容,必 要 な デ ー タ,分 析 結 果 の 出 力形 式 な どに つ い て,

SEな リ プ ログ ラマ ー との密 接 な コ ミュニ ケ ー シ ョンを 図 る こ とが必 要 とな

る。 しか し,一 般 的 に いっ て,コ ン ピ ュー タ部 門 の人 間 は コン ピュー タの 専

門 家 で は あ るが 経営 問 題 の理 解 は 十分 で あ る とは いえ な い だろ う。 そ こで,

ス タ ッフ とSEと の 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョン には,誤 解 が 生 じたb,理 解 に

時 間 がか か りす ぎた りな どの 事態 が お こっ て く る。 さ らに,コ ンピ ュー タ部

門 の 人達 は,業 務 処 理 との関連 で,日 常的 な仕 事 を こな してい か な けれ ば な
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らない こ ともあ り,ス タ ッフに対 す るサ ポ ー トに継 続 的 に十 分 な時 間 を なか

な かさ く ことが で きない とい った こと もま れ では ないだ ろ う。

この よ うな結 果,お そ ら くス タ ッフは,計 画 作成 に とっ て重要 な,そ して

継続 的 な利 用 が見 込 まれ る分 析 モ デル な どに つ い ては そ の 開発 を進 め よ うと

す る もの の,一 時的 な,必 ず しも十 分 に先 ま で見 通 しが立 っ てい な い よ うな

分 析 は,コ ン ピュー タ利 用 をた め ら うとい っ た こと も十 分 考 え られ よ う。 も

しス タ ッ フが 気 楽 に 自由に コ ン ピ ュー タ を利用 して種 々の分析 が で きる こ と

に なれ ば,計 画 面 に お け る コン ピュー タ利 用 の飛 躍 的 な増 大 が見 込 まれ よ う。

それ で は そ の よ うな条 件 を設 定 してや るた め に は ど うした ら よい の で あ ろ う

かo

ス タ ッフの側 で は コ ン ピ ュー タを 自由 に あや つれ る程 の 専 門的知 識 は ない

し,SEの 側 で は経 営 問 題 を必 ず しも十 分 に は理 解 してい な いの が 現状 で あ

る とする と,一 つ の方 法 は ス タ ッ フを教 育 して十 分 な コ ン ピュー タに つい て

の 専門 的知 識 を.与え る こ とが考 え られ ようoし か し,ス タ ッフは コ ン ピュー

タの専 門 家 に な る ことを前 提 に選 択 され てはい な い し,し た がっ て専 門 家 と

しての適性 を もっ て いる保 証 は ないoま た何 より も,そ の 教 育 のた め に 要 す

る時間 な9労 力 は過 大 に す ぎる とい え よ う。 次 に も う一 つの 方法 は,SEに

経営 管理 的 な教 育 を した り,あ るい は計 画 ス タ ッフ担 当 の専任SEを 任 命 す

る こ とで あ る。 しか しこれ ま たス タ ッフ教 育の場 合 と逆 の意 味 で の問 題 点 が

考 え られ るだ ろ う し,ま た,業 務 面 で の コン ピュー タ化 が 進 行 中 で あ る現 在,

コ ン ピュー タ部 門の人 員 が不 足 してい る 状況 は 今 後 も続 くだろ う。 そ こで,

理 想 的に は コ ン ピュー タ部 門 の助 け をそ うた い して借りな くとも,ス タ ッフ 自

身 で経 営 管理 に 有用 な各 種 分析 をお こ な う ことが 可能 とな る よ うな条 件 を設

定 してや る こ とが有 効 と思 われ るが,そ れ には,必 要 な種 々 の機 能 を 含ん だ

経 営計 画 サ ポ ー ト ・シス テ ムの構 築 が必要 とされ よ う。 つ ま り,MDSは マ

ネジ メ ン トの意 思 決 定 に 有 用 な情 報 作 成 に おけ る情 報処 理 を サ ポ ー トす る こ

とを基 本 的 なね らい と してい るの で あ る。 それ では そ の よ うな経 営 計 画 サ ボ
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一 ト ・シ ス テ ム は どの よ う な 内 容 を 備 え て い な け れ ば な らな い だ ろ うかo

2.3.2MDSの 機 能

ス タ ッフが コ ン ピュー タを利 用 す る場 合,個 々 の情 報 要 求 ご とに,デ ー タ

の入 出力 か ら演 算処理 ま で す べ て に わた っ た 処理 ブ・グ ラムを別 個 に作 成 し

な けれ ば な らな い と した ら,ち よっ と した計 算 をす る場 合 で も実 際 に結 果 が

得 られ る まで に か な り の時 間 が か か る で あ ろ うし,ま してや大 きな モ デ ル の

作 成 と もなれ ば大 変 な 日数 を要 す る こ とに な る。 この,分 析 の必 要 を感 じて

か ら プ ロ グ ラム を作 り,最 終 的 に 結果 が得 られ るまで に要 す る時 間,つ ま リ

ターンア ラウン ド時間 を短 縮 す るた め に は,ま ず,プ ログ ラム作成 に と もなっ

て必 要 とされ る仕 事 の で き るだ け 多 くを シス テ ム側 で担 当 す る こ とに よっ て

プ ログ ラ ム作 成 の時 間 を短 縮 し,ま た プ ロ グ ラム作成 を容 易 に してや る こ と

が 有効 で あろ う。 そ の ため に は,デ ー タ フ ァイル の管理 シ ス テ ムの構 築,簡

単 な コ マ ン ドに よっ て処理 内 容 が 指示 で きる問題 オ リエ ンテ ッ ドな コンパ イ

ラの作 成 が 必 要 とな る。

次 に,マ ネ ジ メ ン トの意 思 決定 問題 は,ト ップに近 づ くほ ど非 定型 的 な も

の が 多 くなっ てい くに して も,意 思決 定 の た めの情報 作 成 に 必 要 な諸 機 能 に

は,多 くの問 題 の 間 で共 通 してい る もの も少 な くない と思 わ れ る。 そ こで そ

う した基 本 的 な諸機 能 につ い ては,こ れ をモ ジ ュール 的 に シ ス テ ムに組 み 込

み,ス タ ッフが 簡単 な手 続 きお よび操 作 に よっ て必 要 な情 報 処 理 をお こ なえ

る こ とが望 ま しい。 そ の よ うな基本 的機 能 と しては,た とえ ば回 帰 分析,時

系 列 分析 あ る いは グ ラ フな どに よる作 表機 能 な どが考 え られ よ う。 と くに こ

の最 後 の機 能 は,ト ッ プへ'の情 報供 給 が,定 期 的,ル ーチ ン的 な管 理 資 料 と

異 な っ て,内 容,形 式 の点 で多 岐 にわ た り,ま た実 際 た も,こ の部 分 で か な

りの 時 間 が費 や され て い る こ とか ら,有 用 な機 能 と して とりあ げ る必 要 が あ

ろ うo

す で に みた よ うに,MD』'Sの 一 つ の 大 きな特 徴 はス タ ッフが 必 要 な情 報 処
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理 をk・ こ な う際 に,い ち い ちSEの 援 助 に 頼 る 必 要 を で き る だ け 少 な く し,

そ れ に よ っ て マ ネ ジ メ ン トへ の機 動 的 な 情 報 供 給 を可 能 に し よ う と し て い る

点 に あ る が,そ れ は ど の よ うに し て実 現 さ れ る の で あ ろ うか 。 そ れ を概 念 的

に み る た め に,従 来 の 典 型 的 な 情 報 処 理 プ ロ セ ス とMDSvak・ け る情 報 処 理

プ ロセ ス と を 対 比 した も の が 図2-4で あ る。 従 来 の プ ロセ ス で は,ス タ ッ

フ と コ ン ピ ュ ー タ の 間 にSEが お り,ス タ ッフ の 情 報 処 理 要 求 の ス ペ ッ ク に

し た が っ てSE(あ る い は プ ・ グ ラ マ ー)が 処 理 プ ロ グ ラ ムを 作 成 し,・ コ ン

ピ ュ ー タ に よ る 処 理 を お こ な う と い うの が 典 型 的 な パ タ ー ン で あ り,そ こ に,

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 や ター ンア ラ ウン ド時 間 が か か り す ぎ る と い っ た 問

題 を 内包 し て い た の で あ る 。
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図2-4情 報 処 理 プ ロセ ス の形 態
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そ れ に対 してMDSに おい て は,ス タ ッフはMDSを 通 じて簡単kコ マ ン

ドを用 い て コ ン ピ ュー タ を動 か し,意 思 決 定 者 の情 報要 求 に機 動 的 に応 じ ら

れ る よ うに しよ うと してい る。 こ こではSEは 必 要 に応 じてス タ ッフに助 言

を与 え た り,MDSに 新 しい機 能 を加 え る といっ た,シ ス テ ムの 設 計,メ ン

テ ナ ン スの 面 で協 力 す る形 に な る。 この よ うに,MDSは 原 則 と して,ス タ

ッ フ 自らが情 報 処 理 を お こな い,そ れ に よっ て多様 な情 報 の処 理 ・提 供 を柔

軟 にお こな うこ とが で きる よ うに し よ うと してい るが,そ の ため に は,ス タ

ッ フに とっ てそ の操 作 が で きる だ け簡単 で あ る よ うに した い。

亀

2.3.3経 営計 画 プ ロセ ス にお け るモ デル の活 用

マネ ジ メ ン トの情 報 要 求は,単 純 な情報 検 索 的 な も のか ら,'か な り大規 模

な モ デル に も とつ く分 析 を必 要 とす る もの まで 多岐 に わ た っ てい る。 と くに

最 近 で は,こ の様 々 な計 画 セ デル に もとつ く分 析 を要求 す る ような ケ ース が

増 え て き てい る よ うで ある。 そ の実 態 は,前 年 度 のア ン ケ ー ト調 査 に おい て

部分 的 に み る こ とが で きる し,ま た数年 前 にお こなわ れ た 開 発協 会 の経 営 科

学 手 法 の活 用 に 関 す る ア ンケ ー ト結 果 に もはっ きり現 われ て い る。 そ こで,

この よ うなモ デ ル構 築,モ デ ル 分析 をサ ポ ー トす る シス テ ム機 能 も あわ せ て

MDSに 含 め る こ とが 必要 で あ るが,そ のた め に は,モ デ ル 分析 が成 功 す る

た め に は どの よ うな条 件 が 必 要 で あるか をみ てお くこ とが有 用 で あ ろ う。

計 画 プ ロセ ス に お い て企 業 モ デ ルが実 際に よ く作 られ た り,あ る いは よ く

利 用 され た りす る の は,企 業 モ デルそ の ものの 良 し悪 しもさ る こ とな が ら,

そ の企 業 が どの よ うな状 況 に お かれ てい るか とい う,モ デ ル作 成 の基 本 条件

に よっ てか な り の 部分 決 まっ て しま うといえ よ う。企 業 モ デル に 関 す る この

よ うな条 件 を い くつ か あけ てみ る と,ま ず,役 に立 つ モ デル を作 るた め には,

モ デル の対 象 とな る仕 事 の領 域 な い し局 面 が 十分 に理 解 され て お り,ま た そ

の よ うな 関係 を数 量 的 に表現 す る た めの デ ー タが十分 に揃 っ て い なけれ ば な

らな い こ とが あけ られ る。 ま た これ らの デ ー タは モ デル作 成者 が容 易に 入手
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で き る ように なっ てい る こ とが 必要 で,よ ぐあ る こ とで あ るが,他 の部 門 か

らデ ー タを集 め よ う と して も なか なか 協 力が得 られ な い よ うな状 況 では うま

くい か な い こ とが 多 い。

次 に,手 作業 に しろ,予 算,計 画,統 制 とい っ た こ との 手 続 きが 明確 に規

定 され,定 型 的,定 量 的 に 進 め られ てい る状 況 が 望 ま しい。 そ の よ うな企 業

にお い ては企 業 モデ ル もそ う抵 抗 な くと り入 れ られ て い くと思 われ る。

第三 に,マ ネ ジメ ン トの 中に企 業 モ デルに対 す る理 解 を も ち,そ れ をバ ッ

ク ア ッ プ して くれ る 支 持者 が い る こ とが望 ま しい。 も しそ の よ うな人 が い な

けれ ば,モ デル構 築 に とりか か る前 に マ ネ ジメ ン トの理 解 を深 め る努 力 が必

要 とな っ て くるo

この よ うな条 件は 企 業 モ デル 作成 者 に とっ て はそ う簡単 に は 変 え る ことの

で きる もの では ない が,企 業 モ デ ル作成 の進 め 方 あ るい は モ デル の性 格 を工

夫 す る こ とに よっ て企 業 モ デル を成 功 させ るい くつ かの 方法 が考 え られ る。

ま ず,モ デ ル の開 発 に あた っ ては で きるだ け早 い時期 か らモ デル の実 際 の

利 用 者 で あ るマ ネ ジ メ ン トな い しは ス タ ッフ をモ デ ルの 開 発過 程 か ら引 き入

れ てお くこ とが 重要 で ある。 人 間は ど ち らか とい う と,自 分 が 多少 な り と も

関係 した もの で あれ ば ある程 度 信 用 して使 っ て み る気 に なる が,他 人 か ら一

方 的 に与 え られ た ものに対 して は抵 抗 感 が強 い と思 わ れ る。 さ らに また ユ ー

ザ を参 加 させ る ことに よっ て,モ デル完 成 後 の 教育 も楽 にな る こ とが 期待 さ

れ るo

それ で は,モ デ ル開 発 過程 に モ デル の ユ ーザ を参 加 させ る た め には どの よ

うな条 件 が 必要 だろ うか。 それ は や は り,モ デ ル作 成 に 用 い られ る言 語 が素

人 に も容 易 に理 解 で き,利 用 しや す い もの であ る こ とが 第一 で,そ の た めに

は,モ デル作 成 用 の新 しい言 語(コ ンパ イ ラ)の 開 発 が 有効 で あ る。

企 業 モ デル が成 功 す るた め の第 二 の条 件 は,モ デ ルへ の デ ー タの イ ンプ ッ

ト,あ るい は モ デ ルか らの結 果 の 出力 をユ ーザ に とっ て使 い なれ た 身近 な様

式 で表 現 で きる こ とが望 まれ る。 た とえ ば,モ デ ルか ら の出 力が 数 字 ばか り

一26一

■

⑨

・

'

1
、



◆

ψ

令

の 羅 列 では そ れ を読 も うとす る気 力 も半 減 して しま う。 しか し,ど の よ うな

様 式 で 出力す る の が望 ま しいか は,ユ ーザ に よっ て も異 なる と思 われ る の で,

モ デ ル 自体 に 多 様 な 出力様 式 に応 じ得 る レポ ー ト作成 能 力 が 必要 とされ よ う。

入 力 デ ー タに つ い て も,で きるだ け ユー ザが使 い なれ た様 式 な り内 容 で デ ー

タ を準備 で きる よ うに す る こ とが 望 ま し く,意 味 の 明確 で な い係 数 や パ ラメ

ー タ な どは,イ ン プ ッ ト ・デ ー タ を用 い て モ デル 内部 で計 算 す る よ うに した

方 が よい。

第 三 に,モ デ ル に は ユー ザ の判 断 に も とつ くイ ン プ ッ トを許 す余地 を十 分

に 残 してお く こ とが 必 要 で あ る。 つ ま り,ユ ーザ が 中間 結果 を眺 め て,次 の

分 析 ステ ッ プに進 む前 に デ ー タの修 正 がお こなえ る とい う よ うに,モ デ ル の

使 用 の 途 中 で割 り込 む ことが で きる ように な っ て い るモ デ ルが 成功 してい る

場 合 が 多 い。 そ の 際 には モ デ ルか らの 出力 結果 と あわ せ て,モ デ ル の各 ラ ン

が ど うい う条 件 の も とで お こな われ た か を 出力 す る こ とが望 ま しい。

第 四 に,企 業 モ デル が完成 した と して,次 に は それ を有 効 に利 用す るた め

の手 だ てを講 じてや る必 要 が ある。 通 常,モ デ ルの利 用 は一 回 限 り とい うこ

とは な く,一 回 の計 画 策定 プ ・セ ス にお い て,前 提条 件 を変 え る な ど して,

何 度 も ランを くり返 す よ うな使 い 方 が普 通 で あ り,そ の よ うな使 用 を容 易 に

す るた め に は,モ デ ル の実 行 を タ イ ムシ ェア リン グ方 式 で なが した り,バ ッ

チ処 理 の場 合 で も,処 理 の優 先 順 位 を高 め る な ど して,ユ ーザ とモ デル との

間 の 迅 速 な対 話 を可能 にす る条 件 を作 っ てや らなけれ ば な らな い。

最 後 に,モ デ ルは 一 度作 られ る と長期 に わ た っ て有 効 で あ り続 け る とい う

こ とは まれ で,む しろ,絶 えず 陳 腐化 してい くと考 え るの が妥 当 で あ る。 そ

こで,現 実 の状 況 に合 わ せ て モ デル を修 正 し,モ デ ル を最 新 の状 態 に保 っ て

k・くよ うに モ デ ル を メンテ ナ ンス す る こ とが 重 要 にな っ て くるoこ の よ うに,

モ デ ル の部 分 的 修 正 が容 易 で あ る よ うに,た とえ ば使 用 言 語 の 中 にそ の よ う

な能 力 が含 まれ て い る こ とが望 ま しい。

以 上,計 画 策 定 プ ロセス に おい て しば しば 用 い られ る よ うに なっ て き て い

一27一



る計 画 モ デル が うま くい くた め の い くつ か の条 件 をみ て きた が,MDSの 中

には これ らの条件 を満 た す た め の機 能 が か な りの程 度 含 まれ て い る。 そ こで,

今 回 の ケ ー スス タデ ィに お い て使用 され た現行 のMDSの 具体 的 な内容 をみ

て お くこ とに し ようo

2.3.4MDSの 構i成

MDSの シ ス テ ム 構 造 は 図2.5に 示 さ れ てい る よ うに 次 の7つ の サ ブ シ ス

テ ム か ら構 成 され て い るo

① シ ス テ ム全 体 の 制 御 を担 当 す る サ ブ シ ス テ ム'

② 使 用 者 との 入 出 力 を担 当 す る サ ブ シ ス テ ム

③ デ ー タ 管 理

④ 出 力 編 集,プ リン ト,情 報 検 索

⑤ デ ー タ の 処 理,加 工,各 種 の 分 析,シ ミ ュ レー シ ョ ン

⑥ モ デ ル の 管 理1'

⑦ シ ス テ ム管 理

使用者 との

1/0担 当

シ ス ア ム

全体の制御

「会話」の

論理 構造

図2-5MDSの シ ス テ ム構 造
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各 サ ブシ ス テ ムは さ らに い くつ か の サ ブプ ログ ラムか ら構 成 され て い る。

と くに③ 一⑦ の サ ブ シス テ ムに 属 す る サ ブ プ ・グ ラムは お の お の具 体 的 な処

理 ソー ルに 対 応 した もの で あ り,そ の内容 は あ らか じめ使 用 者 に 明 らかに さ

れ て お り,使 用者 は適 宜,特 定 の サ ブプ ・グ ラム の使 用 を コ マン ドを通 じて

指 定 す る こ とが で きる。 また この ほ か に各 サ ブ プ ログ ラ ムで共 通 に使 用 され

るサ ブ プ ログ ラ ム もあ る。

MDSを 構 成 す る サ ブ シス テ ムはそ れぞ れ を独 立 に作 成 して も支 障 が ない

よ うに して あ る。 したが っ て各 サ ブシス テ ムの設 計 ・作成 に際 して,他 の サ

ブ シス テ ムの仕 様 と関 係 な く作 業 を進 め る ことが で き,こ の こ とは,大 規 模

な シス テ ムを設 計 してい く場 合 に大 切 な ことで あ ろ う。

この シ ステ ムの基 本 方 針 は問 題 オ リエンテ ッ ドには サ ブシ ス テ ム を作 らな

い とい うこ とで あ る。 つ ま り,従 来 の システ ムは,極 端 に いえ ば,シ ス テ ム

設 計 者(主 と してSE)が あ らか じめ使 用者 の ニ ーズ を具 体 的,厳 密 に 認識

し,各 々の ニ ー ズ に対応 さ せ て作 っ ていた とい え よ う(図2-6参 照)。 た

とえ ば,需 要 予 測 と已 う要 求 が あ る と き,入 力 デ ー タの内 容 や 表 現形 式 を考

え,時 系列 の分 解 や 回 帰 分析 を し,推 定 され た 回帰 式 を使 っ て予 測 をす る と

い った処 理 手 順 を定 め,出 力情 報 の 表現 形式 を決 め る,と い う よ うに,使 用

者 の要 請,問 題 の 内容 に対 応 してピ わ ゆ るア ドホ ック に シ ス テ ム を設計 す る

こ とに なる。 そ こで,別 の 問題,た とえ ば見 積 り財 務 諸 表 を作 成 す る とい う

よ うな必要 が あれ ば,そ れ に対応 しだ シス テ ムが設 計 され る。

この考 え方 を,そ の ま ま発 展 させ て経営 計 画 全体 を カバ ーす る シス テ ムを

作 ろ うとす る と,使 用 者 の ニ ーズ に よっ て分 割 され た サ ブ シス テ ムを作 っ て,

全体 の シ ス テ ム を構 成 す る とい うこ とに な る。 そ して使 用 者 は,そ の情 報要

求 に応 じて,パ ラ メ ー タな どを指定 す る こ とに よ り適 当 な サ ブ シス テ ム を選

択 して,シ ス テ ムに処 理 を要 求 す る こ とにな るo

しか し,こ の よ うな設 計 方法 に よる シス テム は,経 営 計 画過 程 にお け る意

思 決定 を サ ポ ー トす る とい うMDSの 目的 を達 成 する に は,は な は だ不十 分
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で ある とい わ ざる を得 な い。経 営 計 画 の た め、に 必要 とされ る情 報 は多様 で あ

り,か つ あ らか じめ想 定 してお く ことが難 しい こ とが 多 い。 この点 は他 の業

務 上 の情 報 処理 とは性 格 が 異kるo

計 画 過 程 では,問 題 の発 見 や 構 造化,新 しい事 態 に対 応 す る ことな どが 必

要 であ り,そ の た め,そ の つ ど問題 を定 式 化 し,望 ま しい戦 略 行 動案 を探 る

とい う作 業 が 重要 で あるoそ こで 問題 オ リエ ンテ ッ ドに シス テ ムを作 っ てk－

く と,逆 に問題 オ リエ ンテ ッ ドな情 報処 理 が 阻害 され る とい う奇 妙 な こ とに

なるの で ある。

■

、

・

使 用 者 の ニ ーズ

需 要 予 測

シ ス テ ム

投 資 評 価

需 要 予測 シス テ ム

財 務 分 析

投 資 評価 シ ス テ ム

財 務 分 析 ンス テ ム

図2-6問 題 指 向 に よ る シ、ス テ ム ニ ー ズ の 形 態

そ こでMDSで は あ らか じめ シス テ ムが準 備 してい る基本 的 な処 理 ソール

を組 み合 わせ る こ とに よっ て,使 用 者 が そ の都 度 処理 手 順 を表 現 す る こ とに

してい る。 た だ しそ の表 現 は問題 の大 きさや使 用 す る処理 ソー ルに よっ ては

簡 単 な場 合 もあ る し,あ る 程度 複雑 に なる場 合 もあ る。 一 回限 りの 分析 を何

回か お こ な う必要 が あ る場 合 には,処 理 手 順 を くり返 し指定 す る こ とは わず

らわ しい。 そ こで この,各 処 理 ソール を どん な 順序 で実 行 してい くか の表 現

を一 つ の情 報 と して登 録 してお く ことが便 利 で,こ れ がMDSで モ デ ル と よ

ん でい る概 念 で ある。 モ デル は 一度 登 録 す れ ば,以 後 は そ の登 録 名 を指 定 す

るだけ で全体 の 処理 手 順 を 指定 した こと に なる し,ま た処 理 手 順 の修 正 も容

∩

、、
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4

易 で あ る。

次にMDSの も う一 つ の特徴 は シ ス テ ム と使 用 者 の 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン,つ ま り入 出 力 に 関 す る さま ざま な機 能 で あ る。

使 用 者 の 入 力 作 業 をな るべ く簡 単 で合理 的 な もの に す るた め に は い ろい ろ

な工 夫 が い る。 これ は人 間 同士 の 会 話 の 中で,お 互 い に相 手 の質 問 に確実 に

答 え てい る こ とは少 な い。 相手 の 質 問 に対 して,そ の質 問 に答 え るた め に,

前 もっ て別 の 質 問 を す る,と いっ た ことが よ くあ る。

シス テ ム と使 用 者 の間 の 「会 話 」 で も同様 の こ とが あ り得 る。 あ る分 析 の

た めの デ ー タ を指定 しな くては な らない ときに,念 のた め予 定 して いた デ ー

タの 値 を確 認 して お きたい,と い っ た よ うな こ とで あ る。 あるい は 同 じ分 析

を多 少 の デ ー タ ない しはパ ラ メー タ を変 更 して再 度実 行 させ たい,と い う場

合 もあるoカ ー ドを使 っ て情 報 を入 力 した い こ と もあ る。

この よ うに,各 処 理 ツールへ の 情報 入 力の 論理 構 造 を決 め る前 に,も っ と

大 きな 「会 話 」 全体 の 論理 構 造 を規 定 してお か な くては な らな い。 メ イ ン ・

ル ーチ ンは主 と して この 論理 構 造 を表現 した もの か らな る。

第三 に,デ ー タ管 理 の 面 では ユ ニー ク なデ ー タ構 造 を考 え てい る。

デ ー タ管理 の基本 は,デ ー タの 表現 形 式,す な わちデ ー タ構 造 は 単 に デ ー

タの入 力,削 除 な どに と どま らず,レ ポ ー ト作成 ・各 デ ー タの分 析 ・処 理 に

k・け る デ ー タの取 り扱 い の単 位 を 規定 す る。MDSで 取 り扱 うデ ー タは,主

と して広 い意 味 で の経 済 統 計 デ ー タまた は経 営 統 計 デ ー タ とい われ る もの で

あ る。

例 え ば 国民 所 得,国 民 消 費支 出等 の時 系列 デ ー タや各 企 業 に お け る あ る製

品 の品 種 別,県 別,年 度別 売上 高 な どで ある。 この 種 の デ ー タの表 現 形 式 は

独 特 の 体 裁 を もっ てい るo

各 種 統 計表 を参 照 すれ ば わ か る よ うに,指 標 となる デ ー タ(例 え ば年度等)

を 明示 した配 列 型 の表 現 形式 に なっ てい る。 ま た,広 い 意 味 で の経 済 上 の分

析 を 目的 とす る プ ログ ラム処 理 に は配 列 表 示 が 適 して い るの で ある。 現 在,
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デ ー タ ・ベ ース 管理 はデ ー タ構 造 と して,階 層 構 造 を採 用 して いる ものが 多

いo

配 列表 示 を中心 とす る デ ー タ ・ベ ー ス管理 は あま り行 わ れ てい な い よ うで

あ るが,MDSで は この 表 現 形式 を 中心 に したデ ー タ構 造 が望 ま ししa。詳 し

い技術 上 の問 題 は詳 略 す る が,そ の基 本 は 指標 とな る デ ー タ を明示 的 に デ ー

タと し て記 録 す るこ と,各 配 列 は 指 標 デー タ を明示 して定 義 し,そ の配 列 を

取 り扱 い の単 位 とす る こ と,異 な る配 列 間 の関 係 は共 通 す る指標 を軸 に規 定

す る こ とな どで あ る。

さ ら に,デ ー タ管理 の1つ の機 能 と して,デ ー タの機 密 保 護 ・デ ー タの保

全 性 を保障 す る とい うことが 必要 で あ るo使 用 者 に よっ て扱 うデ ー タに制 限

を つけ る わ けで ある。 通 常,各 使 用 者(使 用 者 の グル ー プ)にKEYを 割 り

当 て る。 この と き単 に参 照 の み が可 能 な場 合 と,デ ー タ値 の変 更,デ ー タそ

の もの の削除 を合わ せ て可能 な場 合 とを区別 す る よ う考 慮 すべ きで あろ う。

デ ー タの分 析 ・処 理 を担 当 す る サ ブ ブ ・グ ラ ムは,お の お の独 立 に 作成 し

て よ く,も ちろ ん個 々 の企 業 に 固 有 の知 識 は何 ら必要 ない 。 各企 業 の そ の時

の事 情 に よって,ど の サ ブプ ログ ラム を もっ て お くべ きか とい うこ とだけ を

考 えれ ば よい 。

第 匹1に,分 析 ・処理 の サ ブプ ログ ラムの 中 で検 討 を必 要 とす るの は シ ミュ

レー シ ョン言 語 で あ る。 シ ミュ レー シ ョ ン言 語 は,多 度 数 の相 互依 存 関係 の

表 現 形式 に よっ て形 を設 定 し,そ れ に よっ て分 割 して複 数 個 開発 す る こ とが

望 ま しいoも ちろん,そ の 使 用者 の要 求 す る シ ミュレー シ ョンが どの型 に な る

かは,シ ス テ ムが解析 す る よ うにす べ きで ある。

以 上,MDSの 全体構 造 に つい て概 略 を み て きた が,そ の具 体 的 な実 例 につ

い ては後述 の ア イ シ ン精 機 社 お よび キ リン ビール社 の ケ ー ス ・ス タデ ィを参 照

され たいo
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3.MDSの 設 計

`

4

3.1MDS設 計 に あ た っ て

まず,基 本 とな る設計 方針 につ い て 説 明す る。 サ ポー ト ・シス テ ム の設 計 基

本 方針 は,① 情 報 処理 機 能 別 構 成,② 問 題 とは独立 な分析 手 法 や デ ー タ処理

・ジ ックの視 点 で型 分 け した デ ー タ処理 上 の ソー ル を各 々独 立 に設 定 す る
,③

モ デル とい う概 念 を設 定 し,モ デ ル を管 理 す る とい う機 能 を もつ ,と い うよ う

に 要約 で きる。 これ らの こ とを以 下 順 々 に説 明す る。

3.1.1情 報 処理 機 能 別 構 成

サ ポ ー ト ・シス テ ムを構 成 す る サ ブ シス テ ム と,使 用 者 に提 供 す る機 能 の

設 定 の 仕 方 につ い て で あ る。 各 サ ブ シス テ ムお よび提 供 す る機 能 は,使 用 者

の ニ ー ズ・問 題 領域 とは独 立 に,情 報 処 理 上 の機能 に基 づいて決 める。使 用 者

の ニ ー ズ,問 題 領域 とは,例 えば,需 要 予 測,生 産計画 ,財 務 分析 とい っ た

分 析 ・処理 を必 要 とす る使 用 者側 の問 題 の 区別 で ある。

情報 処 理上 の 機能 とは,デ ー タの管 理,情 報 の生 成(デ ー タ処 理),シ ス

テ ム管理 とい った情 報 処 理 に 固有 の分 類 で あ る。 サ ポ ー ト ・シ ス テ ムを構 成

す るサ ブ シス テ ムだ け では な く,使 用 者 に提 供 す る機能 そ の もの を この よ う

に して決 め て,サ ブ シス テ ム と提 供 す る機 能 とが基 本的 に1対1に 対 応 す る

よ うにす るo

3.1.2デ ー タ処 理 機 能 の 分 割基 準

情 報 処理 機 能 の 中 で特 に情 報 生 成 とい うデ ー タ処理機 能 に属 す るサ ブ シス

テ ムお よび 処 理 ツ ール(使 用 者 に提 供 す る機能 の一 つ一 つ を 処 理 ツ ー ル と呼

ぶ こ とに す る)の 作 り方に つ いて で あ る。 この基 準 は,⑤ あ る処 理 ツール を

考 えた場 合 に,そ の 内容 を一 意 に規 定 す るた めに便 用 者 が シス テ ム作 成 者 か

ら得 るべ き情 報 が少 な くて,⑤ 大 量 の デ ー タ処理 をす る とい う2つ の こ とを

満足 させ るに は ど う した らよい か を考 え て決 め る。 この た め に,④ 具 体 的問
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題 とは 直接 に 関 係 の ない数 理 計画 法 や計 量経 済 学,統 計 学等 の 中で 開発 され

てい る最 適 化 モ デ ル や統計 分 析 の手 法,具 体 的 に は,リ ニ ア ・プ ログ ラ ミン

グ,回 帰 分析,EDA法 等 を各 々独 立 に1つ の処理 ソー ル とす るこ と,◎ 通

常 の 四 則 演算 や関 数 はそ の ま ま演 算 式 と して記述 す れ ば よい よ うに,演 算 ・

関数 解 析 ・実行 サ ブ シス テ ムを 作 り処 理 ツー ル とす る こ と,◎ 計 算 ロ ジ ッ ク

の型 を設 定 し,そ れぞ れ 処理 ツー ル とす る こ と,が 方法 と して考 え られ る。
'S

3.1.3「MODEL」 の作 成 と利 用

以 上 の よ うに,使 用 者 は処 理 ツ ール を使 っ て,意 図す る処理 内 容 を記 述 す

る。 そ の よ うな,使 用 者 の記 述 した処 理 内 容 を 「MODEL」 と呼 ぶ こ とに す

る。MODELは 使 用 者 自身 に よっ て記述 され た 処理 手 順,つ ま9,一 種 の情

報 で あ るが,使 用 者 の ニーズ,問 題,つ ま リサ ポ ー ト ・シス テム が最 終 的 に

は処 理 を担 当 しな くて は な らない もの と対 応 してい る もの と考 え て よい わ け

で あ る。

上 記 の意 味 にお い て,処 理 内容 の表 現 方 法 と して,MODELと い う概 念 を

設定 す る。 そ れ か ら,シ ス テ ムにMODELを 管 理 す る とい う機 能 を組 み 込 む。

この本 質 は,使 用 者 が 記述 した情 報 処理 の 手 順 を シス テ ムが 記録 して お くと

い う こ とで ある。 使 用 者 か らみれ ば,同 様 の処 理(類 似 した 処理)は 一 度定

義 す れ ばそ の 名称 を示 す だ け で実 行 させ る こ とが で きる こ とに な る。

以 上 の3つ の方 針 に 加 えて,い わ ゆ る会 話 的 入 出 力機構 を採 用す る とい う

こ とを加 え るべ きで あ ろ う。 た だ し,こ の点 は諸 々 の条 件 か ら具 体 的 に プ ロ

グ ラ ム と して作 成 した 我 々 の システ ムには 組 み込 む こ とが で きなか った こ と

を 付 言 して お く。

φ

、
、

3.1.4入 力 方法 の 改 良

使 用 者 が そ の意 図 す る処理 内容 を シス テ ムに 示 す た め に 入力 しな くて は な

らな い情 報 に つ い て,シ ステ ムはそ の論 理 構 造 を規 定 し,そ れ を質 問 一応 答

の 例 と して表 現 す る。 使 用 者 は シス テ ムか らの質 問に 順 々に答 えてい くこ と
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に よって結 果 的 に入 力作 業 が で き る ように す る。 この た めに 将来 は 入力媒 体

と して,カ ー ド ・リー ダの他 に デ ィス プ レイ装 置 を使 用 す る こ とに な るの が

望 ま しい。

'

亀

3.1.5情 報 検 索 にお け るデ ー タ管 理

ある記憶 媒 体 に 記録 さ れて い て,必 要 な時 に そ の注 目す るデ ー タを参 照 す

る こ とが で きる よ うに してお くこ とは 計 画過 程 に おけ る情 報 処理 の機 能 と し

て必 要 な こ とで あ る。 しか し注意 して お くべ き こ とは,計 画 過程 にお い て デ

ー タ を記録 してお く意 義 は ,単 なる検 索,参 照 では な く,そ の デ ー タを利 用

して他 の デ ー タ を生 成す る こ と,そ の 生 成 され た デ ー タを参 照 す る ことに あ

る,と い うこ とであ る。 例 えば,従 業 員名 簿,こ の内容 は,名 称,所 属 部 課,

年 令,職 能 等 で あ るが,'コ ン ピ ュ ー タ に 記録 してお くこ とに よ って もた ら

され る効 果 を期待 す る こ とは薄 い。 この よ うな名 簿 の 中か ら,あ る厳 密 な条

件 を設 定 し,そ れ を満 足 す る社 員 の 名 称 を 出力 させ る,と い った処理 は一 見

も っ と も ら しい の で あ るが,全 く現 実 的 で ない とい え よ う。 第一,こ の よ う

な厳 密 な形 で 問題 を立 て る とい うこ とが ほ とん どない。 大抵 の場 合 は,か な

り大 まか に 条 件 をた て,そ の 中 か ら各種 の条 件 を相互 に比 較 しつつ 検 討 す る

とい った方 法 が と られ る。 大量 の デ ー タの 中 か ら少量 の デ ー タを効 率 良 く検

索 す る とい う機能 は,特 殊 な業務 に お い て のみ 有 効 な もの で あ る。 計 画 過 程

で は,年 令(か な り大 ざ っぱ な)別,職 能 別 の人 員構 成 とい う形 で デ ー タ を

記 録 す る。 そ して,将 来 の雇 用 計 画 との 関係 で,人 員 構 成 や 賃金 コス トが ど

の よ うに変 動 す るか とい った 分析 の た め に利 用 す る。 い わ ゆ る従 業 員 名 簿 等

は フ ァイル(ノ ー ト)に 記 して お くだ け で十 分 なの で あ る。

デ ー タを 管理 す る とい う機 能 が 必要 で あ る こ とは た しか で ある が,そ の意

味 は,単 純 な 操 作 で大 量 の デ ータ を組 に して利 用で きる よ うにす る こ とで あ

る。 この た め,情 報 検 索型 の デ ー タ管理 方 式 は 非 常 に問 題 が ある。
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3.2MDS設 計 の 過 程

経 営 意 思 決定 に役 立 つ ような情 報 シス テ ムの 設計 ・開 発 は既 に 相 当 の試 み が

なされ てい るの で あ る。 現 在 で もい くつ かの 方法 が 提 案 され,実 際 に プ ログ ラ

ム と して作 成 され てい る。 こ こ では ,そ のい くつ か の方法 を列 挙 し問 題 点 を指

摘 す る こ とに よ り,我 々 の考 え をさ らに 明確 に しよ う と思 う。 これ か ら取 り上

げ るの は,い わゆ る経 営 情 報 シ ス テ ム(menagementinformationsystem

=MlS)の 名 を冠 した情 報 シス テ ムに関 す る理 論 ,考 え 方 で あ る。 た だ しMIS

とい う概 念 は,経 営 意 思 決 定 の た め の情 報 シ ステ ム とい う意 味 の 他 に,そ の経

営 組 織 に お け る情 報 処理 を体 系 的 に整 え る とい う意 味 が込 め られ てい る こ と も

ある。 しか し議 論 の 中心 は 「計 画(意 思 決 定)と 情報 処 理 システ ム」 で あ る こ

とは 間違 い な い の で,こ こ.でもそ の点 に限 定 して述 べ る こ とに す る。

この よ うなア プ ローチ の 中 には す で に議 論 の余 地 な く否定 され て い る もの も

ある。 そ の例 は,経 営 科 学 手 法 に よって定 式化 した全 面 的 な意 思 決 定 の 自動 化,

とい うア プ ロー チ と,一 般 的 な事務 処 理 の拡 張,と い うア プ ロー チが ある。 こ

れ らは共 に そ の欠 陥 が 明 らか で あ るの で こ こで は 考察 の対 象 と しない。

も

3.2.1人 間 一 機 械 系 に即 した 入 出 力 様 式 の 設 定

現 在 の こ の 分 野 に お け る 基 本 的 立 場 と し て,経 営 計 画 過 程 に お け る 人 間 の

意 思 決 定,分 析 を サ ポ ー トす る コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム と い う考 え 方 が 確 立

して い る。 人 間 の 創 造 的 分 析 能 力 と コ ン ピ ュ ー タ に よ る情 報 処 理 の 結 合 で あ

る 。 我 々 の 考 え も全 く同 じ で あ る。 そ れ 故,こ の よ う な シ ス テ ム を経 営 意 思

決 定 サ ポ ー ト ・シ ス テ ム(managementdecisionsupportsystem=MDS)

と 呼 ぶ わ け で あ る。 しか し,こ の 基 本 的 な 考 え を 具 体 的 に シ ス テ ム と して 設

計 で き る よ うに す る た め に は さ ま ざ ま な検 討 事 項 が あ る わ け で あ る。

こ の 中 で1つ の 検 討 事 項 は,シ テ ス ム と し て どの よ う な 入 出 力 様 式 を 採 用

す る か とい う こ と で あ る。 こ の 点 で 最 近 入 出 力 様 式 と し て デ ィス プ レ イ装 置

を 利 用 した 会 話 型 に す る こ と を主 張 す る 傾 向 が 強 く あ る こ とは 興 味 深 い 。 こ

の 主 張 は,ミ ハ イ ル ・S.ス コ ッ ト,モ ー トン の よ う な経 営 計 画 のkめ の シ ミ
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ユ レ一 夕 と して サ ポー ト ・シス テ ムを考 え る人 とデ ー タ ・ベ ー ス管 理 シス テ

ムの 設計 者,理 論 研 究 者 の 両者 に 見 られ る。MlSを 人 間 とコ ン ピュ ー タ と

の頻 繁 な イ ンタ ラ ク シ ョ ンを 前提 に した 人 間一 機械 系 と して設 定 す る とい う

よ うに い うわ けで あ る。 ただ し,そ の意 味 す る と ころは この両 者 で は微 妙 に

異 な るの で あ る。 前者 では シ ミュ レー タ と しての機 能 を,後 者 は情 報 検 索 を

中心 に して い る。 しか し,と もに 人 間 一 機 械 系とい う点 で一 致 してい る。 計

画 業 務 に お け る情 報 処 理 を担 当 す る ソフ トウェア と して の シス テ ムを考 え た

場 合,そ の問 題 点 は 入 出力 様 式 の改 善 に あ るのか,あ るいは こ の点 を改 善 す

れ ば 有効 な システ ムに基 本 的 に な るの か,と い うこ とを検 討 してみ よ う。

ψそ もそ もデ ィス プ レイ装 置 を介 した 入 出力 の採 用 とい うこ と と
,人 間 と コ

ン ピュ ー タ との 相互 作 用 的 な 情報 処理 とい うこと とは 全 く別 の こ とで あ る。

カー ド(カ ー ド ・リー ダ)お よび プ リノ ト(プ リン ター)を 入 出力 媒 体 と し

て使 用 して も人 間 一機 械 系 で あ り得 る。 コ ン ピュー タは人 間 の意 思 決 定 に際

して 有効 な情 報 を適 時 に 提 供 す る,つ ま り,意 思 決 定 をサ ポ ー ト.する こ とを

目的 とす るシ ステ ムを作 成 す る とい う こ とを意 図 した場 合 に,何 が 問 題 な の

か とい うこ とを よ く検 討 してみ る必 要 が あ る。 まず,入 出 力媒 体(し たが っ

て 入 出 力 様式)が 基 本 的 な問 題点 で あ るの か とい うこ とを考 え てみ よ う。 入

出 力 媒体 と してデ ィス プ レイ装 置 を利 用 す る ことの効 果 は どの よ うな こ とで

あ るか。 考 え られ るの は 次 の3点 で あ る。

(1)シ ス テ ムの使 用 者 が 処 理 を依 頼 して か らそ の 出力が 手 元 に届 くま での

時 間間 隔 を減 少 させ る。

(2)使 用 者 が行 う人 力 作 業 が容 易 に な る。

〔3)文 字 列(数 字 を 含 め て)以 外 に 図 形 に よる 出力表 現 が で き る。

この 中 で特 に(1)の 点,す な わ ち,い わゆ る ター ン ・ア ラ ウン ド ・タイ ムの

減少 が重 要 であ る こ とは い うま で もない。 通 常 ター ン ・ア ラウ ン ド ・タ イ ム

は カー ド ・ベ ース で 入力 を行 うとす る と数 時間 で あ る。 そ の経 営 組 織 にお け

る事 務 的 処 理 や手 続 き,ま た は場 所 等 コ ン ピュー タそ の もの とは 関 係 の ない

事 情 に よっ てい ろい ろ 制約 が ある。 適 当 な改 善 をす れば1時 間 程 度 に な るは
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ず の もの で あ る。 この違 いが,つ ま り,時 間 と秒 の違 い が実 際 に計 画 過 程 に

おけ る意 思 決 定 に対 す るサ ポ ー ト機 能 の効 果 と して,ど の よ うに ある い は ど

の程 度本 質 的 な影 響 を与 えるの か とい うこ とが 問題 で あ る。 もち ろん,実 際

に あ る程 度 の 長期 間,「 利 用 」して み な くて は詳 細 には わ か らない。 しか し,

次 の よ うに 予測 して おい て も,基 本 的に 間違 い ない と思 わ れ る。

計 画 過 程 で,使 用 者 の求 め に応 じて提 供 され る情報(デ ー タ)の 量 は,か

な り大 量 の 情 報 が組 に して出 力さ れ るは ず で あ る し,そ の よ うな大 量 の情 報

を総 合 的 に検 討 す る こ とに よりは じめて意 思 決 定 の役 に立 つは ず で あ るか ら,

現状 の端 末 装 置(グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レイ や キ ャ ラク ター ・デ ィス プ レ

イ)で は十 分 な もの で は な い。 ま た情 報 の分 析 に相 当 の時 間 が必 要 で あ るか

ら,1分1秒 を争 う とい う意 味 で の ター ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イムは問 題 に な

らない。 提 供 さ れ る デ ー タが少量 の場 合,例 えば 単一 チ ー タの場 合等,は そ

れ を生 成 す るた め に必 要 な 情報処 理 が単 純 で,入 力 デ ー タ もあま り多 くは な

い こ とが 多 い。 そ の た め,実 際 に は 結果 を見 てか らま た 入力 をす る とい った

会 話 的 処理 方 法 に よ らず とも,バ ッチ 的処 理 で十 分 な こ とが 多い。

会 話的 入出 力 を採 用 す る理 由 と して,使 用 者 の行 う入 力作 業 を容 易 に す る

とい う こ とが 考 え られ る。 実 際 に は,使 用者 が ター ン ・ア ラ ウン ド ・タイ ム

を意 識 す るのは,正 常 に意 図す る処 理 が 行われなか った場合・ つ ま り使用 者 が

入力 情報 の指 定 を間 違 えた場 合 で あ る こ とが 多 い。

以 上 説 明 した こ との要点 は 次の とお りで あ る。 デ ィス プ レイ装 置 を利 用 し

た会 話 型 入 出力 の採 用 は,そ れ な りの効 果 が あ る。 も っ と もそ の た めに は シ

ス テ ム作 成 に際 し相 当 の工夫 が必 要 で あ るが,そ の 効果 は慎 重 に 検討 して み

る と,限 定 され た もの な の で ある。 我 々 の関 心 は 計画 過程 に おけ る情 報 処理

を適 用 対 象 とす る コ ン ピ ュー タ ・ソフ トウエ ア を開 発 す る場 合 に は,ど の よ

うな 設 計 上 の工 夫が必 要 で あ るか,と い うこ とで あ る。 そ の 工夫 とは それ が

実現 した場 合 に は 十 分 有効 な ソフ トウエ ア と して ワー クす る もの で な くて は

な らない。 この意 味 で,「 会話 型入 出 力 」はそ の工 夫 の一 つ,し か しマ イナ

ー な問 題 で あ る とい っ て よい。
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3.2.2サ ポ ー ト・システ ムに お け る情報 処 理 内 容

サポー ト・シス テ ムに対 す る ニーズ は計 画 過程 に おい て 必要 な情 報 を提 供 す

るこ とで あ る。 したが って ニー ズは 計画 にお け る問題領 域 に 対応 して発生 す

る。 例 えば,需 要 予 測,生 産計 画,在 庫 計 画,設 備投資 計 画,要 因 計 画,研

究 ・開 発計 画,財 務計 画等 で あ る。 サポ ー ト ・シス テ ムは ニー ズ とは独 立 に

機 能 を設定 す るoそ して,そ の接点 に特 別 の工 夫 をす る。 独 立 に機 能 を設 定

す る場合 の基 準 は情報 処 理 の形 式 的 な相 同性 で あ る。

この よ うに 設 計 方針 を定 め る と,計 画 過程 に 固有 の情 報 処 理 の性 質 に 適 合

す る。 ま ず,多 様 な処理 内容 に対 処 で き るか。 この点 は説 明 の必 要 が な い。

これ 以上 の 多様 性 を保 証 す る ため の 方法 は な い。 次に,使 用 者 が 処理 内 容 を

厳 密 に知 らな くては な らない とい う点,つ ま り計 画過 程 で取 り扱 われ る情 報

は い わゆ る客 観 デ ー タは少 な く,む しろ何 らか の 予測 値,推 定値 等 が 多い か

ら,意 思 決 定 者,分 析 者 はそ の情 報 の意 味,条 件 を厳 密 に 知 っ てい ては じめ

て 有効 な利 用 が で き る とい うこ とで,し た が っ て使用 者(意 思決 定 者,分 析

者)は プ ロ グラ ムの詳 細 に立 ち 入 る こ とな しに,処 理 内 容 を認 識 で きな くて

は な らな い,と い う要 請 につ い て考 えてみ よ う。 この点 も明 らか に問題 ない

とい え る。 この シス テ ムは処理 内容 を一 意 に示 す た めの 情 報 は最 小 限 度 の も

の であ る。 そ れ 以上 の ことは全 て使 用 者が 指 定 す るの で あ る。

亀

3.2.3モ デル の概 念 とデ ー タ処 理

この サ ポ ー ト ・システ ムの意 図 す る とこ ろは,実 質 的 に全 処 理 内容 を 使 用

者が 指 定 し,な おか つ使 用者 の指 定 すべ き情報 が 単純 で,そ の操 作 が 容易 で

あ る,と い うこ とで あ る。MODELと い う概 念,お よびMODELを 管 理

す る とい う機 能 を導 入 す る こ とに よ り,最 終 的に は通 常 の ア プ リケー シ ョン ・

プ ログ ラ ム と同様 の操 作 で よい。 しか し,MODELの 定 義,さ らにMODEL

を介 在 させ な い で処理 を指 示 す る場 合 の操 作が 容 易な ものか ど うか に疑 問 が

残 る。 会 話 的 入 出力 を採 用 す る こ とに より,こ の点 が カバ ー され る で あ ろ う。

しか し,本 質 は そ うで は な く,個 別 問題 に対 応 させ な くて も,情 報 処 理 上 の
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一 般 的 処理 ツー ルを設 定 した場 合 に ,そ の上 に乗 せ るべ き個 別 問 題 に 固 有 の

処理 内容 を示 す べ き情 報 は 非 常 に 少 ない とい う認 識 に あ る。 そ こで,そ の こ

とを具 体 的 に保 証 す るた めの 技術 上 の問 題 を検討 してみ な くては な らない。

そ の1つ は,デ ー タの管 理,と くに そ の表 現 形 式に つい て で あ る。 結 局,問

題 領 域 に よっ て デ ー タの表 現 形 式 が異 な るの で あれ ば,こ の方 法 に は 限 界 が

あ る ことに な るが そ うでは な く,共 通 に使 用 で きる表 現 形 式 が あ る とい うよ

うに考 え る。 そ の表 現 形 式 は 既 存 の デー タ管 理 システ ムに おい て採 用 さ れ て

い る もの とは異 な る。2つ め は デ ー タ処理 に つ い てで あ る。 第1に デ ー タ処

理 そ の もの とそ れ以 外 の(主 と してデ ー タ管理)処 理 に分 離 す る こ とに問 題

は ない。 第2に い わ ゆ る分析 手 法 を各 々独立 な処理 ツー ル にす る こ とに も問

題 は ない。 第3に 演 算 ・関 数 を通 常 の演 算 式 に よって 記述 で きる よ うに し,

そ れ のた め の解析 ・実 行 を1つ の 処理 ソー ル とす る こ と,こ れ も問 題 は ない。

た だ し,以 上 の処理 ツー ルだ けで は,「 演 算 式 」が 多 くな る わ け で,さ らに

大 量 デ ー タを処 理 す る処理 ソール を設定 しな くて は な らな い。 この よ うな処

理 ツー ルの 作 り方 に つ い て も若干 の考 察 を試 み た。

以 上,短 期間 の作業 で は あ るが,実 際 に プ ・グ ラム と して 作成 し,現 実 の

実 務 の中 で(厳 密 に は 「現 実 の実 務 を想定 した実 験 」 で あ るが)使 用 して み

た結 果,明 らか に な って きた こ とで あ る。 この 他 に,二 次 的条 件 と して シ ス

テ ムの作 成,メ イ ンテ ナ ンス上 の問 題 が あ る。 ① 使 用 者 と作 成 者 が 分 離 で

き る こ と,② 大 規模 な わ9に は シ ステ ム構 造 が 単純 で あ る こ と,こ の2つ

の点 につ い ては,論 理 的 に も実 際 に シ ステ ムを作 成 した経 験 か らも間 違 い の

ない こ とで あ る。

次 に,そ の基 本 とな る分析,処 理 ツ ール,設 計 方法 を デ ー タ管 理,デ ー タ

処理,シ ス テ ム管 理,MODELの 管理 等 の シス テ ムの 内 容 に つ い て述 べ て

み る。 なお,デ ー タ管理 には,入 力,記 録,報 告 書 の作 成 の 諸機 能 を含 め る。

3.2.4シ ス テ ム 設 計 に お け る ニ ー ズ の 分 析

あ る分 析 対 象 に 対 して,シ ス テ ム概 念 を設 定 し,シ ス テ ム理 論 を 適 用 す る
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こ とに よっ てそ の 分析 が 容 易 に な る こ とが ある。 この場合 シス テ ム とは い っ

て も,定 義,構 造,分 析 視点 は一 様 で は た く,対 象 の複雑 さや そ の レベ ル に

よって 「 さま ざま な システ ム 」を設 定 しな くて は な らない。 この 中 で特 に 次

の よ うな シス テ ムを考 え る こ とが で き る。 す な わ ち,そ の システ ムに は 明確

に 目的 が あ り,そ の 目的が シス テ ム内 部 か ら導 ぴ き出 され るの では な く,外

か ら,つ ま り,シ ス テ ムを必 要 な ら しめ てい る理 由が システ ムの 外 に ある と

い う もの で あ る。 つ ま り,あ る ニー ズが あ り,そ れ を満 足 させ る 目的 を もっ

て作 られ た シス テ ム を考 え る。 この よ うな意味 に お ける シス テ ムは,例 え ば

「道具 」 とか,「機械 」 とい わ れ てい る ものに他 な らない。 この場 合,目 的 と

は ニー ズで あ る とい って よいoこ の よ うな シス テ ムは ニ ーズ が単 純 で,そ れ

を実 現 す るた めの シス テ ム側 の構 造 も単 純 な場 合,ニ ー ズが単純 で あ っ て も

シス テ ム側 の構 造 を複 雑 に してお か な くては な らない場 合,そ れ か らニー ズ

が 複雑 な場 合 とが あ る。 ニ ー ズが複 雑 で あ る場 合 には文 字 ど う りた くさん あ

って相互 に 関係 の あ る場 合,詳 細 に理 解 す るの が 困難 な場 合,よ く変 わ らな

い場 合等 い ろい ろ考 え られ る。 どち らに して も,シ ステ ム を設 計 す る場 合 に,

ニ ー ズ との単 純 な対 応 に よっ て構 造 を規 定 で き ない。 この ような ニ ー ズの複

雑 さ こそ,計 画 過 程 にお け る情 報処 理 シス テ ムの むず か しさで あ る。

`

3.2.5情 報 処理 手 順

計 画 過程vateけ る情報 処 理 の第1の 特 徴 は そ の処 理手 順 の物 理 的 意 味 に お

け る複雑 さ であ る。 処理 手 順 が複 雑 で あ る とい うことは,も ちろん,大 量 の

処理 を予定 してい るた め で あ るが,大 量 の処 理 で あ って も処理手 順 は 簡 単 で

あ る もの もある。 は っ きりわか る よ うに端 的 にい うと,例 え ば,通 常 の コ ン

パ イ ラ言 語 を用 い て そ の ま ま処理 手 順 を 記述 す れ ば,お そ ら くオ ペ レーテ ィ

ング ・シ ス テ ムに 相 当 す る ス テ ップ数 に な る とい う意味 で複 雑 だ とい うこ と

で あ る。 もちろん,こ の よ うな こ とは 計 画 過 程 に お ける情報 処 理 に 限 った も

の では な い。 そ の ため あ え て特 徴 と して述 べ なか った わけ で あ る。 しか し,

他 の 全 て の特 徴 は この事 実 を前提 に して考 え てお か な くて は な らな い。 この
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上 に,処 理 手 順 を定 式化 す るの が 内容 的 に む ず か しい とい うこ とが 加 わ る。

しか も個別 の具 体 的 な計 画 業 務 の詳 細 な知識 を 前提 に しな くては な らない。

しか もそ れ が ある程 度 の 期間 しか 有効 では ない し,そ の処 理手 順 が厳密 に使

用者 に知 り得 る もの で な くて は な らない。 問 題 は これ な の で ある。

この よ うな問題 認 識 が 第1に 重 要 な こ とで あ る。 そ して,こ れ に対 処 す る

方 法 は,機 能 とい う概 念 を ニー ズ とは 別 に考 え,機 能 を設 定 す る基 準 を ニ ー

ズそ の もの の 内容 とは全 く独 立 にす る こ とで あ るoシ ス テ ムを設計 す る場 合

に は ニ ー ズを詳 し く分析 し,そ れ に基づいてシステムの構 造,機 能 を考 え る こ

と,ま た そ うす る こ とを主 張 す る こ とが あ る。 そ の場 合 に は,次 の よ うな方

法 が採 用 され る。 す なわ ち,ニ ー ズの詳 細 な分析 を 前提 と し,ニ ー ズの 中 に

共 通 点 を求 め,ニ ー ズそ の ものの 中 に標 準 型 を 設定 す る。 この 方法 は,ニ ー

ズに 関 す る詳 細 な分析 を必要 とす る点 で,ま た 多 様 に変 化 す る場 合 には 限 ら

れ た 適 用 しか で きな い等 問題 が 多い。 結局,使 用 者 が 記述 す べ き部分 の 多少

と汎 用性 との妥 協点 を どこに 求 め るか とい うこ とに 帰 着 す る。 使 用上 不 便 な

もの に な る こ と もた しか で あ るo

シス テ ムに対 す る ニー ズ は,使 用者 の意 図 に よっ て決 ま る もの で あ る。 使

用 者 の考 えか ら離れ て別 の視 点 で ニー ズ を解 析 す る全 く別 の 姿 が浮 ん で くる。

ニー ズ とは別 に機 能 を設 定 した場 合,機 能 か ら導 き出す ア ウ トプ ッ トは ニ

ーズ を 満足 させ る もの では な い。 この た め ,主 と して使 用 者 の側 で適 当 な作

業 を付 加 し左 くて は な らない。 この作 業 は 内容 的 に は きわ め て本質 的 で あ る。

しか し作業 量 と しては小 さい。 個 々の ニ ー ズに つい て,そ れぞ れ 全 て の機 能

が 使 わ れ る こ とに な り,こ の点 で もっ と も効 率 的 な 方法 であ る と もい え る。

次に モ デ ル(MODEL)と い う概 念 に言 及 してk・ く。 この意 味 は通 常 の

意 味 と異 な る ので特 にMODELと 記 す。 例 えば パ ッケ ー ジ ・プ ログ ラム

(統 計 分析 の プ ログ ラ ム等)等 で,そ の 入 力 デ ー タを そ の都 度 カー ドか ,ら入

力 す る の では な く,記 憶 して お く とい う機 能 が あ る。 当然 この 機能 は必 要 で

あ るが,こ こでい うMODELは 多少 意 味 が違 う。 この意 味 は大 量 の処 理 手

順(し たが って複 数 個 の連 続 的 処理)を 使 用 者 の任 意 で区切 り,設 定 し,そ
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れ を基 に して全体 系 を定 式 化 す る こ とで あ る。 む しろ,コ ンパ イ ラ言 語 に よ

って 記述 した プ ログ ラ ムを カ タ ログ化 して お く機 能 と同 じであ る と言 った 方

が よい。 た だ し,こ の よ うに 完全 に機 能 別 に 設 定 され た処 理 ツー ル を前 提 と

す る とそ の意 味 す る と ころは変 って くる。 全 く普 通 の,コ ン ピュ ー タに 固 有

の知識 を もた ない 分析 者,計 画立 案 担 当 者 の任 意 で,容 易 な操 作 で部 分 部 分

の 処理 手 順 を設定 す る こ とが で きる。

以 上 の よ うな根 本 的 な問 題認 識 と,そ れ に対 処 して考 え られ た設 計 の方 法

こそ,本 研 究 の もっ と も基 本 的 な こと であ る。
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3.3デ ー タ 管 理

本 節 は,デ ー タ管理 を機 能 と して もつ サ ブ シス テ ムの 設計 に つ い て で あ る。

この 節 での議 論 は デ ー タ ・ベ ース管 理 シス テ ムの研 究 ・開発 の 中 で確立 され て

きた 理 論 が 前提 とな ってい る。 た だ し,そ れ は否 定 的 な意味 で参 考 に して い る

とい うこ とで ある。 デ ー タ ・ベ ース 管理 シス テ ムに つい て検討 してみ る と,そ

の 目的,適 用対 象,デ ー タ構 造,記 憶 構 造 等 全 ての 点 で,計 画 過 程 に お け るサ

ポー ト ・シス テ ムに は適合 しな い と考 え る。 そ の基 本 は,前 述 の と う り,基 本

とな るべ き考 え方,す なわ ち,計 画 過 程 に お け る サ ポ ー ト ・シ ス テ ムの特 徴 に

つ い て の無 理 解 に よる もので あ る と思 われ る。 こ こでは,特 に デ ー タ管理 の た

め の シス テ ム開発 に と って直 接 に 関係 の あ る こ とに限 定 して問 題 点 を指摘 した

い。 そ して,経 営 計 画情 報 シス テ ム のサ ブ シス テ ムで あ る,つ ま り,経 営 計 画

過程 に お け る サ ポー ト ・シス テ ムに は どの よ うな デ ー タ管 理 の方 法 が適 当 で あ

るか を 明 らかに す る。

■

3.3.1設 計上 考 察 して お くべ き 問 題 点

サ ポ ー ト ・システ ムに おい て,デ ー タ管理 を機 能 と して もつ 理 由,換 言 す

れ ば この サ ブ システ ムの 目的 は 次 の とお りで あ る。

(1)使 用 者 が 分析 の過程 で必 要 とす る であ ろ うデ ー タを 適 時 に 利 用で き る よ

うに記 録 して お く。 この場 合 利 用す るとは,直 接 に参 照 す る場 合,そ の デ

ー タを使 って新 しい デー タを作 り出 す場 合 とが あ り得 る。

(2)そ の時,大 量 の デ ー タを容 易 に操 作 で きる よ うに す る。 つ ま り,大 量 の

デ ー タを 少 ない情 報 に よって 一 意 に 指 定で き る よ うに,組 織 的 に 記録 して

お く。

(3)多 様 な形 式 の報 告 書を 簡単 な操作 で作 成 で き る よ うに す る。

以 上 の こ とは計 画 過 程 で の デ ー タの利 用 の仕 様 に関 す る特 徴 を もっ て い る。

直 接 に デ ー タを参 照す る場 合 に,単 一 デ ー タま た は少 な い量 の デ ー タを参 照

す る こ とは実 は比較 的 少 ない の であ る。 大 量 のデ ータ を組 に して分 析 す るこ

とに より は じめ て分析 者 の役 に立 つ とい う場 合 が 多い。 デ ー タ処 理(情 報 の
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生 成)の た めに利 用 す る場 合 も同 じで あ って,大 量 の デ ー タを組 に して処 理

をす る こ とが 多 い の で あ る。 した が っ て,主 た る 目的は,大 量 の デ ー タの 中

か ら使 用 者 の意 図 す る少 量の デー タを効率 良 く検 索 す る ことでは な く,組 と

して の デ ー タを少 ない命 令 に よって指 定 で きる よ うにす る こ と,シ ステ ムの

側 か らみ れ ば,そ の少 ない命令 と大 量 の デ ー タ の組 が対 応 してい る よ う構 成

す る こ とで あ る。 この こ とは計 画過 程 にお け る意 思 決定,分 析 の 仕様 を考 え

てみれ ば 自明 の こ と と思 わ れ るが,そ の ようには 認識 してい な い と見 られ る

論文,文 献 に数 多 く出会 うの で念 の ため 説明 して お く。 計画 過 程 で 利 用す る

デ ー タ,そ れ も コン ピ ュ ー タを利 用 す る こ とに よって効 果 が あ る と思 われ る

分析 の対 象 とな るデ ー タは,主 と して,経 済統 計 デ ー タ,経 営 統 計 デ ー タで

計 算 の対 象 とな り,そ の 処理 結果 と しての デ ー タであ る。 したが っ て,デ ー

タの型(type)は 数 値 型 で ある。 こ の他 に,何 か の名 称,年,月,日 等 数 値

型 では ない デ ー タが あ るが,こ れ らは統 計 デ ー タ の指標 として用 い られ てい

る のが ほ とん どで あ る。

分析 者 が デ ー タを収 集,整 理 し,記 録 す るま での プ ロセス に は各 人 に よ っ

て千 差 万 別 では あ るが,ほ とん どの場 合 に適 す る あ る型 が あ る。 まず,分 析

者 の立 場 か らみ て,分 析 上 の単 位 とな る概 念,項 目を認 識 す る。 例 えば,国

民 消費 支 出,売 上 高,利 益 等 々 で あ る。 次 に この分析 上 の単位 とな る概念,

項 目につ い て,分 析 上 の必 要 か ら生 じる明示 的 な指標 に 基 づいて分割す る。指

標 もまた デー タで あ り,年 度,月 次等 時 間(期 間)に 関 す る もの,地 域 や支

店 等 の名 称,製 品 の 品質 の名称,Na,等 が ある。 分析 上 の取 り扱 い の単 位 と

な る項 目は一 般 に は複 数 個 の指 標 に基 づいて分割 される。例 えば,「 あ る製 品

の年 度 別,支 店 別,品 種 別 売上 高 」 とい った言 い 方 をす る わ け であ る。 指 標

と なるデ ー タは,分 析 上 の項 目をい くつ か共通 に もって い る,つ ま り複数 個

の項 目が あ る指標 を共 通 にす る場 合 が 多 い。 共 通 の指標 に よって分 割 さ れ た

デ ー タを収 集,表 示 す る のは この 種 の 分析 の際 の基 本的 態度 で ある。

い ま ま での こ とを整 理 して み る と,デ ー タの表 現形 式 に 関す る基 本 的 な問

題 点 が明 らか に な る。 まず,入 力,処 理,出 力 の 全過程 で,軸 に な る概 念 は
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適 用実 体 では な く,属 性(あ るいはCODASYLで い うITEM)で ある。通 常デ

ー タを 取 り扱 うと きは
,そ れ に名 称 をつ け てそ の名 称 を指 定 す る。 つ ま り変

数 で あ る。 変 数 は い ろ い ろ な値 が 設 定 され る もの と考 え て よい が,そ の場 合,

そ の値 は と もか く,各 値 を設 定 す るこ との意 味 は わ か っ てい な くて は な らな

い。 これ が指 標 の役 割 で あ る。 属性 は 明 らか に分離 で きる2つ の グ ル ー プの

どち らか に属 す る。 直接 に分 析 の対 象 にな る もの と指 標,数 値 型 と文 字 列(ホ

レ リス ・タイ プ),明 らか に適 用 実 体 そ の もの を表 現 してい る もの と,そ う

で は な い もの。 この よ うに,計 画 過 程 で分析 のた め に 用い る デ ー タは,分 析

の対 象 に な るデ ー タ と指標 と して の役 割 を もつ デ ー タに分 離 で きる。 使 用者

(分 析 者)の 意 識 に お い て す でに そ うな ので あ る。 さ らに,デ ー タの取 り扱

い の単 位 は変数 す なわ ちlTEMで あ り,各lTEMに 属 す るデ ー タの関 係

は木 構 造 そ の他 の 階層 構 造 で は な く,線 型 順 序 で ある。 た だ し,こ れ は多 次

元 の線 型 順 序 で あ る。 この順 序 関係 は厳 密 に規 定 され る。 そ れ は 指標 との対

応 に おい て なされ るわ け で あ る。 大 量 デ ー タを組 に して使 用 す るの は,注 目

す る基 準 が 適 用実 体 では な くlTEMで あ るか らで あ る。

b

3.3.2デ ー タ構 造

計 画 過 程 に お け る情 報 処 理 を適 用 対 象 とす る コ ン ピ ュ ー タ ・ソ フ トウ ェ ア

と して の サ ポ ー ト ・シ ス テ ム に 限 っ て い え ば,次 の よ うに して デ ー タ構 造 を

定 め る の が 望 ま し い。

(1)デ ー タ を 指 標 とな る デ ー タ と 直 接 に 分 析 の 対 象 に な る デ ー タに 分 離 す る 。

(2)指 標 と な る デ ー タ は 「関 係 形 式 」 に ょ っ て 表 現 す る 。 「関 係 形 式 」 に ょ

る 「1枚 の 表 」 を 取 り 扱 い の 単 位 と す る。 これ をRECORDと 呼 ぶ こ と に

す る。 指 標 とい う意 味 でTYPE-1と す る。

(3)直 接 に 分 析 の 対 象 に な る デ ー タ は 分 析 上 の 概 念 に よ っ て1つ の 組 と し,

そ れ を 多 次 元 配 列(multipleanay)に よ っ て 表 現 す る。 こ の 「1つ の

配 列 」 をRECORD(TYPE－ 皿)と 呼 ぶ こ とに す る。 た だ し,各 次 元 に 対

応 す る 指 標 と して のTYPE-IRECORDを 明 示 して 定 義 す る。
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(4)TYPE－ 皿RECORDを い くつ か集 め ■,そ れ を要 素 とす る集 合(族)

を定 義 し,そ れ をRECORD.S-FAMlLYと 呼 ぶ こ とに す る。

指標 と な るデ ー タは,適 用 実 体 そ の もの を表 現 した項 目,例 えば 名 称等

で あ る。 この デ ー タは一 般 には 複数 個 の項 目を必要 とす る。 名 称 の 他 にNo

が必 要 で あ る こ と もあ る。 よっ て 「関 係形 式」 が適 合 す る。 た だ し,デ ー

タの順 序 関係 は任意 では な い。

ある指 標RECORDの 表 現 してい る適用 実 体⑳ 数 をNと す る と,そ れ を

指標 と してい るRECORDの そ れ を指標 と して い る3次 元 の サ イ ズ もNで

ある。TYPE－ 皿RECORDの チ ー タ ・サ イズ は指標RECORDに よって

規 定 され る。TYPE－ 皿RECORDに つ い てRECORD.S-FAMILYを 考え

るのは 次 の理 由に よる。 大 量 の デー タを何 らか の形 で グ ル ー ピン グ しな く

て は な らないの だ が,そ の単 位 をRECORDと した。 これ は分析 上 の項 目

に対 応 してい る。 デ ー タ ・サ イ ズは い ろい ろで あ ろうが,だ い た い100

か ら3000程 度 で あ る。 そ れ を要 素 と して も う1つ 大 きい グル ー プを考

え る。FAMILYを 定 義 す る基 準 は,主 と して そ のFAMILYに 属 す る

RECORDを 利 用 す る人 間 ま たは部 門,あ るい は問題 領 域等 を予定 して い

るが,こ れ は全 て使 用 者 の任 意 で あ る。 同 －RECORDが 複 数 個 の

FAMlLYに 属 す る こ とは 当然 あ り得 る。

関係 形 式(relationalmodeDを 全面 的 に は採用 で きな い理 由は3つ

あ る。 第1に,同 一 適 用 実 体 の集 合 の上 で定義 され る属 性 を 全 て 「1枚 の

表 」 と して ま とめ る と,lTEMの 個 数 が あ まり に も多 くな る。 逆 に,い く

つ かの表 に 分離 す る とあ るlTEMに つい て は 「何枚 かの 表 」 にそ れ ぞ れ な

くては な ら ない こ とに な る。 第2に,各1'TEMに つ い て,適 用 実 体 そ の も

の につ い て表 現 してい る と使 用 者 を含 め誰 で もが思 うもの とそ うでは な い も

の とに 明 らか に 分離 で きる。 第3に,適 用 実 体 の集 合 を複 数 個 考 え,そ の 直

積 上 で定 義 で きる属 性 が 多数 に及 ぶ とい うこ とで ある。

簡 単 な例 で説 明 す る と,例 え ば支 店 別 の 売上 高 と利 益 を表 示 して い る デ ー

タが ある と し,そ の支 店 の名 称 とそ れ ぞ れ の 売上 高,利 益 が タテ に並 ん でい
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た とす る。 この場 合,支 店 の名 称 と,売 上 高,利 益 は明 確 に異 な る。 さ らに

この よ うな表 を考 え る と各 種統 計 表 を見 れば,同 一指 標 の もとに表 現 され て

い る項 目が100を 越 え る こ とが しば しば あ る。

3.3.3諸 機 能

記憶 媒 体 上 の デ ー タは各 種 のデ ー タ処理 の対 象 に な る もの と考 え てい る。

しか も単 に 出力 す る こ と も当 然 あ り得 る。 前述 の とお りの管 理 方 法 を 前提 に

して 各種 の処 理 が どの ように行 わ れ る のか,デ ー タの 取 り扱 い の仕 様 を説 明

す る。

(1)デ ー タの機 密保 護(datasecurity)と デ ー タの保 全(datadignity)

に つ い てo

サ ポ ー ト ・シス テ ムで取 り扱 うデ ー タは 不 特 定 多数 の人 に よって参 照,

更 新 され る もの と想 定 しな くては な らない。 デ ー タが,参 照 しては い け な

い 人 に よ って参 照 され ない よ うにす る こ と,お よび他 人 に よって そ の値 が

更 新 され た り,削 除 され た り しない よ うにす る こ と,こ の2つ の こ とが 必

要 で あ る。 通 常,同 様 の事 柄 に つ いて は 次 の ような工 夫 をす る。 各使 用 者

また は そ の グ ル ー プに対 して あ る文 字 列 を与 え る。 これ はPASSWORD,

PASSKEYあ るい は 単 にKEYと い う。 あ るデ ー タの表 現形 式 を定義 す

る際 に は,あ るKEYを 合 せ て定義 をす る。 シス テ ムはそ の後 のデ ー タの

取 り扱 い に つ い て,そ のKEYを 基 に して一 定 の制 限 を設 け る。 以 上 の よ

うな方 法 を こ こで も採 用 す る。 使 用者 ま たは そ のグ ル ー プに対 して,KEY

を与 え る。 これ は シス テ ム管理 者 が行 う。 各 使 用 者 は,サ ポ ー ト ・シス テ

ムを利 用 す る場 合,各 処理(JOB)の 最 初 の時 点 で このKEYを 入力す

る。 この処理 は 全 て この使 用 者(KEY)が 行 うもの と シス テ ムは理 解 す

る。 デ ー タの取 り扱 い はRECORDを 単位 とす る。 処 理 の中 に「RECORD

を定 義 す る 」 もの が あれ ば,そ の とき のKEYを 合 せ て記録 す る。 定義 以

後 の操 作 を 次の よ うに 区別 す る。1つ はRECORDの 削除,修 正,値 の 更

新,も う1つ は値 の 参 照 で あ るo値 の参 照 とは,文 字 ど うり出 力 とデー タ
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処理 の 中 で イ ン プ ッ トと して 使 用 され る場 合,例 え ば演 算 式 の右辺 で あ る。

前 者 につ い ては,定 義 を した人 に しか操 作 で きな い もの とす る。 後 者 は多

少 異 な る。KEYに 階 層 を定 義 して お き(シ ス テ ム管理 に属 す る機能 で あ

る),そ の階 層 の 下部 に属 す るKEYに よっ て定 義 され たRECORDは 参

照 で きる もの とす る。

(2)デ ー タ処理 に利 用 す る場 合に つ い て

前述 の とお りの デ ー タ構造 を採 用 す る こ とに よって,デ ー タ処 理 の 際 の

操 作 が容 易 に な る。基 本 的 に はRECORD(通 常 はTYPE－ 皿RECORD)

を中心 にす る。RECORD名 称 を指定 す るだ け で,必 要 なデ ー タの組 と

対 応 す る。 こ う して コア と記憶 媒 体 との間 の デ ー タの転 送 の た めに使 用者

は何 らの操 作 も必 要 が な い し,そ の知識 もい らな い。 この前 提 と して,あ ら

ゆ るデ ー タ処 理 は デ ー タの表現 形 式 を配列 と して取 り扱 うとい う事実 が あ

る。RECORD内 の デ ー タを個 別 に 利 用す る と きに は,全 くFOR,TRAN,

PL/Aと 同 様 の表 現 方法 を採 用 す る。 これ は コン ピュ ー タに固 有 の考 え

方 で は な い。 添字 付 き変 数 に過 ぎな い。

(3)報 告書 の作 成 あ るい は情 報 検 索 に つい て

デ ー タを検 索 す る こ とを考 え る と,一 定 の方 法 が あ る し,理 論 的 に も厳

密 に 規 定 で きる。 た だ し,無 意 味 な ことが 多 い。 報 告 書 の作 成,デ ー タの

検 索 は と もに,RECORDを 単位 と して行 う よ うに すれ ば,そ れ でほ と

ん ど十 分 であ る。 使 用 者 は,そ の名 称 だけ を指 定 すれ ば よい わ け で あ る。

TYPE－ 皿RECORDは 指 標 とな って い るデ ー タを合 せ て出力 す る

よ うに した方 が よい しそれ は 可能 で ある。 こ うす る と統 計 表 が 出来 るわ け

で,そ れ以 上 の こ とは さ した る問題 は ない。 あ るRECORDの 中 の特 に

個別 な ある部 分 だ け を 出力 す る とい うよ うな こ とは ほ とん どあ るは ずが な

し(o

あ るい はRECORD.S-FAMILYを 指 示 し,そ れ に含 まれ る全RE-

CORDの デ ー タを 出力 す るこ と も考 え られ る。 これ もシ ステ ム側 と して

は問題 の ない処 理 で あ る。RECORD名 称 そ の もの は使 用 者 が知 って い

一49一



な くては な らない が,定 義 され て い るRECORDの 名 称 そ の他 の情 報 を

一括 して出 力す る こ と もで き るわ け で,こ の 機 能 に よりRECORD名 称

を 確認 す れ ば よい。

この他 に,デ ー タ と して 記録 す る必 要 は ない が,参 照 す る こ とは あ る よ

うな単 純 な処理 を付 加 して,表 を作 成 す るこ と も考 え られ る。 例 え ば,行,

列 と もに合計 値 を合 せ もった表 を作 成 した り,対 前年 同 月比,増 加 率,平

均 等 を合 せ もった表 を作 り 出す こ と もで きる。 これ らの こ とは,あ る程 度

この種 の情 報 処理 の仕 様 を調 査 す れ ば,明 らかに な る ことで あ る。 この よ

うな機 能 をつ け加 え る こ とに より,デ ー タ処理 の た めの処 理 手 順 を取 り除

くこ とが で き るo

(4)RECORDの 定 義,修 正,削 除 に つ いて

こ こで い う処 理 は あ るデ ー タ(群)の 表 現形 式 に 関す る議論 で あ って,

デ ー タ値 を設 定 す る処理 で は ない。 定義,削 除 は 明 らか で あ るが,修 正 は

デ ー タ ・サ イ ズ の変 更 や 名 称 の変 更 で ある。 この場 合,デ ー タの追 加 は,

そ のRECORDの 中に 行 われるこ とになり,若 干 デ ー タの置 き替 え(書 き

替 え)が 必要 に な る。 しか し,こ れ は,月 次,'年 次等 の非 常 に長 い期 間 を

経 て行 われ る処理 であって,処 理 効 率 上 何 ら問 題 に な らない。

(5)デ ー タ値 の 更新 につ い て

デー タの値 は,い わば 外 か ら設定 され る場 合 と,各 種 の デ ー タ処 理 の 結

果 行 われ るものとが ある。 む しろ後 者 の方 が 多い の で あ るが,こ の場 合 は,

RECORDを 基 準 に して行 われ る。これ は通常 の意 味 での 変数,あ るい は

ベ ク トル,行 列 と理 解 す れ ば よい の で ある か ら,使 用 者 に とってそ の取 り

扱 い は容 易 で あ る。

カー ドか らデ ー タを入 力 す る場 合 は,そ の カー ド上 の イ メー ジ を任 意 な

もの とす る と,そ の分 だけ,そ の手 順 を複雑 な もの に しな くて は な らな い。

今年 度の調 査 ・研 究 の結 果,カ ー ド上 の イ メー ジを 全 く任 意 な もの とす る

とや や普 通 の使 用 者 に とっ ては煩 雑 さ を伴 う処 理 を要 求 す るこ とに な る こ

とが わ か った。 こ の た め,こ れ は これ ど して,別 に カー ド上 の イ メー ジに
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一 定 の規 定 を設 け ,そ のか わ り,シ ス テ ムへ の 処理手 順 を示 す作 業 を容 易

にす る処 理 ソー ル を考 え た。 この ように してお くと,問 題 は全 て な くなる

もの と思 う。

ず

4

、

●

3.3.4記 憶構 造

記憶 構 造 につ い て考 え る場 合,も っ と も基本 的 な問題 点 を指 摘 しておか な

くては な らな い。 記 憶 構造 は あ る デ ー タの組 相 互 の関係 で あ って,記 憶 最 小

単位 と しての デ ー タ の組 が あ る。 これ を通 常 レコ ー ド,グ ルー プ等 と呼 ぶ。

この最 小 単位 と して の デー タの組 の設定 基 準が まず 問題 とな る。 つ ま り,こ

れ は各 適 用実 体 に対 応 さ せ て定 め るの がほ とん ど(現 在 の デー タ ・ベ ー ス ・

管理 シス テ ムでは 全 て が そ うで あ る と思 われ る)で あ るが,計 画 業務 に おけ

る情 報 処理 では,こ れ は逆 にす べ き であ る。 つ ま り,前 述 の意 味 でのRECORD

を記憶 上 の最 小 単 位 とす る。 当 然 この 中 の配 列 は 順 編 成で ある。

この よ うな最小 単位 と して の デ ー タ群 相互 の 関係 に つ い て説 明 す る前 に,

必 要 な説 明事 項 が ある。 各RECORDの デ ー タ ・サ イ ズは使 用 者 の任意 で

あ り,追 加,削 除 等 デ ー タ ・サ イ ズの変 更 もあ り得 る。 この た め あ る程度 の

工 夫 を必 要 とす る。 そ れ は ペ ー ジ ン グ(paging)で ある。 つ ま り,記 憶 領

域 を一 定 の サ イズ に分 割 す る とい う もの で ある。 この方 法 は 前 年 度 報 告書 に

説明 して あ る。 問 題 は1ペ ー ジの デ ー タの サ イズの異 なる もの をい くつ か作

ってお か な くて は な らない こ とで あ る。 これ は 前 もっ て シス テ ム と して数 種

類 の 「NOTE」 を作 って お けば よい わ けで あ る。

RECORD相 互 間 の 関係 は全 く独立 であ るか ら基 本 的 に は 直 接 編成 が 適

合 す る。 しか し,「 計 算式 」に よってADDRESSと 対 応 さ せ な くと も,

管 理 テ ー ブルに 記録 して お けば よい。 そ のため 同 義語 の 問題 は生 じな い。

3.3.5フ.ロ グ ラ ム 作 成 上 の 問 題.

使 用 者 の 要 求 に 応 じ て 種 々 の操 作 を 行 うた め に,プ ロ グ ラ ム と して ど の よ

うに 作 っ て お け ば よ い か とい う こ と を 説 明 す る。 た だ し詳 細 な 説 明 を す る わ

一51一



け に は い か な い し,そ の 必 要 も な い で あ ろ うか ら基 本 的 な事 柄 に つ い て 説 明

して お くoこ の た め に は,必 要 な管 理 テ ー ブ ル を 示 す の が よい だ ろ う。

検 索 の 効 率 か らい っ て,RECORDはKEY別 に(そ れ を定 義 した)グ

ル ー ピ ン グ し て お くの が よい 。 そ うす る と次 の テ ー ブ ル が 必 要 で あ る こ と は

容 易 に わ か るo

①KEYTABLE(KEY名 称 とそ のKEYに 属 す るRECORD

MANAGEMENTTABLEのADDRESS)

②RECORDMANAGEMENTTABLE(RECORDの 名 称

とそ のRECORDのSCHEMATABI、EのADDRESS)

③SCHEMATABLE(TYPE-1の 場 合 は,ITEMの サ イ ズ,'名

称,各lTEMの デ ー タ ・タ イ プ,デ ー タ ・サ イ ズ,そ れ が 指 標 と な っ

て い るRECORD(TYPE－ 皿RECORD)の 名 称,TYPE-‖

の 場 合 は,次 元 の サ イ ズ,各 次 元 の 指 標RECORDの 名 称,デ ー タ ・

タ イ プ。TYEP-1,皿 と もに デ ー タの 記 憶 領 域 のADDRESS)

デ ー タはRECORDを 単 位 と し て 記 録 す る。 各RECOR、Dに は デ ー タ

そ の もの の 他 に あ る情 報 を 記 録 して お か な くて は な ら な い 。 こ れ を一 括 し て

SCHEMATABLEに 記 録 す る。 デ ー タ の 記 録 さ れ て い る領 域 のADD-

RESSはSCHEMATABLEの 中 に あ る。R,ECORDは そ れ を 定 義 し

たKEYに よ っ て 分 類 して あ る。 各RECORDの 名 称 と そ のSCHEMA

TABI」'EのADDRESSは 一 括 してRECORDMANAGEMENTTABLE

に 記 録 す る。 こ のTABLEはKEYの 個 数 だ け 必 要 と な る。(昨 年 度 の研

究 で は こ のTABLEは 考 え ず,SCHEMATABLEを チ ェ イ ン で 連 ね る よ

うに し て あ る。 こ れ は 効 率 の 点 で 間 違 い で あ っ た 。)

全TABLEは デ ー タそ の もの を 含 め て,あ るNOTEの あ るPAGEの

先 頭 か ら記 録 さ れ る の で そ の 追 加,修 正,削 除 の た め の 操 作 は 容 易 で あ る。
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3.4デ ー タ 処 理

広 い意 味 で の情 報 処 理 の 中 で,特 に デ ー タを計 算 した り,分 類 した り して新

た な デ ー タを作 り 出す こ と,こ の処 理 を通常 デ ー タ処理,情 報生 成,コ ア演算

等 とい うoこ の意 味 は 明 らか で あろ うioこ の節 は,こ の デ ー タ処理 とい うカテ

ゴ リーに属 す るサ ブ シス テ ムお よび機 能 に つ い て述 べ る。 デ ー タ処 理 機 能 を設

定 す る上 で判 断 基 準 に す るのは 次 の3点 で ある。

(1)処 理 内容 を一 意 に示 す た め に必 要 な情 報 の量 を少 な く して,情 報 処 理 の

量 を 多 くす る。

(2)使 用者 の指 定 す べ き情報 の量,い い か えれ ば 使用 者 の行 う入 力作 業 の 量

を少 な く す るo

〔3)全 て の ニ ー ズ(処 理)に 対処 で きる。

(1)と(2)の 意 味 は異 な る。(1)は そ の処 理 の意 味内 容 を知 る上 で必要 な情 報 を少

な くす る とい うこ とで,(2)は 実 際 に処 理 を実 行 させ る上 で使 用 者 の行 うべ き作

業 を簡 単 な もの にす る とい うこ とで あ るo

こ の理 由 は 次 の とお りで あ る。 計 画 過 程 に お け る情報 処 理 の特 徴 と して,処

理 内 容 の 多様 性 とい うこ とが一 つ あ る。 さ らに,客 観 デ ー タを用 い た事 実 関係

に基 づ く処 理(例 え ば 賃金 計 算等 はそ うであ る)よ りは,何 らか の意 味 での 予

測,推 定 を含 む処 理 が 多 い の で,処 理 内 容 は厳 密 に 知 られ てい な くて は な らな

い,と い うこ とが あ る。 この他 に,し か し,操 作 の容 易 性 が保 証 さ れ な くては

な らない とい う条 件 もあ る。 この よ うな諸 々の要 請 に応 え るた め の 方法 を考 え

ねば な らな い。

●

3.4.1分 析 手 法

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムを デ ー タ処 理機 能 に限定 して も,漠 然 た る

モ ジ ュー ル化 は適 当 で は ない。 問 題 領域 別 に作 らない で,統 計 学,計 量 経済

学,オ ペ レ ー シ ョン ズ ・リサ ーチ等 の分野 で 開発 され てい る分析 手 法,最 適

化手 法 を そ の ま ま分 離 ・抽 出 し,そ の手 順 をそ の まま表 現 した プ ログ ラム を

独立 に作 成 し,シ ステムに組 み込 む のが 良 い。 こ の よ うにす る と,処 理 内 容 を
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使 用者 が理 解 す るた め に プ ログ ラムの 詳 細 を説 明す る必要 が な い。 また,各

々独立 で あ るか ら他 との 関連 は考 え ず に追 加,削 除 して もか まわ な い し,修

正 は基 本 的 には あ りえ ない。 また,プ ログ ラム作 成の た め の コス トが か か ら

な い。 プ ログ ラム作 成 者 と使 用 者 が完 全 に分 離 で き,さ らに,プ ログ ラム の

正 確 さ を チ ェ ックす るた め の作 業 が容 易 だ か らであ る。

シス テ ムの 中 に組 み込 ん で お くべ き分析 手 法 の範 囲 や,分 析 手 法 と して ど

の よ うな ものが 必要 で あ るか とい うこ とは本 質 的 な問 題 では な い。 容 易に 追

刀口,削 除 で きる こ とが大切 な の で ある。 一 応 の参 考 の た め に列 挙 して お くと

次 の とお・りで あ るo

① 統計 学,特 に 多変 量 解 析 論 の分野

主 成分 分析,固 子 分 析,分 散 分 析等 。

② 計 量経済 学 の 分野

回帰(最 小二 乗 法),二 段 階最 小 二 乗 法,時 系列 分 析(EPA法,

CENSUS局 法)等 。

③OR分 野

r、.P.,lntegerL.P.等 の数 理計 画 法 。

そ して,MDSの デ ー タ構 造 設 計 の問題 を考 え てみ れ ば・ 前述 の とtebの

デ ー タの表 現形 式 は以 上 の よ うな分析 手 法 に 対 す る入力 デ ー タや 出力 デ ー タ

の表 現 形 式 と して よ く適合 す る。 全 て,多 次元(1次 元 を含 め て)配 列 で あ

る か らで あ る。

3.42演 算 ・関 数

デ ー タ処 理 の次 の処 理 ツー ルは 通 常 の意 味 で の演 算 ・関数(代 入文)で あ

る。 原 理 的 に は この処理 ツ ール に よっ て使 用 者 の い か な る ニ ー ズに も対 処 で

きる し,シ ス テ ム側 と して は,演 算 ・関数 の解 析 ・実 行 プ ログ ラムに なる。

演 算 式 の変 項 は前述 のRECORD,数 字,文 字 列 であ る。 演 算 オ ペ レー タ

は通 常 の 四則 演 算(累 乗 計 算 を含 め て)で ある。 関数 に つ い て はFORTRAN

ラ イ ブ ラ リー関数 では不 必 要 な もの と不 足 してい る もの とが あ るの で不 十 分
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で あ る。 例 え ば正 演 算,平 均 値,分 散,相 関 係数 の計 算 等 は使 い 易 い形 には

な ってい な いo

演 算 ・関数 に つい て 留 意 してk・ くべ きこ とは 次 の2つ で あ る。1つ は,通

常 分析 者 が紙 の 上 で 記 述 す る よ うな形 式 の演 算 式 は全 て記 述 で きる よ うに し

て お くこ とで あ る。 例 え ば,添 字 が何 重 に も配列 を含 ん でい て もよい よ うに

して お くべ きで,そ れ は 可能 で あ る。 も う1つ は繰 り返 し演算 の取 り扱 い で

あ る。繰 り返 し処理 は 可能 な限 り極 部 的 な処理 を もっ て表 現 す る こ とが 大切

で ある。 そ れが コン ピュ ー タに特 有 の処理 をな くす る必 要 条件 で あ る。1つ

の 演算 式 ご とに繰 り返 し演 算 を表 現 す る方 が 使 用 者に とって理 解 しやす い。

重要 な こ とは,演 算 式 の変 項 の 中にRECORDを そ の まま(そ の名称 を)

使 用す る こ とで あ る。 使 用 者 に とっ ては デ ー タ処理 の複雑 さ か ら解 放 され る

こ とに なる。 大 量 の デ ー タ処理 を前 提 に し,デ ー タ管 理 シス テ ムを使 用 者 が

プ ログ ラ ムを介在 さ せ ない で 直接 に操 作す るた め の決 め手 で あ る。

、

■

3.4.3処 理 プ ログ ラム

前述 の 分析 手 法,演 算 ・関数 だ け では複雑,大 量 なデ ー タ処 理 に対 処 す る

に は不十 分 で あ る。 それ で以 下 の よ うなデ ー タ処 理 のた め の処 理 ツ ー ル を考

え る。 処理 プ ログ ラム とは処 理 結 果 であ る(生 成 され る)デ ー タが 単 一 デ ー

タでは な く,ベ ク トル,行 列,一 般 に は配 列 で表 現 され る デ ー タ群 で あ る よ

うな デー タ処理 機 能 を表 現 した プ ログ ラムで あ っ て,前 述 の分析 手 法 を除 い

た もの で あ る と して お く。 ただ し,こ の プログ ラ ムの処 理 手順 は 問 題別 に 作

るの では な く,デ ー タ 処理 の構 造 に基 いて 作 る。

ブ ロ ックと して の デ ー タに 対 す るデ ー タ処理 機 能 を設 定 す るに は 次 の2つ

の方 法 が あ るo

(1)事 務 処 理上 の デ ー タ処 理 の中 に は,頻 繁 に行 われ るい くつ か の決 ま った

型 が あ る。 それ らを抽 出 してそ の ま ま表 現 す る。 例 え ば次 の よ うな もの が

あ るo

⑤ 合計 値 の計 算 た だ し2次 元 配列 デ ー タの 場 合 は タテ,ヨ コが そ れ ぞ れ
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必 要 で,3次 元 の場 合 は3つ の 「面 」 が必 要 とな る。

⑤ 構 成 比 率 へ の 分 解 つ ま り,あ る デ ー タを配 烈 で表 現 さ れた デ ー タの 要

素 間 の相対 比率 に よ って分 解 し,同 一 サ イ ズの配 列 デ ー タを作 る。

⑥ ソ ー トつ ま り,デ ータの順 序 づけ に よる配 列替 え 。

以 上 の よ うな ブ ロ ック と して のデ ー タに対 す るデ ー タ処理 は この他 に も

考 え られ る。 この よ うな処 理 を各 々1つ の 処 理 ツー ル とす る。

(2)シ ミュ レー シ ョ ンに つ い ては,デ ー タ処 理 の 構造 とい う側面 を分 析 して

み る と典 型 的 な処 理 様 式 が あ る こ とが わ か る。 す なわ ち,変 数 の値 の 設定

の仕 方,つ ま り変 数 の関 係 が ロー カルに 規定 さ れ,各 変数 が逐 次 的に値 を

設 定 され てい くとい う様 式 で あ る。 した が って,逐 次 的 に値 を決 め る場 合

軸 に な る実 体 が 存 在 す る。 例 え ば,時 間 軸等 で あ る。 この よ うな軸 が複 数

個 存 在 す る場 合 もあ る。 基 本 的 には,各 種 の シ ミュ レー シ ョンの処理 構 造

は この よ うな軸 を基 に した ア イテ レー シ ョン で あ る。 シ ミュ レー シ ヲンの

処理 構造 を規定 す るのは この よ うな軸 の個 数 と内容 で あ り,さ らに この こ

とを前 提 に して,逐 次的 に値 を 設定 して ゆ くが,そ の 方法,関 数 型 の複雑

さに よっ て処理 様式 が異 な って くるo

一 般 に 既 存 の シ ミュ レー シ.ヨン言 語 は い くつ か の欠 点 が ある と思 わ れ る。

第1は,デ ー タ処 理 機能 とそ の他 の デ ー タ入 出 力 関係 の機 能 が 混在 して い

るこ とで,第2に,い ろい ろの ニ ー ズに対 処 す る こ とを意 図 してい るた め

に,1つ の シ ミュ レー シ ョン言 語 が もっ と も適 した形 で 利用 され る ため に

は ど うして もそ の言 語 の機 能 を複 雑 に して おか な くては な らない こ とで あ

るo

シ ミュ レー ショ ン をデ ー タ処理 機 能 とい う視点 か らみ れ ば,イ 固別 問題 領

域 に よっ て 固有 の 構造 を発見 す る こ とは で きな い。 例 え ば,財 務 分析 のた

め の シ ミュ レー シ ョ ン,い わ ゆ る 「企業 モ デ ル」等 は 現実 には 適応 しな い

もの で あ る。 シ ミュ レー シ ョンの構 造 はそ の ときの 状況 と分析 者 の問 題 意

識 に よって 多 様 な ものが 考 え られ る。 構造 を規 定 す るの は,ア ィテ レー シ

ョ ンの基 に な る軸 の 内容 と個 数,そ れか ら,逐 次 的 に値 を 設定 す る方 法 で
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あ る。 この点 か らむ しろ 細 か く構 造 を規 定 し,各 々を処 理 ツール として設

定 すぺ きな の で あ って この どれ を選 択 す るか は使用 者 自 身が決 める 問題 で

あ る。 もち ろん,こ の た めに は,1つ1つ の シ ミュ レー シ ョ ン ・プ ログ ラ

ムが単 独 で存 在 す るの で は な く,計 画 全体 をサ ポー トす る シ ステ ムの 中に

・ 処理 ツー ル と して 組 み込 まれ て い な くては な らない。

い ま述 べ た よ うな処理 プ ログ ラムの作 成 は今 後 とも調 査 ・研 究 が必 要 で あ

る。 実 際 に これ らの 処理 プ ログ ラムを前提 に した とき,使 用 者 が 操作 の容 易

性 とい う点 に 不 満 を感 じる よ うな こ とが あ るな らば,む しろ,汎 用 的 な問題

別 プ ログ ラム を作 成 す る より も,個 別 の単 体 と して のデ ー タ処 理 のみ に 限定

した1つ の処 理 プ ログ ラム を使 用 者 自身 が作 成 して組 み込 む方 が よい。 この

た めに は,他 との 関 連 な しに容 易 に 組 み込 め る よ うな工 夫 が必 要 で あ るが,

そ れは 可 能 で あ る。 この 場 合 に も,そ の企業 で 処理 プ ログ ラム に す る こ との

で きる処 理 を 設 定 す る基 準 は,明 らか に誰 で もが認 め て,な おか つ 安 定的 に

存在 す る ルー ル,と い うこ とに求 め るべ き であ る。

処 理 プ ログ ラ ムの 入 出力 の 指定 は,前 述 のRECORDを 中心 に して行 わ

れ る ことに な るが,こ の 場 合,そ のRECORDの 名称 や パ ラメ ー タの値 をそ

れ 自体 デ ー タ と して記 録 してk・ き,そ の記録 され た媒 体 と してのRECORD

の 名称,そ の 他 を指 定 す る よ うに す る と,さ らに取 り扱 い が 容 易 に なる。 こ

れ が,各 種 の パ ッケ ー ジ ・プ ログ ラムで 「モ デ ル 」とい われ てい る ものに該

当 す る。

■
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3.5シ ス テ ム 管 理

シス テ ム管理 に属 す る機 能 は,シ ステ ム管理 者 と呼 ぶべ き人 を想 定 し,そ の

た め の処理 ツー ル と して設 定 す る。 ま つ システ ム管 理 者 が行 うべ き作業 につ い

て説 明 す る。

シ ステ ム管理 者 に対 す る ニ ー ズは,こ の システ ムの使 用 者 で あ る計 画 立案 担

当者 か ら次の よ うな形 で示 さ れ る。

(1)サ ポ ー ト ・シス テ ムに対 して処 理 を実 行 させ たが 理 由のnか らない(理

解 で きない)エ ラ ー表 示 が 出 力され た。

(2)あ らた にデ ー タを管 理 す る単 位 と しての部 門 ない し人 間 が 使 用者 と して

加 わ った。

(3)新 しい 分析 手法 を組 み 込 む必必要が あ る。

以 上 の よ うな明 確 な三 一 ズに 加 え て,次 の よ うな場合 に は ニ ー ズが 発生 して

い る もの とみ な くては な らな い。

(4)サ ポ ー ト ・シス テ ムに 対 す る利 用 方法 や デ ー タの取 り扱 い方 が 規則 と し

て は エ ラーは ない が,効 率 そ の他 の点 で問題 のあ る処 理 を してい る。

(5)デ ー タ の記 憶 媒体 が不 足 して きつ つ ある。

この ような ニー ズに対 し,シ ス テ ム管 理者 は サ ポー ト ・シス テ ムを 中心 と し

た情 報 処理 上 の視 点 か ら機能 を設 定 し,そ の担 当者 を決 めて おか な くては な ら

ない。 シス テ ム管理 者 は もっ と も狭 い意 味 に お け る情 報 処 理 に 責 任 を もつ。 具

体 的 には,個 々の 分析 を必 要 とす る問題 や処 理手 順 だ け では な く,情 報 処 理 の

視点 か らみ て機 能 を設 定 す る こ と,こ の よ うに す る こ とに より,逆 に大 量 の 情

報 処理 を シス テ ム管理 者 とサ ポ ー ト ・シス テ ムが 担 当 す る こ とに な るは ず で あ る

るo

(イ)KEYを 定 義 し,各 便 用 者 に 割 り当 て る。

(ロ)デ ー タの控 え を とる こ と。 つ ま り,全 ゆ る時点 で そ の シス テ ムに 記憶

さ れ てい る デ ー タお よび そ の他 の 関連 す る情 報 を全 く別 の記 憶 媒体 に も

記録 してお くo

内 使 用 者 の行 った 処理 内容 を参 照,分 析 し,そ の改 善 をす る。
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(→ シ ス テ ムに新 しい 処理 ツー ル を追 加 す る。

困 一 般 的 な メイ ンテ ナ ンスo

(へ 記憶 媒 体 の管 理。

以 上 の ような役 割 克担 当 で き る よ うに,サ ポ ー ト ・シス テ ムが 援 助 しな くて

は な らな い。 この機 能 は 前述 の シス テ ム管 理 者 の 役 割 を考 え る と,次 の よ うに

整理 で きる。

(a)KEYを 定 義,削 除 す る機能 。

(b)そ の時 点 で記録 され てい るデ ー タそ の他 の関連 す る情 報 を他 の 記憶

媒 体 に移 し替 え る。

(c)そ の時 点 で記録 され てい るデ ー タそ の 他 の 関連 す る情報 を 出 力 す る。

(d)使 用 者 の 指定 した処 理 内容 の控 え を とり,求 め に応 じて そ れ を 出力

す る。

`

■
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3.6MODELの 管 理

MODELは 使 用 者 が処 理 内 容 を示 す ため に 記述 した 情報 で あ る。 た だ しこ

の よ うに い うときに,一 般 的 情 報 処理 と個 別 問題 別情 報 処 理 の分 離,さ らに は

徹 底 的 に 情報 処 理 機 能 別 に設 定 され た処 理 ツー ル とそれ を前提 に した意 味 内容

と して は 重 要 で は あ るが使 用 者 自 身 に よって記 述 され た量 の少 な い あ る情 報 を

加 え る こ とに よって処 理 内用 が決 め られ る,と い う考 え が あ る。

MODELの 管 理 に属 す る処 理 ツー ルは定 義,削 除,修 正,表 現 され て い る

処 理 手 順 の 出 力(プ リン ト ・ア ウ ト),実 行 で あ る。MODELは 定 義 の際 に

適 当 な名 称 をつ けて 他 のMODELと 区別 す る。 この後 は それ を1つ の処 理 手

順 と して使 用 す る。 この よ うに1つ1つ の処 理 ツール の 中にMODELを 実 行

させ る ソー ル が挿 入 され る こ とに な る。 新 た なMODELを 定義 す るか ど うか

を考 え る ときに は,一 度 定義 したMODEI、 の内 容 を出力 してみ る こ とが で き

るo

MODE工 、はそ の 処理 手 順 が 固 定 的 に決fっ て しま うわ け で は ない。 あるMO-

DELに つ い て は,そ こで使 用 して い るRECORDに 対 し,い ろ い ろの デ ー タ を

設 定 した後 で,そ のMODELを 実 行 させ る こ とに より,そ の意 味 す る とこ ろの

異 な る さ ま ざ まな 処理 が で きる し,デ ー タ処理 の 中 で,処 理 プ ログ ラムを使 っ

て い だ ら,そ の 入 出 力デ ー タを示 すRECORDの 名称 それ 自体 が デー タ と して他

のRECORDに 記録 され て い る わ け で あ るか ら,こ れ を利 用 す る とさ らに 多様

な処理 を実 行 させ る こ とが で き る。

使 用 者 が シス テ ムに対 して示 す処 理 手 順 の 記述 形 式 はMODELだ け に限 った

話 では ない。 説 明の 都合 上 こ こ で若 干 述 べ て お く。 使 用 者 が容 易 に操 作 で きる

た め には,そ の処 理手 順 の 記述 形 式 に特 別 の 工夫 を必要 とす る。 重 要 な こ とは

コ ン ピ ュー タ処理 に固 有 の 記述 形 式 を取 り除 い て,な お かつ 大量 のデ ー タ処 理

を可 能 にす る こ とで あ る。 この た め の工夫 と して考 え られ るの は,繰 り返 し処

理 を1つ の処 理 ツール の 中に 組 み 入 れ て しま うこ とで あ る。 こ のた め,ブ ロ ッ

ク と して の デ ー タ処理 を行 う操 作 を1連 の処理 ツー ル とす る よ う工夫 す る こ と

で あ る。 この ように徹 底 した 工 夫 に もか かわ らず,何 らか の繰 り返 し処 理,ま
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た は条 件 に よる分 岐 が必 要 で あ る。 この ため には,判 断 分 岐 と実 行 順 序 の指 定

を一 種 の処理 ツール と して追 加 して お くべ きで あ る。

も

、

●
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3.7シ ス テ ム 構 成

プ ログ ラ ム と して の システ ム構 成 は,入 出 力様 式 と して,「 会話 型 」を採 用

す るか,ま た はそ う しない か に よって異 な る。 こ こで は 「会 話 型 」では ない 場

合 の シス テ ムの 構 成 につ い て 説 明す るQ「 会 話型 」の解 説 に つ い ては,前 年 度

報 告 書 を参 照 され た い。

まつ,基 本 的 に は コ.ン パ イ ラ と同様 の構 造 に な る。 使 用者 の指 定 す る処 理手

順 を解析 し,そ れ が どの処理 ツー ルで あ る かに分 離 し,そ れ ぞ れ の処 理 ツール

を担 当 す るサ ブ プ ログ ラムに実 行 を移す 。 各 サ ブ プ ログ ラムは2つ の異 な った

処理 をす る。1つ は,使 用 者 の記述 した情報 を解 析 す る こ と,も う1つ は,文

字 ど うりの意 味 で の実 行 で あ る。 処 理 プ ログ ラムの実 行 を担 当 す るサ ブ プ ログ

ラムは,1つ の サ ブ プ ログ ラム と し,そ れ が解 析 を し,そ れ か ら各 処理 プ ・グ

ラムに実行 を移 す 。 こ の よ うにす るの は,各 処理 プ ログ ラムを容 易 に追 加,削

除 で き る よ うに す る た め であ る。 以上 の と痴 り,シ ス テ ムは 次 の よ うな サ ブ プ

ログ ラム群 に 分割 で きる。

② 全体 を制 御 す る サ ブ プ ログ ラム群

⑤ 各 処理 ツー ルに対 応 した サ ブ プ ログ ラム群

◎ 処理 プ ログ ラム群

⑧ そ の他 の汎 用 サ ブ プ ログ ラム群

この よ うな シス テ ム の基 本 設 計 に す る こ とに より,そ の構 造 を単純 にす る こ、

とが で きる。 各 処理 ツー ルや 処理 プ ログ ラムは各 々独 立 に追 加,削 除 で き て,

ほ とん ど他 との 関係 は ない。 このた め,大 量 の情 報 処 理 を担 当 し,そ の プ ログ

ラム と して の サ イズが 非 常 に大 きい 割に は,そ の 作 成,維 持 が容 易 で あ る。 ニ

ー ズの変 更 に 際 して ,シ ス テ ムの変 更 は ほ とん ど必要 ない が,そ うい う事 態 に

な って も,各 イ固別 の サ ブ プログ ラムだ け に注 目 して変 更 す れ ば よい の で あ る。
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3.8大 量 デ ー タ の 取 扱 い 方 に つ い て

3。8.1デ ー タ ・ベ ー ス管 理 システ ム

ここ で我 々が問 題 とす る こ とを説 明 す るには 多少 前提 とな る知識 が 必 要 で

あるの で,ま つそ の説 明 か ら始 め る○

経営 計 画 シス テ ムの サ ブ シス テ ムで あ る コ ン ピュ ー タ ・ソ フ トウェ ア と し

て のサ ポー ト ・シス テ ムを設 計 す る場 合,デ ー タ管理 とい う機 能 を もた せ る

よ うに しな くて は な らない こ とは い うまで もない 。 さ らに,最 近 の デ ー タ ・

ベ ース 管理 シス テ ムは,そ の 目的 と して,経 営 計 画管 理 過程 に 拾 け る意 思 決

定 の サ ポー トを意 図 してい る点 で興 味 深 い。 そ れ で,各 種 の デ ー タ ・ベ ー ス

管理 シス テ ムに 共 通 に採 用 され て い るデ ー タ管理 につ い て の理 論 を調 べ て み

る と,計 画 過程 に お け るデ ー タの取 り扱 いに は適 合 しない の で は ない か とい

う疑 問 を持 た ざ る を得 な い。 そ の た め,既 存 の デ ータ管 理 方式 とは 異 な る 方

法 を考 え な くては な ら ない こ とに な る。

デ ー タ ・ベ ース 管理 システ ムの もつ べ き機 能 を定 め た り,設 計 方 針 を考 え

た りす る上 で背 後 に存 在 して い る考 え 方 が影 響 す る こ とは た しか で ある。 現

在,こ の種 の シ ステ ムには独 立 言 語 システ ム と親 言語 シ ステ ム とが あ る。 こ

の2つ の方 式 は設 計 思 想 が 微妙 に異 なる の であ る。 独立 言 語 シ ステ ムは,プ

ログ ラマ では ない 利用 者 のた めの 高水 準 言語 を開 発 し,そ れ を独立 の言 語 機

能 に し よ う とい う もの で あ るの に対 して親 言語 システ ムは,プ ロ グ ラマが 利

用す る こ とを想 定 し,プ ログ ラムの 中 で のデ ー タ管理 機 能 を強 力 に サ ポ ー ト

す る こ と を意 図 して い る。 汎用 的 な手 続 き言 語(FORTRAN,COBOL,

PL/1等)の 中 でSUBROUTINECALLに よって使 用 す る。 た だ し,

FORTRANで 記述 され て い る プ ログ ラムの 中 で使 用す る こ とは ほ とん で な

い で あ ろ うoこ の意 味 は後 述 す る。 この2つ の方 式 は,そ の適 用対 象 の違 い

に よる もの で あ る と考 え られ る。 独 立 言語 方 式 の場合 は,手 続 き言語 を使 用

しない のだ か ら,デ ー タ処理 機能 を組 み 込 んで お か な くて は な らな い。 しか

し,現 状 で は単 純 な処理,加 工機 能 に限定 され て い る し,そ うで は な くす る

と,デ ー タ管 理 以 外 の問題 が起 って くる ので独 立 言語 方 式 の シ ステ ムは複 雑
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な デ ー タ処理 を予定 しない です む よ うな情 報 処理 ,す な わ ち,情 報 検 索 や 報

告書 の作 成 が 中心 で あっ て,高 々単 純 な演 算 に よって十 分 目的 が達せ られるも

の に適 用 分 野 を限 って い る とみ る こ とが で きる。 実 際 こ の よ うな分 野 が あ る

こ とは事 実 で あ る。

親 言 語 方 式 の場 合 に は,デ ー タ処理 機 能 を プ ・グ ラム と して 作 成 し,そ れ

と接 続 させ るこ とを意 図 してい る。 それ では,親 言語 方 式 の場合 に は,汎 用

的 な手 続 き言語以 上 に どの よ うなデ ー タ管理 機 能 をサ ポ ー トす るの で あろ う

か。 逆 に い え ぱ,汎 用 的 な手 続 き言 語 で は サポ ー トして い ない特 殊 な機 能 が

なぜ必 要 で,ま たそ れ は どの よ うな もの か,こ の点 が興 味 深 い と ころ で あ る。

しか しこの こ とを考 え るに は も う少 し前提 とな る議論 が 必 要 で ある の でそ れ

か らみ てい くこ とに す る。

●

3.8.2'デ ー タ構 造

デ ー タの管 理 を組 織 的 に行 うに は,デ ー タ構 造 と記 憶 構 造 とい う概 念 を知

らな くて は な らない。 デ ー タ構 造 とは,利 用者 の側 か らみ た論 理 的 な デ ー タ

の表 現 形 式 の こ とで,こ れ とは 別 に コ ン ピュー タの記憶 媒 体 上 に物 理 的 に デ

ー タを記録 す るた め の表 現 形 式 を設 定 す る
。 これ を記憶 構 造 と呼 ぶ。

大量 の デ ー タ をグ ノレー ピン グ して表 現 す るに は,個 々 の デ ー タの具 体 的 内

容 とは直接 的関 係 の ない,い わば 形 式 的 な論 理 が必 要 とな る。 デ ー タ構 造 は,

適 用 実 体(ENTITY)と 属 性(CODASYL用 語 で のlTEM)の2つ の

概 念 を軸 に して定 め る。 デ ー タ とは,適 用 実体 か ら属 性 へ の写 像 とみ る わけ

で あ る。 同一 適 用実 体 に対 す る属 性 は一 般 には複 数個 あ り得 る。 した が っ て

属性 間 に は集 合 関係 と して の階層 構造 が あ る。 例 え ば,氏 名 は 氏 と名 か ら構

成 され る とい う具 合 で あ る。 あ る1つ の適 用実 体 に つい て の全属 性 に対 応 す

る デ ー タ を エ ン トリー(ENTRY)と 呼 ぶ。ENTRYの 集 合 が フ ァイ ル

(FlLE)で フ ァ イル の集 合 が デ ー タ ・ベ ー スで あ る。

同 一 フ ァイ ル内 の間 の関係 を も考 え な くて は な らな い。 もっ と も簡 単 なの

は,あ る注 目す る属 性 につ い ての順 序 関係 に よっ て線 型 の構 造 を規 定 で きる
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場 合 で あ る。 適 用 実 体 間に 親 子 関係 を規 定 で きる こと もあ る。 例 え ば,自 動

車 の部 品 構 成表 の よ うに,あ る部 品が い くつ か の部 分 か ら構 成 され てい て,

その構成要素た る各部品がさ らにい くつかの部品か ら構成されてい る場 合 で あ る。

何 を もっ て親 子 関 係 とす るか は,利 用 者 側 の問 題 であ っ て,デ ー タ管理 シ ス

テ ム側 と して は関 知 しない ところ で あ る。 この ような構 造 は階 層 構造 と呼 ば

れ る こ とが 多い。 た だ し,あ る適 用 実 体 が必 ず唯 一 の親 だ け を もつ場 合 とそ

うとは い え ない 場 合 の両 者 を含ん でい る。

●

3.8.3記 憶 構 造

記憶 構 造 は記憶 媒体 上 に格 納 され た デ ー タの表 現形 式 で あ る。 記憶 上 の最

小 単位 の デ ー タ(群)を 定 め,そ れ らの間 の関 係 を示す こ とで ある。 こ の最

小 単位 の デ ー タ とは通 常 あ るフ ァイル の一 つ一 つ の適用 実体 に 関 す る デ ー タ,

つ ま リエ ン トリー で ある。 これ をRECORD,SEGMENT等 と呼 ぶ こ と も

あ る。 以 後 この物 理 的 な記 録 単位 と して の デ ー タ を レコー ドとい うこ とにす

る。 この意 味 は,デ ー タ構 造 上 の概 念 と は一応 離 れて,物 理 的 記 録 単 位 と し

て の デ ー タ とい うこ とで あ るo

レ コー ドを集 めて,物 理 的 な一 組 の デ ー タ と しそれ らを表 現 ,編 成 す る方

法 は大 別 して 次 の3通 りで ある。 以 下,順 々に 説 明す る。

① 順 編 成(sequentialorganization)

順 編成 は,各 レ コー ドの特 定 の 項 目の順 に格納 す る方 法 で あ る。 この

方法 に よる と,記 憶 装置 を もっ と も効 率 的 に利用 で きる こ と,こ の順 に

デ ー タを検 索 す る場 合 の検 索 効 率 が 良い こ と,こ の2つ の長 所 が ある。

反 面,こ の順 に デ ー タを検 索 しな い場 合 の検 索効率 が悪 い こ と,あ る レ

コ
、一 ドを追加 した り削除 した りす る場 合 に,基 本 的 には全 面 的 な書 き替

え を しな くては な らな い こと,こ の2つ の欠点 があ る。

② 直 接 編 成(directorganization)

直 接 編 成 は,レ コー ドの 中 の特 定 の項 目の値 を一 定 の計 算 式 に よっ て,

あ る数 字 に変 換 し,そ の値 の番 地 に格納 す る方法 で あ る。 こ の 方法 の 最
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大 の 問題 は シ ノニ ム(同 義 語)の 存在 で あ る。 っ ま り,「 一 定 の計 算 式」

のた め に,異 な る値(異 なる レ コー ド)が 同一 の番 地 に変 換 され る こ と

で あ る。 そ の ため の工 夫 と して は,次 の方 法 が採 用 され て い る。1つ は,

部 分的 に順編 成 を利 用す る方 法 で ある。 算 出 され た番 地 に す で に レ コー

ドが格 納 され てい た場 合 には,そ れ以 降 の番 地 で最 初 に空 い て い る番地

に格納 す る。 も う1つ の方法 は,部 分的 に リス ト編 成(次 に説 明 す る方

法)を 利 用 す る とい うもので あ るo算 出 され た番地 に格 納 で き ない レ コ

ー ドを他 の 適当 な場 所 に格 納 し,シ ノニ ムで あ って算 出 され た番 地 に格

納 さ きτてい る レ コー ドか らポ イ ン ター でつ な ぐ。 算 出 され た番 地 に格 納

され な い レ コー ドが 複 数 個 あ れ ば,次 々に ポ イ ン ター でつ ない で い く。

このkめ,レ コー ドには ポ イ ン ター用 の領 域 が 必要 で あるo

直接 編 成 は,レ コー ドの 中の特 定 の項 目に基 づいて検 索 す る場 合 の効 率

が 良 い うえ に レコー ドの追 加,削 除 につ い て,そ の注 目 してい る レコー

ドの操 作 だ け で よい とい う長 所 もあ る。

③ リス ト編 成(liStOrganiZatiOn)

リス ト編 成 は,各 レコー ドに次 の レ コー ドの番 地 を記 した領 域 を も ち,

そ の 番 地に よって 次 々に デ ー タを検 索 して い くもので あるoこ の方 法 に

よる と,レ コー ドの追 加,削 除 につ い て,そ の レコー ドお よび関 連 す る

レ コー ドの ポイ ンター一だ け を操 作す れ ば よい。 検 索効 率 は,検 索 の仕 様

が この ポ イ ン タ ーの列 と適 合 して い れ ば 良い が,そ うで な けれ ば悪 い と

い え る。

◆

3.8.4問 題 設 定

問 題点 を 明 らか に す るた め に極 端 なモ デ ル を想 定 して み る。1つ をA型 処

理,も う1つ をB型 処理 とい うこ とにす る。A型 処 理 は次 の よ うな もの とす

るo

(1)ブ ー タの入 力(追 加,削 除 を含 めて)は 適 用実 体 を軸 に して行 わ れ る・

デ ー タ値 の変 更 や参 照 も適 用 実 体 を軸 に して行 わ れ る。 だ か ら個 々の利 用
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者 の そ の とき ど き の処 理 は フ ァ イル全体 で は な く,注 目す る適 用実 体 に 関

す るデ ータ だけ を対 象 とす る。 だ か ら,シ ス テ ムに対 しては,デ ァ イル の

中か ら(大 量 デ ー タ の中 か ら)注 目す る適 用実 体 に関す るデ ー タの 操 作 を

容 易 に,効 率 的 に で き る よ うに 要 求す る。

(2)大 量 の デ ー タ を利 用 した演算 は あ ま り行 わ な い。 だ か ら,シ ス テ ムに対

しては 記録,出 力 装置 としての役 割 を要 求 す る。

B型 処 理 は 次 の よ うな もの とす る。

(1)デ ー タの値 の変 更 や参 照 が適用 実 体 で は な くITEMを 軸 に して行 わ れ

る。 だか らイ固々 の利 用 者 の そ の と き どきの 処理 は あ る注 目す るITEMに

関す る(属 す る)デ ー タを対 象 とす る。ITEMの 個数 は適 用実 体 の個 数

より非 常 に少 な い の で,大 量 デー タの中 か ら注 目す るデ ー タ を容 易 に 効 率

的に 操 作 で き るこ とは意 味 が な く,少 ない情 報 量 で大量 のデ ー タを指 示 で

きる こ と を シス テ ムに要 求 す る。

もっ と も,デ ー タの 入力(追 加,削 除 を含 め て)はITEMを 軸 に して

行 う場 合 は想定 しに くい。特 に 初 期 の処 理以 外 で はそ うで あ る。 この場 合

で も,そ の頻 度 が小 さ い のが特 色 であ る。

(2)こ の よ うな処 理 は,大 量 デ ー タを利 用 しft演 算 を行 うか らで あ るoつ ま

り,大 量 デ ー タの演 算 は,変 数 と して表 現 され た ものに 次 々に デ ー タを 設

定 す るこ とに よっ て処理 され る もの であ る し,こ の変 数 とはITEMに 対

応 して い るか らで あ る。ITEM別 に大 量 のデ ー タを組 に して利 用 す るの

で ある か ら,デ ー タ構造 は順 編 成(ITEM別)で よ く,記 憶 構 造 は,物

理 的 最小 単位 をITEMと して,そ れ らの関 係 は 直接 編 成 が適 す る こ とに

な るo

実 は この2つ の処 理 様 式 はそ れ ほ ど極 端 な モ デ ル では な いの で あ る。 だい

た い にお い て全 て の処 理 は この2つ の型 の ど ち らかに属 す るの であ り,計 画

過 程 での 情報 処理 はB型 で あ る。 と ころが,計 画 業務 の分 野 とは い い に くい

事 務 処 理 で も実 はB型 処 理 が 多 く存在 す るの であ る。 実務 分野 で はA型 処 理

を 「検 索 型 」,B型 処 理 を 「・ミッチ型」 と呼 ぶ こ とが あ るo用 語 の 厳密 な意
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味 は と もか くと して,「 気 持 」は よくわ か る。COBOL型,FORTRAN型

とい って も よい か も しれ ない。

経 営 組織 に おい て,計 画業 務 と事 務 処 理 に分 離 す る の は意外 に むつ か しい

もの で あ る。 期 間 の長 さ,詳 細 の程 度,確 定不 確 定性 の程 度 尊 い くつ かの 特

徴 が考 え られ る。 した が って,経 営 組織 内 に お け る情 報処 理 を体 系 的 に整 え

るた めに は,多 面 的 な検討 が 必 要 で あ り,ま た,個 別 企業 の性 格 に よってそ

の情報 処 理 も種 々異 な るの は 当然 で,ト ー タル ・シス テ ムが 必要 な こ とは 言

うま で もな い。 各 個 別 業 務 に対 応 した情報 処理 は,全 体 の計 画 とい う視 点 か

ら見なお され な くて は ない し,技 術 的 に もデ ー タの取 り扱 い 方法 等 い くつ か

の 確立 してお くべ き条 件 が あ る こ とは確 か で ある。

こ こでは,情 報 処 理 の技 術 的問 題 では,も っ と も基 本 的 な のは デ ー タ処 理

の様 式 の違 い を背 景 に もった デ ー タの表 現 形 式 が異 な る とい う事 実 で あ る こ

とを強調 してお きた い。 この こ とは,明 示的 に指摘 され てい ない こ とで ある。

た だ実務 の 分野 で は あ る程 度 認識 さ れ てい る か も しれ な い。

問題 は,同 一 のデ ー タ ・ベ ー ス を使 って,こ の両 方 の処 理 をす る こ と,ま

た は別 のデ ー タ ・ベ ース を 作 るこ とが 可能 か(処 理 効率 と容 量 の 点 で)と い

う点 であ り,そ の場 合 の 方法 は可 能 か とい うこ とで あ る。 本 研 究 の 「経営 計

画 情 報 シス テ ム(MDS)調 査委 員 会 の構成 メンバ ー で あ る ア イ シ ン精機 社

で は 「幸 いに も」,同 一 のデ ー タ ・ベ ー ス を使 っ て両 方 の処 理 を現在 行 っ て

い る。 以下,問 題 の重 要 性 を強調 す るた めに,少 し具体 的 に 説 明 す る。

一般 に,大 量 品種 を製 造 しな くては な らない 企業 では,部 品 構成 表 と呼 ば

れ る一種 のデ ー タ ・ベ ー ス が必 要 で あ る。 要 点 だ け を述 べ る と,(1)品 種 別

の 自動車 の製造 台 数,(2)各 自動 車(品 種)1台 に つ き必 要 な(家 長 と して

の)部 品,(3)そ れ に必 要 な 子 ど もと しての部 品 … … とい うデ ー タが あ る。

したが って,各 部 品 に つい て のデ ー タ と,親 子 関係 を表 現 す るデ ー タ,お よ

び各部 品 を製 造 す るた め の工 程 お よび工程 別 に 必要 な諸 々の 「コス ト」 を表

現 した デ ー タが必 要 と な る。 この場 合,A型 処理 とは,部 品(個 々の部 品)

の設 計変 更 の際 の参 照 お よび 変 更 に よる デ ー タの入 力,削 除で ある。 この 処
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理 は,主 と して,設 計 担 当者(技 術 者)に とって 必要 な もの で あ あ る。B型

処 理 とは,製 造 自動 車 台数 に 対 す る原 価計 算,原 材 料 発 注計 算等 で あ る。A

型 処理 に適 した デ ー タ ・ベ ー ス管理 方式 を採 用 して,B型 処 理 もす る とな る

とど うな るか とい う興 味 深 い 問 題 が提起 され この場 合 に は,数 時 間の処 理 を

必要 とす る こ とが わ か る。

この事 実 だけ か らみ て も,デ ー タ ・ベ ース の管 理 の方 式 を検 討 す る こ とは

当然 であ ろ う。 さ らに,例 え ば 自動車 の製造 台 数 が変更 す るい ろい ろ な場 合

を想 定 して(需 要 予 測 の信 頼性 のた めに),そ れ ぞ れ の場 合 に 製造 原 価 は ど

の よ うに 影 響 さ れ るか とい った こ とを考 え る と,こ れは 事 実 上 不可 能 な処 理

で あ る。 逆 に,B型 処 理 に適 しkデ ー タ ・ベ ース 管理 方 式 を採 用 す る と,今

度 は 個 々 のA型 処 理 に際 して,不 必要 な操 作 を必 要 とす る こ とは 明 らか で あ

るo

前述 の意味 での デ ー タ ・ベ ース 管理 方法 は頻 繁 なデ ー タの追 加,削 除,値

の更 新 と,大 量 のデ ー タの 中か ら少 量 の あ る注 目す るデ ー タ を効 率 よ く検 索

す る こ とを 目的 と して い る。 そ の軸 に なるの が適 用実体 で あ る とい う認識 で

あ り,こ の ため に,階 層 構造 を もつ デー タ構 造 や各 種 の記 憶 構 造 が 考 え られ

て い るわ け で あ る。 と ころ が一 方 で は,あ るITEMに 注 目 し,基 本 的 に は

そ のlTEMの 全 デ ー タを組 に して利用 す る こ とが しば しば行 われ,こ の よ

うな場 合 は,頻 繁 なデ ー タの追 加,削 除,値 の更 新 は必 要 な い。 実 際 にそ の

よ うな事 態 が生 じて も,そ れ をす ぐさ ま利用 せ ず に ,一 定 の期 間 を区 切 っ て

更 新 され て い な けれ ば利 用上 例 ら不都 合 な こ とは 生 じな い。

さ らに,単 に ア クセ ス ・モー ドの違 い だけ では な くデ ー タの内 容 と して も

異 なる性 格 を もつ グ ルー プに分 離 で きる。 もっ と も基本 的 なデ ー タ ・ベ ース

と して,最 低 限 これ だ けの情 報 を記録 して おけ ば,他 の情 報 も生 成 し得 る詳

細 な デ ータ を考 え て み る と,そ の デ ー タを全 て利 用す る とい うこ とは あ り得

ない。 各 デ ー タは 利 用 され る可能 性 が あ る とい うこ とで あ って,全 デ ー タを

そ の まま の形 で参 照 され る ものでは ない。 なぜ な ら,一 般 の経 営 組織 に お い

て,そ の よ うな個別 の詳 細 なデ ー タ を全 て,し か も,頻 繁 に参 照 す る ことは

一69一



不 可能 で あ るか らで あ る。 全 デ ー タにつ い て,そ れ を使 用 して他 の情報 を生

成 し,そ れ を参 照 す る こ と,各 デ ー タに つ い ては,そ れ を参照 す る可能 性 の

あ るこ と,こ の2つ の こ とを もっ て,全 デー タが 常 に 利用 され る とい う よ う

に考 え るの は間 違 い で あ る。

現状 の デ ー タ ・ベ ース管 理 に おい て主 流 とな って い る考 え方,管 理 の方法,

管理 の シス テ ムを前 提 にす る と,経 営 組 織 内 の情 報 処 理全 体 を カバ ーす る シ

ス テ ムは作 れ ない し,事 実 そ うで あ ろ う。 特 に 計 画 過 程 で の情 報処 理 とそ

れ の関連 す る分 野 には 適 用 す るの が不 可能 で あ る とい え よ う。

⑱

3.8.5解 決 の 方 法

指 摘 して き た 問 題 を 解 決 す る に は,デ ー タ ・ベ ー ス そ の も の に つ い て の 考

え 方 を 検 討 し な け れ ば な ら な い 。

川 必 要 な 全 て の デ ー タ は そ の デ ー タ ・ベ ー ス を 使 用 して 生 成 す る,し た が

って 全 て の デ ー タ の 追 加,削 除,値 の 更 新 は そ の デ ー タ ・ベ ー ス に 対 し て

行 う,し た が っ て 全 ゆ る デ ー タ が 生 成 し得 る とい う意 味 で オilジ ナ ル;デ

ー タ を 中 心 に して1つ の デ ー タ ・ベ ー ス を 設 定 す る。 こ の 考 え 方 は 一 般 に

仕 あ て は ま ら な い 。 そ の 理 由 は,目 的 別 に 使 用 す る デ ー タ を 作 り 出 す た め

に 多 大 な時 間 を 必 要 と し,そ の た め,事 実 上 金 デ ー タ を 作 り出 す こ とが で

き な い こ と,目 的 別 に 使 用 す る デ ー タ を作 り 出 す た め の プ ロ グ ラ ム を 作 る

必 要 が 生 じ,そ の コス トが 大 きい こ と,で あ る 。

(2)デ ー タは 目 的 別 に グ ル ー プ を 設 定 し,別 々 に 管 理 す る。 こ れ も ま た 間 違

い で あ る。 そ もそ も デ ー タ ・ベ ー ス と い う考 え は,こ の よ うに 個 々 別 々 に

デ ー タ を管 理 す る こ と に よ る諸 々 の 不 都 合 か ら,反 省 し て 出 て き た もの で

あ るか らで あ る。

(3)問 題 は デ ー タ ・ベ ー ス な い しそ の 管 理 だ け で は な い 。 デ ー タ 処 理 を 含 め

た プ ロ グ ラ ム の構 成 も検 討 の 対 象 に し な くて は な ら な い 。 プ ロ グ ラ ム を 目

的 別,問 題 別 に 作 成 す る こ とを 前 提 に す る か ら前 述 の よ うな 極 端 な 発 想 が

出 て くる わ け で あ る。 プ ロ グ ラ ム の構 成 基 準 と デ ー タ ・ベ ー ス の 構 成 基 準
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は基 本 的 に同一 の もの とすべ きで あ るoそ して,だ い た い に おい て2～3

の シス テ ムを設定 し,個 々別 々に デー タを管理 す る。 これ は,我 々の主 張

す る計 画 業 務 の た め のサ ポー ト ・シ ステ ム の よ うに,完 全 に コ ンパ イ ラ言

語 とは離 れ た と ころ に使 用者 との接 点 を求 めて もよい し,機 能 別 に設 定 さ

れ た ユ ー テ ィ リテ ィ ・サ ブプ ログ ラ ムを設 定 し,そ れ を ある コ ンパ イ ラ言

語 に よっ て使 用 す る よ うに記述 す る方法 で も よい。 要点 は,デ ー タの処 理

を含 め た システ ムを少 数 作 るこ とで ある。 そ して,そ れ に対 応 して デ ー タ ・

ベ ー ス を設 定す るこ とで あ るo

(4)こ の よ うに分 離(グ ル ー ピン グ)す るだ め の基 準 は 次 の とお りで あ る。

デ ー タの ア クセ ス ・モー ドお よび デ ータの表 現 形 式,全 デ ー タを利 用 す る

か,全 デ ー タにつ い て利 用 す る可能 性 はあ るが,つ ま り どの デ ー タを利 用

す るか は わ か らない が,一 部 の デ ー タ しか便 用 しない ものへ の 分離,デ ー

タ処理 の 特徴,つ ま り どの よ うな内 容 のデ ー タ処理 が行 われ るか,こ の3

つ で あ る。 基 準 が この よ うに 複数 個 あ って も実 際に は これ が結 果 的 に 一 致

す る ので あ る。

(5)全 デ ー タを利 用 す る か,全 デ ー タを利 用 す る可能 性 は あ るが,結 果 的 に

一 部 のデ ー タ しか利 用 しない か ,と い うの は ど うい うこ とか。 例 え ば,多

品 種生 産 会 社 に お け る部 品構 成表 は 約10万 の部 品 に つい て,そ れ ぞ れ工 程

が あ り,そ の内容,例 え ば,原 料,時 間等 が明 示 さ れ てい る。 こ の10万 の

全 部 品 に つ い て,も っ と も詳 細 な形 で デ ー タを参 照 す る とい うこ とは ない。

なぜ な らそ の よ うな こ とは物 理 的 に不 可能 だか らで あ る。 しか し,あ る部

品 の グ ル ー プに つ い て は,こ の よ うな形 でデ ー タを参 照 す るこ とは あ る。

例 え ば,設 計 変更 の場 合 や後 述 す る よ うなあ る注 目 してい る部 品 の原価 を

調 べ る場'合で あるoそ れ が どの 部 品 で ある かはoか らない。 これ とは別 に,

ほ ん と うに全 デ ー タ を必 要 とす る もの もあ る。 原料,材 料の 発 注 計 算 や原

価 計算 で ある。 た だ し,こ の場 合,そ れ らは 各 部品 別 に詳 細 な形 で必 要 は

な い し,無 意 味 で あ るoた だ,各 部 品別 に必要 な こ とが全 くない わ け では
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(6)も っ と も詳 細 な形 で 記録 してk・け ば,そ れ を利 用 す るこ とに より全 て の

デ ー タが 生 成 で きるか とい うと,そ れ は で きない。 実 際 の処 理 時 間 か ら し

て で きない の は,論 理 的 に可 能 で あ って もやは りで きない とい うべ きで あ

る。 した が って,複 数 個 の デ ー タ ・ベ ース を設 定 しな くて は な らない。 デ

ー タの追 加 ,削 除,値 の更 新 等 入力 時点 に おい ては単 一 のデ ー タ ・エ ン ト

リーで ある こ とが望 ま しい こ とは明 らか で ある。 これ は もっ と も詳 細 な形

の デ ー タで な くて は な らないoも っ と も詳 細 な形 で記録 して い る デ ー タ ・

ベ ース だ け に記録 し直 し,そ の新 しい デー タに 限 って,他 の デ ー タ ・ベ ー

ス を作 り替 える こ と も考 え られ るが.こ れ は 処理 効 率 が悪 い。 そ の理 由は

適 用実 体 間 の構 造 が 複雑 なた め,ア クセス 日数 が 多 くな る か らで あ る。 そ

れ故,別 々の(数 個 の)デ ー タ ・ベ ース に対 して,1つ の エ ン ト リーされ

た デ ー タを基 に別 々の 方法 で操 作 してお くこ とが望 ま しい こ とに な る。

(7)デ ー タの ア クセ ス ・モー ドお よび表 現形 式 とは,参 照 す るデ ー タの軸 が

適 用 実体 かITEMか とい う違 い で あ る。 後 者 の場合,配 列 を用 い て表現

す るの が適 合 す るo

(8)処 理 内容 の違 い は,計 算 処理 の複 雑 さ とい え よ う。 特 に 出力 中心 で,単

純 な計 算,例 え ば 合計 値 の計算 等 と諸 々の 分析 や シ ミュ レー シ ョ ン等 の違

い で あ る。

(9)以 上 説 明 して きftよ うに,単 一 デ ー タ ・ベ ー スで もな く,目 的 別 デ ー タ

群 で もない,3つ の基 準 に よるデ ー タ ・ベ ー ス と処理 シ ステ ム(デ ー タ管

理 だ け で な く他 の重 要 な機 能 を含 め る)を 設 定 す る。 この 間 の デ ー タは 論

理 的 に整 合 して い る た め,「 重 複 」 してい る とい える か も しれ ない。 そ れ

で 良い の で あ る。 た だ し,具 体 的操 作 に よって,デ ー タ ・ベ ース相 互 間 の

デ ー タの転 送 は しな い。 全 ての デ ー タは必 要 で あれ ば もっ と も詳細 な形 で

参 照 で きるが,そ の よ うな こ とは デ ー タの サ イ ズに比較 して頻 度 は 小 さ い

とい う予 想 を た て るの は 間違 っ てい ない は ず で あ る。

ある程 度 ま とめ られ た形 で記 録 してい る デ ー タは そ の限 りで,詳 細 な形

で記録 され て い るデ ー タ と内容 的 に 整 合性 が あ る。 しか も,操 作可 能性 と
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い う点 で はす ぐれ て い る。 この た め,過 去 の デー タの蓄 積,将 来 の予 想 さ

れ る情 報 を表 現 した デ ー タ の生 成等,経 営の 意 思決 定 の た め に欠 かせ ない

デ ー タの利 用 が可 能 とな る。
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4.ア イ シ ン精機(株)に お け るMDSの 適 用事 例
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4.ア イ シ ン精 機 ㈱ に お け るMDSの 適 用 事 例

4.1は じ め に

4.1.1当 社 の 概 要

当社 は,ト ヨタ ・グ ル ー プの一 員 と して,自 動 車 部 品 を主 体 と し,そ の他

に家庭 用 機 器 の製 造 と販 売 を行 っ て い る。

現在 の 事 業 規模

資 本 金 約54億 円

売 上 高 約1400億 円(51年)

人
.員 約7000入

主 な 扱 い 製 品

自 動 車 部 品:ピ ス トン,ク ラッチ,ト ラン ス ミッシ ョン,

フ レ ーキ,ド ア ロ ック ,モ ール デ ィン グ,

ドア フレ ー ム等

家 庭 用 機 器:家 庭 用 ミシ ン,毛 糸 編 機 ベ ッ ド,工 業 用 ミシ ン

等

また・ 組織 は・ 事業 部制 を とって お り・製 品 別 に,自 動 車 部 品 事 業 部 ,

家 庭 用機 器 事 業部,及 び専 用 機 と型 を製 造 す る工 機 事業 部 とに分 れ
,そ の他

に・ 海 外事 業(輸 出業 務 を 含 む)を 担 当 す る国 際 事業部 と
,研 究 開発 を担 う

技術 開発 研 究所 が あ る。(図4-1参 照)
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器
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自
動
車
部
品
事
業
部

図4-1組 織 図

4.1.2当 社 にお け る経 営計 画 プ ロセ ス

当社 に おい ては,5ケ 年 を区 切 り と して,sE後 の ある べ き姿 を"ビ ジ ョ

ン"と して明 示 し,そ れ に も とつい た長期 経 営 計 画 を策 定 し,そ れ を基幹 と

して経営 諸 活動 を 展 開 してい る。

具 体 的 には 毎 年 痩 始 めに策 定 され る年度 の会 社 方 針 と,そ れ に もとつ い た

部 門別 業務 実 施 計 画 と利益 計画 ・予算 に よっ て計 画 ・管 理 され てい る。 そ れ

らの実 施結 果 の評 価 は,ひ とつ には,決 算 とい う形 で行 われ る財務的 評 価 で

あb,も うひ とつ は,業 務 の決 算 とい うこ と で・午2回 半 期終 了毎 に・ 業 務

実施 状況 を監査 す る 全社 監 査 に よる部 門 全般 にわ た る経 営 活動 の評 価 で あ る。

そ の体 系 は 図4-2に 示 す 通 りで ある。

計 画 は全 て,事 業 部 別 に展 開 され,フ ナ ロー され るの で あ るが,当 社 は・

夫 々の 事業 部 が異 な っ た業種 を かXえ,し か もそ の規 模 には か なbの 差 が あ

るため,全 体 的 な計 画 ・.管理 に はか な りの 困難 さ が伴 う。

ま た一 方 で は,主 と して 自動 車 メー カを得 意先 とす る 自動 車部 品事業 で あ

り,他 方 で は,一 般 消 費者 を対 象 とす る家 庭 用機器 事 業 で あ あ る。

■

、
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特 に,自 動 車部 におい ては,そ の扱 い 製 品 は多 岐 に わた り,そ の種類 は 約

数 千 点 もあ り,そ れ らが5工 場 に分 かれ て 生 産 され,工 場 間 相互 の内 部取 引

も行 われ てk・り,更 に,300社 近 い.外注 仕 入 先 を かか え て い る とい っ た複 雑 な

体 系 となっ てい る。

この様 な背景 の も とに,自 動車 部 品 につい ては,得 意 先 の生 産計 画 を ベ ー

ス に して,当 社 の製 品 ・部 品 へ と展 開 し,そ れ に もとつい た発 注 及 び生 産計

画 が組 まれ,併 せ て,要 員計 画,設 備 計 画 等諸 活動 計 画 へ展 開 さ れ る。

家庭 用 機器 に つい ては,当 社 との グル ー プ会社 となっ てい る販 売 会社,あ

るい は主 要 得 意先 か ら くる発 注(当 社 へ の)計 画 と,自 社 の直 売 部 門 が つ く

る販 売計 画 とに より,生 産 及 び 発注 計 画 が つ くられ る。

個 々の計 画 には い ろ い ろ あ るが,以 下,全 体 の概要 を説 明 す る に あ た り,

長期 経 営計 画 を例 に とっ て み る と,図4-3に 示す様 な計 画体 系 と なっ て い

るo

その 際,財 務 数値 面 の検討 及 び計 画組 み を支 援 す る もの として,財 務 シ ミュ

レー シ ョン ・モ デ ルを作 り,活 用 してい るが,そ の概 略 につい て以 下 に説 明

す る。

まず,売 上 高 予 測 あ るい は売上 高 計 画 に もとつい た展開 が 基 本 とな っ てい

る。 つ ま り,あ る一 定 の売上 高 に対 し種 々の政 策変 数 を決 め,そ の結 果 得 ら

れ る予想 貸 借 対 照 表 及 び損益 計 算 書 と,そ れ に もとつい た 主要 な経 営 指 標 を

算 出 し,政 策 変 数 を組 合せ 種 々の ケ ース の想定 結 果 をみ る。 この シ ス テ ム

(モ デ ム)の 概要 は 図4-4に 示 す様 に,い くつ かの モ ジュ ール に分 れ てお

り,夫 々 に対 して,先 決値 あるい は 政 策変 数 を イン プ ッ トして計 算 す る よ う

に なっ てい る。 中 に は,十 分 モ デ ル化 す るま で に至 っ てい ない モ ジ ュ ール も

あるが,一 応 財 務計 算 が一 括 して で きる様 に なって い る。

ま た,こ の モ デ ル は;当 社 の組 織 形 態 に合 せ て イン プ ッ ト及び ア ウ トブ ッ

・で き,各 事 業部 ・工 場 別 の数 働 ・把握 で きる様 ぱ っ てい る・ そ の た め に

事 業 部 が夫 々各 自で政 策 変 数 を イ ンプ ッ トし,自 分達 の望 む計 画 づ く りを 全
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◆

体 との バ ランス の 中 で模 索 し,煮 詰 め る こ とが で き る。

しか し,ま だ十 分 満 足で きるほ ど柔 軟性 を持 った モデル に なっ てお らず,

部 門 別 ・工 場 別 の一 通 りの 政 策変 数 が そ ろ わない と計 算 で きな い こ と もあ り,

各 事 業部 単独 での 試算 とか,会 社 全体 の マク ロ試 算 につい て は,あ る程 度 の

工 夫 が 必要 で あ り,若 干 使 い難 い モデ ル に なっ てい る。 また,各 事 業 内容 の

違 い に よ り,い ろい ろそ の計 算 ロ ジ ック も異 なっ た方 が 良い と思 わ れ る面 も

あ るが,そ れ らには必 ず し も十 分 対 応 し尽 してい ない 面 もあ る。 更に は,計

画策 定 の際 に行 わ れ る 目標 設 定 に もとつい た 目標 指 向的 な計 算 に は 不 向 きで

あ る。

以 上 の如 く,ま だ まだ 多 くの改善 を要 す る点 をかXえ てい るが,我 々 と し

て も,こ れ らに 一層,科 学 的 手法 を用い た分析 ・予測 を織 り込 み,よ り柔 軟

性 を持 っ た改善 モ デ ルを研 究 中で あ るo

MDSは この よ うな計 画 策 定 プ ロセ ス を支 援 す る有効 な シ ステ ム と考 え ら

れ,当 社 におい て は今 後,MDSを 前 提 と した経 営 計画 シ ステ ムの 開 発 を進

め て い きたい と考え てい る。

しか し,何 分 に もMDSは まだ新 しい シス テ ム概 念 で あ り,当 社 に あっ て

もな じみ が薄 い ため,と り あえず,計 画 プ ロセ スが 比較 的 明瞭 で,デ ー タ も

整 っ てい る 「短 期 利 益予 測 シ ステ ム 」を対 象 に したシ ステ ム開 発 を手 掛 け る

こ とに した。

■
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4.2短 期 利 益 予 測

4.2.1短 期 利 益予 測 システ ム 導 入 の背景

高度 成 長 時代 か ら低 成 長 時代 へ の移 行 に伴 な い,企 業環 境 は 著 し く変 化 し

っ つ あ り,し た がっ て 企業 の安 定 した 利益 確保 を図 る為 に は,従 来 の 予算 管

理 だ け で 対処 す る事 は もは や 困難 で あ る と考え られ る。

即 ち,現 状 の予算 管理 に おい て,短 期 的 な ア ク シ ョン に結 び つ け る情報 と

しては,当 初 策 定 した利益 計 画 ・予 算 以外 に 月度 損益 実 績情 報 が あ るが,当

月 の実 績 は 翌 月 中旬 で ない と把 握 出来 ない 状態 で あ り,し た が っ て事 前 に手

を打 つ情報 と しては不 十 分 で あ る とい え る。

そ こで 情勢 の変 化 を迅 速 に把 握 し,当 初 策定 した 目標 利益 に 及ぼ す 変 動要

因 及 び利益 影響 度 合 を予 測 す る事 に より,タ イ ム リーに トップに報 告 し,事

前 に 目標利益 確保 の為 に手 を打 つ体 制 を つ くる こ とが早 急 に必 要 と なる。

この様 な 状況 の 下で,現 状 の予 算管 理 をサ ポ ー トす る もの と して,「 利益

予 測 シ ステ ム 」を検 討 し導入 を図 っ た訳 で ある。

●

4.2.2短 期 利益 予 測 シ ステ ム

(1)位 置 づけ 及び 役 割

当 社 にお け る予算 管 理 シス テ ム と短 期 利益 予 測 シス テ ムあ 関連 は図4-

5の 通 りで あるが,以 下 そ の概要 に つい て説 明す るo

まず初 め に現 状 の 予算 管理(利 益 管 理)に つい てで あるが,長 期経 営 計

画 か ら展 開 され た年度 会 社 方 針 及 び トップか ら出 さ れ る必要 利益 に も とづ

き,当 該 期 間 の環=境動 向 を 踏 まえ た 当社 の見 通 し(予 想損 益)等 を勘 案 し

て,総 合 企 画 室(以 下 当室 とい う)で 当 該期 間 の 目標 利益(事 業 部 単位)

並 びに 予算 編 成 方針 を立 案 し,ト ップの 承 認 を得 て各 部 門 に通 達 す る。 こ

れ 等 の 目標利 益 並 び に予 算 編成 方 成 方 針 に従 い各 部 門 で予 算 編成 が行 なわ

れ,予 算 調 整 会議 におい て調 整,決 定 され をo次 に決定 され た 予算 に も と

づ き各 部 門 活動 が 始 ま るが,そ の フ ォ ロー と して管 理 資料 と月産 と期間 単

■
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位 に,当 室 で(利 益 計 画 実績 対 比表 と各 部経 費 予算 実 績 対 比表)作 成 し,

そ の差異 要 因 と併 せ て トッ プ並 び に各 部 門 に報 告 す る。 トップは報 告 資料

に も とづ き総 合 評 価 をす る と共 に,各 部 門 へ の対 策 指示 を行 な う。 一 方 各

部 門 に おい て も独 自 に予 算実 績 差 異 分析 を行 ない,指 示 と併 せ て改善 措 置

を 取 る。

以 上 が当 社 にお け る予 算 管理 の概 要 で あ るが,短 期 利益 予測 シ ス テ ムは,

この様 な予 算 管理 シス テ ム を より情 勢 の変 化 に柔 軟 に 対応 させ て行 く為 の

トップ情報 シ ス テ ム と して位 置 づ け られ る。

次 に短 期 利 益 予 測 シス テ ムの基 本 的 な役割 と しては,情 勢 の変化(当 初

利 益 計 画 ・予 算 を策 定 した 状況 か らの変 化 を意 味 し,得 意先 の生産 台 数 の

変 動 に よる売上 高 の変動 及 び市 況 変動 に伴 な う材 料 費価格 変動 等 を言 う)

を迅 速 に把握 し,的 確 に利益 予 測 を行 ない,変 動要 因 とそ の変 動 に よる利

益 影響 度 及 び 問題 点 を タイ ム リー に報告 す る事 に より,ト ップがそ の情 報

に もとづ き事 前 に 目標 利 益 を確 保 す る為 の対 策 を施 す事 が 出来 る よ うに す

る もの で あ るo

(2)シ ステ ムの 概 要

短 期 利益 予 測 シ ス テ ムに つい て は,図4-6の 通 りで あ るが以 下 概 要 を

説 明 す る。

① 利益 予測 の期 間,報 告 頻 度 及 び対 象

利 益 予 測 は,予 算 期 間(6ケ 月)単 位 と して,原 則 と して毎 月初 め に

取 締 役会 に報告 す る。

② 利益 予測 の 情報 及 び入 手 ル ー ト

利益 予測 にお け る各 情 報 ル ー トは,部 外 情 報(当 室以 外 か らの情 報)

と部 内情 報(当 室 内 に ある情 報)に 大 別 され る。

。 部 外 情 報

・ 得 意先 別 生産 台 数 生産 管 理 部

・ 得 意先 別 売上 高 営 業 部
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図4-6短 期 利益 予 測 シス テ ム
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・ 材料 費価格変動他 購 買 部

・ 人 件 費 人 事 部

・ 経 費(間 接管理費用) .経 理 部

・ 営業外収支 ・特別損益 経 理 部

。 部 内 情 報

・ 得意先別売上高 の実績及 び当期計画

・ 材料費及 びその他 比例 費の実績比率 と当期計画比率

・ 人件費の実績及 び当期 計画

・ 経 費(直 接管理費用)の 実績,当 期計画及 び当期予定外発生 費用

・ 営業外収支,特 別損益 の当期計画

③ 項 目 別 予 測

上記各情報に もとづ き,次 の ごとく当室 にて項 目別に予測す る。

④ 売 上 高 予 測

得意先別生産台数及 びその他得意先別売上高情報 により月産実績 を

勘案 して算定 す る。

◎ 比 例 費 予 測

主要材料 費,副 資材費,比 例経費,発 送 費等 について前期実績 比率

をベースに当期 の価格変動情報 を勘案 して算定するo

◎ 人 件 費 予 測

直接工の残業賃金 につい ては,要 員計画情報 にもとづ き総工数 を求

め算定する。又,そ の他 人件 費については,人 件費情報 に もとづ き一

人当り人件 費を求 め算定する。

o経 費 予 測

減価償却費,租 税 公課,保 険料等 の間接管理費用については,経 理

部の情報 に もとつ く。 又それ以外の直接管理 費用 につい ては.計 画 を

ベースに過去 の実績 を勘案 して予測する。
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㊧ 営 業外 収 支 ・特別 損 益

経 理 部 に よる当 期 計画 の見 直 し情 報 に もとつ く。

④ 予想 損益 計 算 書 の 作 成及 び差 異 分析

各 項 目別予 測 に も とづ き事 業 部 別予 想 損益 計 算 書 を作成 す る。

また,当 期 利 益 計 画 と予 想 損益 の差 異 分析 を行 な い予 想 損益 の検 証 を

す る と共 に,変 動 要 因 及 び問 題 点 を明確 にす る。(尚 毎 月報 告 してい る

為 に 前 回 と今回 の予 想 差異 分 析 も行 な う)

⑤ 報 告 資料 及 び トップへ の報 告

当期 利益 計 画 と事 業部 別 予 想 損益 の差 異 及 び前 回 と今 回 の 予想 の差異

要 因 を図4-7の 通 り報 告 す る。

⑥ トップの対 応 策 指示 及 び部 門 活動

トップは上 記 報 告 に も とづ き対 応 策 を各部 門 に指示 し,各 部門 活動 に

反 映 す る。

対 策 指示 が 各 部 門 で どの 程 度達 成 され た か を次 の 予測時 点 で確 認 し報

告 す る。

⑦ 利 益 計画 ・予算 の修 正

外 部環 境 要 因(オ イ ル シ ョ ックの よ うな経 済変 動 に よる得 意 先先 走 計

画 の 大 巾な修正 等)に よ り,当 初 目標 利益 を修 正 せ ざ る を得 ない と トッ

プが 判断 した場 合 は,当 室 に て修 正 利益 計画 ・予算 を立 案 し,ト ップの

承 認 を得 て各部 門へ 通達 す る。

◆

4.2.3現 在 かか え て い る問 題

今 まで 説 明 して きた よ うに,短 期 利 益 予 測 シス テムは,当 社 に おい て今 後

さ らに そ の 役割 が重 要 視 され てい るもの と思われるが,現 在は まだ十 分 に活用

さ れる に 至 ってい な いo次 にそ の 問題 点 を列挙 しなが らMDSと の対応 を考

え てみ るo
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図4-7ト ッ プ報 告 資 料
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●

●

(1)情 報 処 理 に 時 間が かsる 。

現 在 の シ ス テ ムは,一 部 を除 い て手 計算 で 拾 こなわ れ て お り,し か も,

部 外 情報 が 多 くそ の 結果,情 報 処 理に 時 間 が かxり,タ イ ム リー な情 報 供

給 が で きないo

(2)政 策(代 替案)険 討 の手 段 が ない。

現 在 の シ ステ ムで は トップへ の報 告 と して 「利益 の予 想 」 と「変動要 因 」

を明 示 し,ト ップは そ れ に よっ て対応 策 を 指定 す る こと に なる が,こ れ ら

の政 策(代 替 案)の 効果 を数量 的 に把 握 で きる ため の モデ ル分 析(What

-ifシ ミュレ ー シ ョン)が なされ てい ない。

(3)ト ップ へ の情 報 に弾 力性 が ない。

現 在 の シ ス テ ムで は,あ る定 め られ た 内容 と形式 の報告 が なされ てい る

わけ だが,ト ップへ の プ レ ゼン テ ー シ ョン と して,グ ラフや 図表 あ るい は

例外 的 な事 項 に対 す る コ メ ン トな ど,弾 力的 な情報 供 給 が望 まれ る。

(4)予 測 精度 を あげ る ことが 必要。

手 計 算 に頼 っ てい る現在 の シ ス テ ムでは 先 に述べ た 通 り情 報 処 理 に時 間

が かか り,そ の結 果 や りたい と思 っ てい て も時 間的 に やれ ない 分析 や計 算

も多 い。

今 後 は,情 報処 理 時間 を短 縮 す る こ とに よっ て,本 来 時 間 をか け ね ば な

ない 分 析 に時間 をか け,予 測 精度 を あげ る必要 があ る。

上 記の問題点は,こ の 「短 期利 益 予測 シ ス テ ム」をMDSに の せ る こ とに よ

っ て解 決 され る ことが 予想 され るo

す なわ ち,シ ステムを コ ン ピ ュ ー タ に のせ る こ とに よる情報 処 理 時 間 の 大

幅 な短縮 と同時に,政 策 変 数 を変 え て のWhat-ifシ ミ ュレーション が 容 易 と

な る。 さ らに,MDSに 備 え られ た機 能 と して,多 種 多 様 の ア ウ ト ・トップ

の 表現 形 式 が可能 とな り,分 析 手 法 も簡 単 な コマ ン ドで使 い こ なす こ とが 出

来 るわ け で あ る。
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4.3短 期 利 益 予 測 シ ス テ ム へ の 適 用 例

4.3.1短 期 利益 予 測 モ デル

(1)モ デ ル の 概 要

モ デ ルの 構成 を大別 す る と① 予 測 デ ータの 収集② デ ータ の計 算 手 順③ 予

想 損益 計算 書 の作 成 に分け られ る。 これ らの手 順 の概 要 を項 目別 に説 明 す

るo

① 予 測 デ ー タの収 集

予 測 デ ー タに は,他 部 署 か ら入 手 す る部 外 情報 と当 室 が把 握 してい る

全般 的原 価 情報 と しての部 内情 報 が あ るが,こ こで い うデ ー タの収 集 と

は,部 外 情 報 につ い てで あ るoこ の部 外 情報 の精 度 が,利 益 予 測 の精 度

の決め手 となるの℃ 我 々が 最 も関心 を払 っ てい る部 分 で もあ る。 そ の 中

で 最 も重 要視 され るのは,外 部 の 売上 高 予 測 情報 で あ る。 現 在 当社 は,

4事 業 部 に分 かれ て お り,夫 々 の営業 担 当部 門 が,毎 月 予算 期 間(6ケ

月)の 売上 高 を予 測 して,当 室 へ 報告 して い る。 予 測 方法 は,各 事 業 部

の 販 売形 態 に よb異 な るが,一 例 と して,受 注生 産 方 式 を主体 とす るA

事 業 部 の 予測 方法 を説 明 す る と,そ の予 測 の大 半 は,得 意 先 か らの 内示

情報 に もとつい てい る。 即 ち得 意先 か ら2ケ 月～3ケ 月先 迄 の 生産 依 頼

が 内示 され る と.当 社 と して は 、EDP処 理 に よb金 額 換 算 等 を行 ない

売上 高 の 予測値 を算 定 す る。 内示 以 降 の各 月 の予測 は,当 初 の販 売計 画

を ベ ース に,そ れ以 後 の 各得 意 先 動 向,或 は業 界動 向等 の情 勢 変 動 を織

込 ん で 算定 してい る。(図4-8参 照)

次 に重 要 な部外 情 報 と しては 材料 の価 格 変 動情 報 が あ る。 オ イル シ ョ

ック以 降 毎年 の様 に高騰 してい る原 材料 は,そ の影 響 の大 きさ か ら言 っ

て も常 に注 目す べ き情報 で あ る。 原 材 料 は 当社 の場 合 購 買部 が集 中購 買

してお り,予 測 に際 しては,価 格 ・数 量 共 両 面 の変 動 を把握 す る こ とに

よっ て,全 社 の 影響 額 を算定 して い る。 そ の 他 に,A事 業部 の直接 工3

ケ 月要 員 計 画 に も とつ く,人 員 ・残 業時 間 の予 測 と経 理 部 か ら くる減 価
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図4-8売 上 高 予測 の概要 図(A事 業 部)
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償却 費 ・租税 公 課 ・保 険 料 ・営 業外 収 支 ・特 別 損益 等 の期 間 予 測情 報 が

ある。

② デ ー タ の計 算 手 順

入 手 した予測 デ ー タ を加 工 す る手順 は,売 上 生 産 高 計算,比 例 費計 算,

固定 費計 算 に区 分 して行 なっ てい る。 売 上 生産 高 とは,期 間 の生 産 規模

を表 わす もの で あ り,損 益 の 項 目でみ る と,売 上 高 ・社 内振 替 高(出)・

他勘 定 振 替 高 ・製 品 増減 の合 計 で あ るo

夫 々の 計 算方 法 と して,売 上 高 は,事 業 部 別 の売 上 高 予測 を用 い,社

内工 場間 或 は 事 業 部間 の 内部 振 替 高 は,一 定 の 振替 高 計 算 方 式 に よっ て

算 出 され る。

又,他 勘 定振 替 高,製 品増 減 に つい て は,実 績 ・計 画 ・各 事業 部 の 予

測 に より,ケ ー ス ・バ イ ・ケ ース で予測 してい る。 次 に比例 費 は,売 上

生 産高 に対 して 直接 影響 を うける材 料 費,副 資材 費,比 例 製造 経 費,発

送 費 な どの各 費 目で構 成 され て お り,計 算 方法 として は,前 期 実 績 の対

売 上 生産 高 の正 味比 率 で算定 して い る。 正 味比率 とは,前 期 中に お ける

価格変 動 を除 外 した 費用 を,同 じ く売 価変 動 を除 い た正 味 売上 生 産 高 で

割 っ た 比率 で あ る。 そ して計算 さ れ た正味 比例 費 に,前 期 価格 変 動 の影

響額 及 び 購 買部 か ら入 手 した,当 期価 格変 動 を プラス した もの が,予 想

比 例 費で あ るo(表4-1参 照)

表4-1価 格 変 動 の 推移(数 量 は月 々同 じ と仮定)

前 期 実 績 当 期 予 想

10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

前 期
値上 り

0 0 0 20 30 40 90 40 40 40 40 40 40 240

当 期
値上 り 0 0 20 20 30 30 100

合 計 0 0 0 20 30 40 90 40 40 60 60 70 70 340

前期 価 格変 動 の影 響額 ・=240当 期 価格 変 動=100
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固 定 費計 算 で 扱 う費 目は,人 件 費 ・経 費 ・営業 外 収 支 ・特 別 損益 を対

象 に してい る。 人件 費 の 予測 は,人 員 に 比例 する 費用 と,そ れ以 外 の 副

賞 とに 分 け られ る。 そ して算 定 方 法 も次 の様 に分 か れ てい る。 前 者 は,

現在 の人 員を ス ライ ドさせ る こ と に よっ て お さえ,当 初 計 画賃 率 或 は実

績 賃 率 を掛 け て算 定 す る が,後 者 は,各 種 要 素 に層別(科 目別 ・部 門別

・目的別 等)に された過 去 の実 績 デ ー タ と,当 初の計 画 デ ータ と を比較 ・

分 析 して,そ の妥 当性 をみ なが ら,科 目別 予測 値 を決 め て い る。

こ の他 に,直 接 工 の残 業 賃金 を予 測 して いるo先 ず 各 工 場別 の総 必 要

工 数 を算定 す る。 これ は得 意 先 の 内示計 画 に もとつい て算 定 された 直 接

工3ケ 月要 員計画 をベ ース に,得 意 先 の生 産 数 伸率 ある い は 売上 生 産 伸

率 に よb,3ケ 月先 以 降 の 予測値 を月 別 に 求 め る。 次 に所 定 工 数 を,

(人 員 ×稼 動 日数 × 出勤率 ×1日 当 り稼 動 時 間)で 算 定 し,工 数 低減 を

(総 必 要 工数 ×工 数 低減 率)で 算 定 して,両 者 を総 必 要 工 数 か ら除 け ば,

必 要 残 業 時 間が 算 出 され る。 残業 賃 金 は,残 業時 間 に実 績 価,或 は計 画

の 賃 率 を掛 け て算定 す る。

経 費は,各 部 門 で管 理 す る直接 管 理 費用 と,そ れ以外 の 間接 管理 費 用

に分 け られ,夫 々予測 方法 も,次 の2つ に分 かれ てい る。 前者 は,人 件

費 の 副 費 と同 じ く,過 去 の実 績 及 び当 期計 画 の層 別 され た デ ー タを使 う

方法 で あ る。 又 後 者 につい て は,費 用 の主 管 部署 で あ る経 理 部 に,予 測

を依 頼 して い る。

③ 予 想損 益 計算 書 の作 成

こ こで の処 理 は,事 業 部 別 に 算定 した 売上 生 産 高,比 例 費,固 定 費 を

予 想損 益 計 算 書 に 展開 す る と共 に,各 事 業部 を集約 した 全社 の予 想 損 益

計 算 書 の作 成 を行 な う。(図4-9参 照)
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図4-9短 期 利 益 予測 モ デ ルの概 要 図

一94一

命

'

◎



■

●

4.3.2MDSコ マ ン ド記 入 例

川 モ デ ル の構 成

MDSに もと つい て 「短 期 利益 予 測 システ ム 」を シス テ ム化 してい くた

め に,ま ず 最 初 の ス テ ップ と して,現 行 の 予測 手順 を モ デ ル化 す る こ とに

した。 た だ 現行 の シス テ ムは計 算 の手順 が す で に算 式 に表 現 され てい る も

の の,損 益 計 算 書 作 成 の部分 につ い ては 算 式 は作 られ てい ない の で,モ デ

ル化 の手 順 と しては,ま ず損 益計 算 書 の各 項 目を求 め る算 式 を設 定 し,そ

れ を 出発 点 と して 順 次,計 算 の手順,イ ンプ ッ ト ・デ ー タへ とさ か のぼ る

方 針 を とっ た。

さ て,損 益 計 算書 は 次 の よ うな形 式 になっ てお り,各 項 目を計 算 する算

式 は以 下 の通 りで あ る。 算 式 中 で()で 示 され てい る項 目は 部 外 か らの

イ ンプ ッ ト ・デ ー タ で あ る。

■

万度 利 益 予 損

前 期 実 績 当 期 予 想

正 味 価格変動 計 正 味 価格変動 計

売
上
生
産
高

外 部 売 上 高

社内振替高(出)

他勘定振替高

製 品 増 減

合 計

比

例

費

主 要 材 料 費

副 資 材

比 例 労 務 費

比 例 経 費
!〔 ＼↓ ～ へ_'～'～ '、 ン＼' '>>『 ＼↓/V＼ レ/V ∨ )∨)/VV)＼

図4-10損 益 作成 様 式
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例 え ば,

予 想正 味 比例 費=予 想 正 味 売上 生産 高x前 期 正味 比例 費 率

前期 正味 比例 費率=前 期 正 味 比 例費/前 期 正 味 売上 生産 高

前期 正 味比 例 費=(前 期比 例 費)一(前 期 価格 変 動)

予想 正味 売 上 生 産 高=(予 想 売 上 生 産高)一(予 想 価 格 変動)

前期正 味 売 上生 産 高=(前 期売 上 生 産 高)一(前 期 価 格 変 動)

とい う具 合 に展関 し,最 終 的 には式 の右 辺 が,全 て イ ン プ ッ トレベ ル

(川 で示す)に な るま で に した。 次 に これ らの 計 算 式 を コマ ン ド記入 形 式

にな る様,各 項 目夫 々に.レ コー ド名 と して の ネ ー ミング を行 っ た。

(2)ネ ー ミ ン グ

MDSで 指定 す る レ コー ド名 は8桁 以 内の英 数 字 に よる表 現 に限 る とい

う規 則 に従 い 命 名 した。 こ こで は なるべ く短 か い文 字 で且 つ 意 味 が解 る よ

うに配慮 してい るo

(例)

。 売 .上 高URIAGE

o正 味 予想 比例 費NEHlR

(NET-HIREIHIの 略)

。 正味 比 例 費 率NEHlRRl

(NET-HIREIHI.-RITUの 略)

。 当期 新規 値 上 り

。 前期 影 響値 上 り

(SLIDE-UPの 略)

。 当期 新 規 合 理 化

。 前期 影 響 合 理 化

(3)マ トリッ クス の 設定

UP

SLUP

DW(DOWNの 略)

SLDW

次 に,デ ー タの 表現 形 式 を決 め るため に,マ トリ ックス表 に よる整理 を

行 なっ た。 つ ま り,こ れ は デ ータの イ ンプ ッ ト及 び計 算結 果 の表 現形 式 を
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設 定 す る もの で あ る。 こ こで は計 算 式 を簡 潔 にす る事 ル最終 の損 益 計 算 書

へ結 びつ き易 い表 現 に な る事 を考 慮 した。 例 え ば,売 上 高 予測 の場 合 は 次

の様 に な る。

〔例 〕 売 上 高 予 測

<URIAGE>事 業別当期売上高

(15×7)

JIGYOBU

NEN-GETU

→
(JIBU)一 一一一ーー一

r唱__一__一(SONOTA)一 一ーー一・一

ZIKO SONOTA GOKEI SHOHIN KOKI KOKUSAI ZEN-SYA

50.10

.11

1

.12

51.Ol

.02

1

.03

.04

.05

.06

.07

.08

1

.09

(10-03)
、

(04-09)

*TOTAI・*

この マ トリック スは 以 降 の計 算 ニ ーズ に もとつい て 設定 され て い る。 即

ち 「事 業 部別 」 は 比 例 費 の 計算 単 価 であ り,か つ損 益 計 算 書 の表 現 単 位 で

もあ る とい う点 を考 慮 したか らで あ る。 「年 月別」 は 比例 費計 算 で 前期 及

び 当期 合計 を使 う事 と直接 工 残 業 時 間 の予 測 を月別 で算 定 す る為 で あ る。

次 に3次 元 の例 を あげ よ う。
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〔例 〕 比 例 費 実 費

/H・R・ ・K・・H・/

/FUKU・ ・ZA・/ /
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

SHUYOZAIRYO /
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

JIGYOBU

NENGETU

一← 一 一 一一(JIBU)一 一ーー一一 r-一 一一(SONOTA) 一

/
/

/
/
レ/

ZIKO SONOTA GOKEI SHOHIN KOKI KOKUSAI

50.10

.ll

.12

51.Ol

.02

.03

1

.04

.05

.06

1

事 業 部別 と年 月 別 の区 分 が必 要 な こ とは売 上 の例 で 明 らか に なっ てい る

が 「費 目別 」 は 主要 材 料 ・副 資材 ・比例 経 費 の計 算 方法 が 同一 で あ るた め

統一 した計 算 式 で 行 なえ る こ とを狙 い に持 っ てい る。

(4)コ ーデ ィ ン グ

さて 以上 の手 順 に 続 い て,い よい よ コー デ ィング(コ マ ン ド作 成)に'入

るo

今 回の コ ーデ ィン グ に際 して使 用 した コ マン ドは

DEFREC

DTSET

DTSETl

RES

-98一
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COMP

RCOMP

WRlTE

PRlNTl

GRAPH

等 の多 岐 に渡 っ てい るが,こ の 中 で使用 頻度 の 多い もの を選 ん で具 体 例

を あげ て み よ う.。

DEFREC,

この コマ ン ドの用 途 は デ ー タの定 義 で ある が,そ の タ イ プに より次 の2

つが あ る。

〔タ イ プ1レ コー ド 〕

これ は マ トリ ック スの 各 次元 の内容 を示 す レ コー ド(指 標)を 登録 す る

もの で,レ コー ド名 称 を8桁 の英 数字 で表 示 す る もの で あ る。 必 要 が あれ

ば更 に4つ 迄 は 同 じ項 目に つい て,違 っ た名 前 をつ け る こ とが で きる。 そ

こで レ コ ー ド名 称 は,意 味 が解b,且 つ簡 明 な名 前 を選 び項 目名 は,4桁

だけ で 意味 を 明確 にす る こ,とは難 しい の で,rNAME」 を使 い最 大 限4

項 目を組 合 せ て意 味 が解 る様 に した。

〔タ イプ2レ コー ド 〕

イ ン プ ッ ト及 び ア ウ トプ ッ トの た め に設定 したマ ト リッ クス の 内容 に つ

い て は,全 て タイ プ2で 登 録 した。 それ以 外 には,他 の計 算 で使 う為 に 残

して置 きた い レ コー ドを登 録 したo

DEFRECを 使 っ て実 際 に コーデ ィング した 例 を次 に示 す。

●
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〔例 〕DEFRECの コ ー デ ィ ン グ
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例 の⑦ が 「タ イ プ1」,④ が 「タ イプ2」 の レ コー ドで あ る。 この 内⑦

の 「タ イプ1」 を例 に して 次 に 「DTSET」 の コマ ン ドの使 い方 を示そ

う。

DTSET

この コマ ン ドの 用途 は,rDEFREC」 に よb指 定 され た レ コー ドへ,

カ ー ドか らデ ー タ(値)を セ ッ トす る こ とで あるoつ ま り項 目の指 標 と し

て表 示 した い文字 と,前 述 の計 算式 の設定 の際 に,'イ ン プ ッ トデ ー タ と し

て()で 囲 ん だ レ コー ドの値 は,全 てrDTSET」 に よ り入 力す る必

要 が あるo

次 に 記述 内容 とア ウ トプ ッ トの概要 を,・ 「DEFREC」 の⑦ の例 で示

そ う。

〔例 〕 パ ンチ デ ー タ様 式
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◆

o

前頁 デ ー タ を80カ ラ ム迄 パ ン チ して,下 記 の 記述 様 式 に よ リ デ 一 夕 を セ

トす る 。

〔例 〕 コ ー デ ィン グ様 式

1環劇1

・isi・T

刀興 一'

軍E・Ti、

下司:
,

1い

(麟 麟1鎚 鷲(lg・91',・i・ft
ib)」・

(、k蝋 興.k(ii^4) 、,iτr倒爆(・ 幽),

'(…(:u .R

(i(i肝Rlk酬oi蝋:'豆
.'1卑 ・・,繍 ・;…1・:

騨紺

ζ1((蹴 翻:蹴;劉:綴 欝灘1
上 記 のHlRKOMOKを み る と,デ ー タ サ イズ が28あ り(1=・1,28),

さ ら に 項 目 が3つ あ る(J=1,3)。 そ して パ ン チ カ ー ド には,4カ ラ ム

単 位 で20個 の 文 字 タ ィ ブ の デ ー タ が 入 っ て い る こ と が 記 述 さ れ て い る。

次 の レ コ ー ドは,HlRKOMOKで 前 と 同 じ名 前 で あ る が 整 数 タ ィ ブ

(2014)の 為,別 に 記 述 して い るo又 項 目名 は1つ し か な い の で,条 件

の 設 定 でJを 項 目4に 指 定 して い る 。 以 上 でHlRKOMOKの 項 目4つ

に つ い て,全 て デ ー タ が セ ッ トさ れ た の で,次 に ア ウ ト プ ッ トを 示 そ う。

HIRKgHρK_NAME及 びNOが 夫 々項 目(ア イ テ

ー」 麺N艇NAM∈ 厘 一一 ム)で あ り,4つ 設 定 さ れ て い る。 そ

SYUYO-ZAiRYO1

し て パ ン チ カ ー ドに 横 に 書 い た デ ー タ
__JIP.PSHA.9_

_,__脚 臼 ∵.3が 縦 に 表 わ れ て い る 様 子 が 見 られ よ う。

ぷ　　ほ ぎ ら

一.-t..・ ・,劇_5. .一.こ の イ メ ー ジ は ・ 最 初 理 解 し 難 い が ・

_一_一_Kε16慣 れ る と 簡 単 に で き る も の で あ る 。

FUKU-SIZAI7

JIDOSHA8

KATEI9

KOUKI

露↓・鳩 ・の声 ち端 綱(煽 樋'

KLE-II.

HIREI-ROHUHI

JIDOSHA

〇

一

-

2

一

(5

.XA工E.T._生_

KOUKI5

KET6
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COMP

繰 り返 しの計 算 が無 い場 合 は 全 てCOMPの コマ ン ドに よ り計 算式 を登

録 す る。 計 算 に使 っ た符 号 は数 式 に よ く現 わ れ る もの と同 じ十,一,*,

/,SIGMAな ど の 記 号 を 使 っ て計 算 式 を組 む事 が で き る。

RCOMP

同 じ計 算 を繰 り返 し行 な う場 合 に この コ マ ン ドを使 う。 つ ま り各 事 業 部,

或 は 年 月別 に 同 じ計算 を したい とい う場 合 等 で あ る。 次 に実際 の具 体 例 に

よ り説 明 し よ う。

〔計 算 例 〕

RCOMP`J=3,6,{1=1,3,NEHIRRIlI,J,=NEHIRJS{1,」)/NFURS`13・J)

』ε8器ll:9;211}:}:;;:i賠:;;≧ 《語:腎:1『1;;1¥ll搬}塩 君一 二i).i
SしUρ{1.J}-SしDW{1・Jハ ◆Hl皇PS ..k;J,1,_..一 ー 一_..__一__一 一,一

9

こ れ は 比 例 費 の 予 測 を,事 業 部 別 に 行 な っ た 例 で あ る が,NEHIR(正

味 比 例 費)の 計 算 式 を み る と,(J=3,6)(1=1,3)の 条 件 が あ り,こ

れ は 同 じ 計 算 を 第3事 業 部 か ら 第6事 業 部 に つ い て お こlttoう と し て い る

こ と を 示 し て い るo

条 件 設 定 の 内 容 を 見 る た め に,各 レ コ ー ド の ア ウ ト プ ッ ト を 示 そ う 。

一.NEHIRL(HKU',JIGYOBU,.、.}

.一一_ごNAH{…__..ZIKuSONT-JI8U-一,5HOK、 一._.一_K□ 《1,一_,.KO卜

1SHUZ　 ぎ エコ モ　 テロ ロ　　 ロ　 　 　 　 グ
　 べ　

二:lll:一…'… ∵ ＼lc'、∴ ∴ ∴ 。二∵ ∵1＼i、
NEHIR(1,J)で1は 縦 の1SHUZ,2FUKU,3HIKE

Jは 横 のZIKO,SONT… … 以 下 を 示 し て い るo

そ して 前 述 の計 算 式 で条 件 が(J==3,6)に な っ て い る の は,Jの1,2

は,こ の 場 合 計 算 の 対 象 と して 必 要 な い 為 で あ る。
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NAME .、

NεURS`NGE,JIGYO8U)

ZIKOSONTJI8USHOK KOKI K

5010 .

.■ ●11

●●12

51.1 ぺ 三:三::ジ三ll驚1::i
●

NEURS(14,J)で1が14に な っ て い る の は,縦 の 年 月 の 合 計(14)

を 使 う 為 で あ るo

NEHIRRIは,NEHIRと マ ト リ ッ ク ス 表 示 の 形 は 同 じ で あ る 。

,一_.._____.__.._一__.N]∈ 」HIl‖R」」H1皇U -._.・JI(…YOBU,._ ._

・NA曜..一__エ 巡LSONT _一..」18USHOK∫OK⊆KOl

L.1SHuz ロ　 ロ ロロ ロ

{2FU、U"
i-
!3HIKE

(5)ア ウ トプ ッ トの概 要

以 上 の 手 順 を経 て,次 の 予想 損益 計 算書 が ア ッ トプ ッ トされ たoこ れ は

行 に損 益 計 算 の項 目を,列 に5つ の事 業部 名 を掲 げ た,い わ ゆ る事 業 部別

予 想損 益 計 算 書 を打 出 した結 果 で あ るo
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..§旦NE{～1 (KOMOKU ,ZENSHA,

NO 1 2 3 4 5

,

UR1 、

AGE

SE1

^」.耳G.Y._...

OBU

.URIA(}E.

.ERl.KAE

KDK .】FR

SAN.SEZAI

URSEIS

REI

HIRE1

SHUZAI

FKUZAI

ROHU旦1

HIKEH .1

HASOHI

KEI

GENKAIR、IEKI

Y

I

G

J

　
ORDMU

JOKEHI

8

一

9

.

O

・

1

2EN、.__._.,・ 』.IPQ__._...._5ヒ{Q}__一_.__)～OＬKj_一._._.」K]ユXり 一..

SHASHAHISAI

叉
;

;

;

二

'
・1

e-YK

じ ＼

、1噺c＼

＼L

＼
、 コ1

/＼cこ1

. ./へ
'し

.
.

♪＼ ⊆,鰍 、..こ ・.^「 、 ㌔

、・
、

㌧.'＼'^'.へ

・''"-』

一一＼ 旦,＼_、q・ ・、.… ・

＼
、 き.ぶ__㌧

・☆ ∵ ＼
.べ ㌔ざ

●

◆

亀
●

.■
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4.3、3MDSモ デル 活 用 に よ るケ ー スス タデ ィ

これ まで の説 明 に ょっ て,従 来 手作 業 でお こなわれ て い た 「短 期 利益予 測

シ ステ ム 」が か な り容 易 に モ デ ル化 された経 緯 が判 っ た と思 う。 モ デル化 が

終 る と次 に,モ デル を 用 い て の各 種 分析 をお こな うこ とに な る。 そ の多 くは,

し(わゆ るrWhat-if」 タイ プの シ ミュ レ ーシ ョン分析 で,モ デ ルに とっ て

外生 的 に,あ るい は 政 策 的 に決 め られ る種 々 の要 因 を変 化 させ た 時 に,そ の

影 響 が ど うあ らわれ るか を,た とえ ば損益 計算 な どの結 果 をみ て判 定 しよ う

とす る もの で あ る。

この 分析 を進 め る具 体 的 な ス テ ップ と して,ま ず,計 画 と予想 との差 異 要

因 を見 つ け だ し,そ の要 因の 大 きい項 目か ら,対 応策 を考 え,そ の結 果,計

画 との差 異 が どの程 度 縮 ま るか を シ ミュ レー シ ョン した。 この プ ロ セス を順

を おっ て説 明す れ ば以 下 の よ うに な る。

ビ

(1)活 用 例

① 差 の 分 析

計 画 と予想 との 差異 要 因 を 明 らか に して 次の対 策 へ結 び つ け る為 利益

に対 す る影 響 度合 を 算定 す るモ デル を設計 した。 要 因 を大 別 す る と売上

高 ・比 例 費 ・固定 費 の3つ で あ る。 個 々の要 因別 に モ デル の 内容 と ア ウ

トプ ッ トの概 要 を説 明 してい きた い。

〔売上 高 の差 異 〕

売 上 高 の差 異 に よる利 益 影 響額 を求 め る には次 の計 算 式 を用 いた。

「売上 高 の差 異 に よ る利 益 影響 額 」

=r売 上 高 の 差 額 」× 「計 画 の限 界 利益率 」

これ は売上 高 が変 動 す れ ば 比例 費 も変動 す る為,計 画 を基 準 に した場

合,売 上 高 の差 額 の内 限 界 利益 率 の分 だ け利益 に影 響 す る とい うこ とで

ある。 これ はMDSコ マ ン ドでは,次 の様 に表現 され る。
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〔例MDSコ マン ド(売 上 高の差異)〕

MegSCURC∈CCMMAr;二1_IS了lr・;・i傘**

3ε ＼メ 寧LAB∈L』5∫oEミ ξTl:ぺs↓ …ゴPERAND.}一

*・OATA-1》:PUT9
'一一`1

CTSξ 〒'一.一'"t《URIKOMOK{1'輌 」}』,'1;i,6∫ 」」=1,3ハ ノ{18A4D

2CC情PPLNOムIS='100φooρ

3CこMPURS∈YOIN{r,2)=A(1もg1,◆B(14,3ハ ◆

3{1ら,5,

ct14,4)+

4'

5.

6

7

已

9

1c

1▲

CO,MP

.寸Cし 傾P

URSεYコIN(1,1,=PLNOAIS

lI=2,5}UR三 …ξycIト1(1,1}=S乙 ト]r:KIP(5,1}

:1CC・Mp

KCCMP

`1ニ2,5,URSEYGIN(1.2,=Sこ 三NξKI`5,1,

{1=2,5)じRS… …YC!NlT,4,ニS.CN・?ITUP{12,1八

八Cd幣P

RCC,MP

只CいIP

Cこrイc

9{1=1
,5DU亘S…iYSIN(1,3,=URS三YうIN{1,2D-U三5∈Y〔 〕IN〔1,1)

`1=こ,ラ)U艮S⊆YOIN《1,5ハ ニURStL-Y⊂11トi(1,3,創 」隅S……YOIN{1,4)110、

(1ニ1,3,UAS≡YCIr;(6,1,=～ICVA{Jニ2,5,{し 「:,S∈iYOIト"J,1,)

し1ぺ5FYこlr;.C㌧,5、,=二1二y☆`t」=ご,5,`し'二 三;Ylこ旦 灯(J,5,,

そ の結 果 は,次 の様 に プ リン トア ウ

〔売上 高 の差 異 〕

N▲HE

NAME

トさ れ るo

URSEYOINlURIKOMOK,URIHIKAKD'L－ 一'.一'..

UR1-GO●Kε1PLAN

XE1▼OSARIEK

'''''''"『t-+l

RIEK

AKYO

1
,1

NAHε

{.NO

ISE.9.trA⇔ 敬

KAKU

1

1,t■ ■◎章章寧傘■

」100SHA.BUH1

KATEI.● ●KIK1

KOUK1・ ●● ・● ●●

2傘 奉■●■■事傘字

3*傘 傘傘宇傘率●傘

傘◎■◎傘●令傘傘

SOKU

2

●■*車*■*卓 奉

◎*牟 ■■亭亭牟●

傘車掌■■寧率事事

硲傘参章章傘章章*

GAKU

3

寧■傘*■ 傘■亭喰

R1了u

6

傘寧牟*亭 亭■傘寧

GAKU

…
54
!

.⑨率傘*寧 傘■亭■

「榊 亨寧⇔"

奉牟亭亭●幸■亭亭

寧■傘■奉●■●*

ドq竺1二:二1;三≡::::

傘*寧 ◎■●●寧ヂ

◎寧傘◎傘中事寧■

事事傘亭傘傘***

奉*亭 主些 」讐 傘 _

寧章*車 中章章章章

傘‡*亭 亭*傘xら■

三む】】 三三竺.口 ⇔ ⇔ 口 字

亭亭*傘 傘噌【■事奉 ●零幸亭亭牟亭亭‡

*傘 奉傘■牟寧】ら*申 事車掌●*車 零*

奉*傘*■ 傘率車牟 ・】ら*章****章 章

∨

これ は,最 終 結 果 と して の売上 高 の差 異 に よる利益 影 響 額 だ け で な く,

計 画 ・予測 ・差 額 ・計 画 の限 界利益 率 を順 に 表示 して,そ の まま計 画 手

順 が 解 る様 に してい るo・

〔比例 費 の差 異 〕

比 例 費 の差 異 に よる利 益 影響 額 を求 め るには 次 の計 算 式 を角 い た。

「比 例 費 の差 異 に よ る利 益 影響 額 」

=「 予 想売 上 高 」×r比 例 費 率 の差 異 」
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これ は,売 上 高 の 変動 以 外 の 要 因 で増 減 した比 例 費 を求 め る もの で ,

計画 を基 準 と した場 合,比 例 費 率 の変 動 分 は,予 想 売 上 高 に対 す る比率

差 分 だけ 利益 に影 響 す る と言 うこ とであ る。 この場 合 もや は り,MDS

コマ ン ドでは 次 の様 に表現 され るo

〔MDSコ マ ン ド(比 例 費の 差 異)〕

■
傘 ・ ト{1ス ∈1-←1".SAξKclsム ♪:. ■

12
「一.幽 一,● ・-r,マ,.

・一 一 一

sc㌃HP
■一 一.「...'.一.'-r {1=乙 ・一⊇)_,]『;.i1εYC1♪{旦 」亙 り 二S・二～ミITUP(6,1 、,

13
●「

1ち
● 一 ー一___.

ミCこ μピ

SCO刈P
-.一,

'一 「－L←7 一 、←.一'`1二 〔㍉1C,hl沃 ピYelN`1
,1,ニ ミCNOITUP`7,1-』 ∫'

{』=13,1旦 ⊥竺」3.∈Y〔 〕1ト:{エマ、1)=SつNぺITUP{㌃,1-11)
15

16 A、.

「一 ・

へCご μρ

:、(二こHP

(1=1三 …',2C}HI=～{…YOIN{1,1,=SONRITU戸i二9'.Y二i6,'← 一 』."『』`''"一"一 一一'

{1二23,26}H:亙 三エglN{1,ユ,=SQNRITUP{10,1-21,

17

1ε
◆ ・ A.

只COMP

RCCMP

一..－A.一_

`1=2,.5)HI只 εYOIN(1,.2,=S〔 〕NRITU{6,1}r-'一'÷"

lI=8,10)HI弐EYOIN`1,2》=SOA]ε ミITU{7,1-6,

19

20

RCO伺P

没CO門P

「..一.r'.,.一.

ほ ・13・15)HIFミ εYCIN{1,2)・ ζ諏 二1'〒り(S.ト11D.‥

」:ニ11ゴ.≡ 臼 トR三Y。1卜1(1・2)・ ～つ棚 τμ...{9,1-16)21

22

RCO門P

ミCCHP

一 一^-一 ー 一,一,.一.一 一 一_一.－AF.9 、 一 一.・

{1=ご3,こ6)← 」1二`YCI:、(1,二)ニS5s]ぺITIj(1C.1一 こ1)

(1=こ,う)-」 ゴ1～ ξYOIへll,4,=s〔 」nSKI(5,1}一 一 ■-一'一 」 一. ..'P-...一

23
・2今

^^.一.一 一.一 －

RC」 呂P

RCこMP

(五=こ:,1C,ト'IF:FY⊂.IN(三,4ハ ニS〔・へ」……KI{5,1-6}'-一 曹

{!三 ユ.三見1三.)上.主三三Y三;トi《1旦 と,}L三5 .⊆旦⊆KI《5,1-11,
25

26

一.

RC・ご図P

RCOMP

..－L－-L ÷

{1=13}こCハ ド1ス 三Y〔二IN(1,→}ニS〔 コペ三叉1(5,1-16ハ

(1=Z3・26DHI三 ∈YごIMI,4,=SCNε く1{5,1_21}

27

28
RC・コ河P

RCOHP {{:;;;;}ぼ …鵜{螢;1;;:漂 …温 語::;;昧::εi㍑1;;/、C。 、
29

30
べCこ 》MP

〔⊂'ン匂P

`1=ε ・1c)トIREY。IN{1・5,r戊 三Y⊂ 川1,中 ドfこ ごYbぷllき'」.7.1C6(

{!=1三 ⊥15内R∈Yelト 」⊂1・5》 ・・ほ 三三旦
.型L,←}・Hτ ・、糀IN{1,3)/わ ・C.'

弐c・ひ図P

八Cび4P

▲s31

32
ll=1'… ・・こCハ ←IAεYCni{1・5,・ ト1ミ ニYC川1,cr二 一1三三Yb]πf;'三 ∫/1Cご

(1ニ23・26, 一旦 壁YDエ"1・5,・HIREYCIN`1,輪,・HI;三YOI・;{!,3)/1ぐC
33

34

CC湧P

CO図P

　 一.

HI(ミEYOIN`6,5}ニSIG♪4A{1=2,5ハ い→1災 ピY己1凡(1
,う),HIRξ

.竺qエN{11,5}ニSIGMA(1=8,1C){HIミ ∈Y口1ト.`1,5))
35

36

CCHP

Cひ4P

HIREYGIN{16,5,=SIG門A(1=13,1.∫r`"自.IR言YOIN{1
,う}う.HI艮εYCIN建!

・5,三 ≦IGnAflニ1ε,20){HREYCIN`15}}
37

38

CC門P

CC,4P

_.・一,_,,
PI弐 εYOIN【27,5)=SIG伺A{1=23,26,{R-IREYOI卜](:

,ξ,}HIREYOI
N`2ε,5}ニHIPεYCIN{6,5D◆HI只 ξYOIト ∫(11

95ハ+コq
-...べ.〔. ,「A...-「 一.'L-一 ・■一.

一..,
〔 ～

」F..、F ,..__.一、 叶IR⊆YOIト}(16,5)◆ ト薯IR≡YOIN`21,5}¶ 十イiREYCi卜itZ7,5,

そ の結 果,次 の 様 に プ リ ン トア ウ トさ れ るo

■
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〔比例費の差異 〕

NO

SYUYO-ZAIRYOl

JIDOSHA2

KATEI3

KOUKI4

KOKUSA15

KEI6

i

lFuxu-5 .lz△;__.__－

i∴J「DOSHA

"-VATE写

ノ

MHε ..,-H

..._,Kε.1.、

KAKU

1

寧傘*字 」擦亭亭亭亭

卓容窃*亭 亭■‡亀

事*傘 ●奉*■ 亭亭

亭亭傘*牟 参事●亭

傘牟章章*亭 亭*事

轟 ⇔ 口 鉾*

7■"口 ⇔ 口 車経 口 針 口

8寧 ●牟傘◎⇔*牟

9■ ◎奉傘事亭亭卓亭

HIR .EYOIN(HIRK〔>MOK,ijlR-t{写 」くAK.)..._

1RITU ....,一 一.YosORIEK

VOSAIURI▲KYO

SOKuGOKεGAKU

2 .,3.....も_._一....5_

亭亭●*■字卓亭亭***字 字亭⑨*傘 事事傘*寧*草 字■**ホ 寧奉傘◎■率

⇔ 口 口 ○ 率 ぱ ⇔ 亨率讐 .傘 亨聖主土工⇔ ○ 亨三榊 ⇔ 章口

.
零紳 榊 ⇔ 宇奉 持 牟⇔ 口 口 傘亭.⇔*奉 ⇔ 縛 一 一奉十讐

li!i

*粋 軸 紳 口..口 ⇔ 口*口.桝 ⇔ 傘榊 亨 口 口 ⇔ 口 中
`;
シ

.緯r"三 】 亨 、誓 竺 竺.三.r〔 傘一 字r字 林 亨 辞"⇔ ⇔ ●

…

宰傘傘車中傘亭寧亭 亭奉傘*寧 牟*寧 率 奉*傘 ■*‡ 章奉寧 亭亭*■ ●■亭亭■

*寧 掌中奉寧*4時 【、■傘零**傘 傘傘奉.傘 寧..章 章◎●

4

、

寧 ●●*⑨ 傘亭亭傘,奉 寧章章事事'"

傘白.'『'

これ も売上 高 と同様 に,比 例 費 率 の差 に よ る利 益影 響 額 だ け で な く,

比 例 費率 を計 画 ・予 測 ・差 異 の順 で表 示 し,予 想 売上 生 産 高 を表 示 す る

こ とに より,そ のま ま計 算手 順 が 解 る様 に してい る。 又比 例 費 の 内訳 と

して,科 目別,事 業部 に表 示 して お り,き め細 か く問題 点 を把 握 して,

後 の対 応 策 との結 びつ きを図 っ てい る。

〔固定 費 の差 異 〕

固 定 費 は大 き く層 別 す る と人 件 費 ・経 費 ・営業 外収 支 に分 かれ る。 さ

らに人 件 費 ・経 費 に つい ては各 部 門 で 管理 す る直接管 理 費 とそ れ以 外 の

間 接 管 理 費 に分 け る こ とが で き るが こ こでは 後 の対 策 に結 びつ き易い 直

接 管理 費 を勘 定 科 目別 に比 較 してい る。 そ して直 接管理 費 に つい ては事

業 部 別 にみ る よ り全社 の 費 目別 に み た方 が対 策 に結 びつ け 易 い(例 え ば

企 業 が政 策 で決 め る 費用 広告 宣伝 費,試 験研 究 費等 につい て 計

画 との差 異 を知 る)為,こ こで は 全社 で 比較 して い る。

旬

●
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,

これ をMDSコ マ ン ドで示 す と次の様 な長い 表現 に な るが ,特 に難 し

い計 算 で は なho

〔MDSコ マ ン ド(固 定 費 の差 異)〕

39

9

9

一〇

〇

3

3

一4

ら

三L_」LKOTEI-}11SAIKEI'sLr・;・

*..PLANJINk三 卜1一トィエー ■ 「「"'

COMP

COM'P

O

O

4

4

41'COMP

41
ム2

.与3.、 、_.一.__.

44

45

●

CひIP

..、C(ぷP

CL〔4P..

c〔・図P

46

口

48

{T .E』㌧(.1、・=三.し1"型 旦A旦 三ζ週 ..(TSK{1上3,U)+SIGMA{1・2,4,

{1S,S⊂ エ{1),・SエG側1・2・4,(TSK(1,汀rr了'膏"rG柄A(f≡21,4}"

..、.{.」、S.!'._{..1、夕6,1,}

ト、.Oli・Y∨i卜 ・{二,1,「=ご1:一 ・YiA{1=ご,」){Jぺ ⊂1,1,1}D+SIGMA《1=2,4,

{」 一、({,:,1),+SIC`】 れ{Σ ニ=,4)⊂JK{1,3,1,,+SIGト1A{IE-i'再Tk'=iK「1

◆5【G岡A{1「
.こ.,〔.}{」 沃(1,f,1,,十 ミ.;.薯箔△∫1=2,4,(JK(1,6,1,,

K}..TtYJi『.`{5,1)=SI「C・MA`1=2,乙}{1「SKlI,1,1ハ,}SIGHA{1=2
,4ハ

49

5c－て訂

_旦
・53

KDT.εYOIM6・U・JKFUKU(・ ・山U・ 」緬tu『{ξ;一 …∵b.〔JkFζiΨ 与
,3.

...t .JKFt!Ku⊂ タ セ.臼.,1}. 、JIY
.ANGA1=

三A卜KYU二

S、OTEYO.iN(三,1,=JIKムNGぶ 王

KOIEYP」.N.{.壬 ↑.,1,=こAKKYU.

・ ・し・黙1.,IK;1:101N`7・11=SIG情AU=2・61{'R言 下櫛 雨 … 「i-""

RC[」MP{1・9・2nKCTEYOIN{1,市KHAU今
,1-5「CO匡P

KAKOIしAN=

CDMF・

coμ こ1

CCMP

CC凹P

CO柄P

C〔 、柄P

KGT⊆YこIN(22,正,=KAKPLAN

KCTE三Y:〕IN{2;,1)=SlコNEK.IP(4C.1}-SCINEKIP⊂36,1,

KCTEYO工N(2特,1,=SiGMA{工=(},こ3,'i.kC〒klYO「iN《1,1.,,

KOTEYOIN⊂25,1)〒 ぶ 嘩KエPU6・1,・SONεKIPQ
.三。UKOTεYOIN{26

,1,=SごNEKIP(3F,,1)

54

*. YOSO

ceM:

KeTEY。1雌 エ、・.P.≡TEYOIM三 き,1▲ -r.K叩 ξyqlM2』U-KOTEV
◆KOTEYelN{7,1,

5

5

5

5

JINKEN－ お1●

`
ン

6

ピ
フ

C
〆

..一.一 一.」.」題 ユ⊥? _?1
◆slcMA`1=2・ 今){JK(1・5・2,卜slGMA`1=2

,2--i'"i'j-K"tT「6百111}⊆∫㌍
.一.一・一.、 ≦雛Y。IM5・ 乙}・SIGHA⊥1・2 .巴U-1強 迫 .1止2"・SIGHA口.2.4ハ{†EK{1

・2・2,,・SIGMA`1・2・ ・}(ＴSK{1,3,2,"§ 元]研 百 三2,4,

KCTEYOIN(2・2)=StGMAll・2パ}`JK(1汀;2ハ}・SIG涼 気r百 ∨・2
,云 「』2)}土ミ」」⊆迎旦1

=2吐 二L(JK(エ 旦⊇[r2ハ,◇SIGMA{1=2
,4}(JK

56

旦

56

57

・一一 ・・… ・{漂 ・1};乏:i:・;}□ 酬A・qrこ ・迭,{」5K{工 乳5・21卜SIGHAほ=2・4}・
－

C〔r4F

7

7

5

一)

8

◎
～

5

哀
ゴ

cl.':vlF'

8

9

5

5 Cい 柄F

9

9

5

5

式じ丁三Y31Mも ・2ハ・SICNA{1・2・41{iKYU{1
,D}・SIGMA'{1・2,めlZ

巡1-L・ 姐 旦 迎 煕1・2・ ±){ZKX坦 坦,・SIG図A{1・2,・,( .ζK・

但 ζYa.N(.三 ・2}FSICMA⊂lr2・ 迭⊥{拠1,1,2,ハ ・SIGMAtl・2,4ハ
{〔川1・ こ・こ})・SIGMA`エ ・ξ,烏}1団`1,3,2"◆ ≦i'GMA《i"=2';'4)-`頭 τ

't.㌧.1.「1.邑All三こ・4.)`:MCI」 旦,2},+SI⊆ 阿AU=2,4)(CM{1,6,2,)

60
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.・一 会・ 、.'「y1

61

62

62

62

63

64－

COMP

♪〔Pミ.OKε …工一杉1
RCOSρ
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◆SleMA{1・2・4){ZKYU《1・5))・SIGMA{1・2
,4八 丁乏.繭'Ui"iV6},K

']了εYGIM口 上…旦⊇A(1・2・4ハ{JKF`1
,1)}+SIGMA{1・2,4)(,

13漂`婿 二㌫1{三 三1よぽ:樵1川 」而;"4"…G
K〔〕TEYOIN⊂7,2)=SIGMA{1=2,E}一.τ:ξEFTεYCINII

,2),
■

;ミ1:1}㌫1治1:1{量:…i三}治ll摺}吉{…昔}…讐全治三i乏6
Cい}A{ .lrこ ・→駆AK・ll・5D担 鎚 さ{1・2,今,(K側1,6"
冥」一τ三YL}1ry`こ ⊃,2,二SONE三KI`40,1)-SCNEK了{36

,r)一.一ー一一　一　'

u=〈 ン・21)ls〔TεYCI而 ・21三k三 …喜τ三.:f万=YOs。K… 茄'f百 二ぢ,

5

.0

6

6

CILk,"F

CUMP

CCMP

CCMP

7

7

6

6

68　 　ヘ コ　　 ベペヘコひり
69

*・0UTPUT

cc伺PKしTFY'」 ・IN(27・2}・KCTEY四{π:『 訂ROTFYこ1`、ITごs
,'2:卜KCTξv6'

V・.・5A呑 亘u ,〈・ご15困.・ 一.・.・ ・ 蝋 二丁三Y「IM7・ ・ご)......'...

器 蒜i旨1… 亨}…』1…1;;i浩1…接 罐 潟 ζ陪 …}一・cτεY≡ 旦・t-一⊥一…
L∬T・

Sli.エ竺YOI彗 三_ξ±£三.1;SIGMA{1=9,23ハ(KOTEYOIN{1,2,,
KOTEYDIN{25・2,・SONEKI`16・1)・SOぷ1而 ぷ

K-Pl.TEYOIN{ .ZC,2D=SONEkl{35,1)

70

76
一71

72
}73

74

PRII!Tl

PR」 肝1

PRIト 汀1

STOP

END

1・URIKOM[iK・fiエRKC・M。K・KCTKOMCK,U艮IHIKAK,HIRHIUK
,,、じTHIU堅iεYOIN

f!IR∈y6rN,KOTεY〔}IN
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,JkFuKU1
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そ の結果 は 次 の様 に プ リン

〔 固 定 費 の 差 異 〕

.NAnlξ,、

NAME

「..「.ボ

ト ア ウ ト さ れ るo

KOTεVOIMK9了KOHOK・Kq了HIKAKハ .一.一 .

KO ._.τ ε三三一_...H1_一 一._旦 郷 一 一 、

KεIVOSAAKVO

NAHE

.NO、

JIKEN-Hl -;

KIJUN・SHOVO 、?寧**寧 率中神*.傘 寧#奉*牟s傘"傘s*lss

JIKAN● .GA1.._3St**##率*******s*●#s**ss**

ZAKKYU4亭 亭***事 事卓*寧 亭**率*寧 牟● ●傘章章**率*章

TAISHOKU5*****.傘*s率*.*ss亭 亭P傘.ふ 亨十ポ「ふ亀◇.㊨..一_
'…".-t』.吟 一'←r'一.-!

.....εU～U:".H,1.一.___6*SSt#参*傘.「 芒寧傘「寧.亨1"●*.・St."1..一...
!

Kε17*#寧 傘*事 奉*奉 寧*s*車***t■ 率■#t*傘

__」 ～9Tε 耳－KEIH18*辞 林 ⇔ ⇔ 榊 幸*亨 梼**.三 三寧口 三一.竺.口 ⇔ 〔 三 三傘

.一 、一.KOUrKOKU-H:.9牟 事⇔ 辞 帥*傘 韓*⇔*轟..口 車*一 一傘.一 ⇔ 口 】+.一…

KElH1-UNTlN10■ 中事亭章奉章●■**率 ・ら*傘 傘事■.*奉****寧 傘.寧*司 ⇒*ホ 虫●禽

l

SHU-ZENHI11■ 事●奉●亭●中京 率率***‡ ●.*亭***◆

.・・_.∫i
●▼NSHAK-RYO12

`寧◎卓傘亭亭*寧 ● 牟*± ★",

以 上 の 売上 高 ・比例 費 ・固定 費 に よ る計 画 の利 益 増減 要 因 を 明 らか に

して次 の ス テ ッ プで あ る対応 策 の検 討 ・シ ミュ レ ー シ ョン ・結 果 の 出力

に.移る。

② シ ミュ レ ー シ ョン

これ ま で の利 益 増 減 要 因分析 に よっ て利 益 差 異 の 内訳 が明 らか に なっ

、た。 こ こで は対 応 策 の検 討 とそ の結 果,計 画 との差 異 が どの程度 縮 ま る

か を シ ミュ レー シ ョンに より検 討 した。 但 し今 回 は ケ ース ・ス タデ ィの

ため',そ の実 現 可 能性 は この 次 と して,一 応 の 手 順 を追 って みた。

〔第1ス テ ッ プ 〕

まず売上高の差異 に よる利益増減要 因を見 る とX事 業部の差が最 も大

きくなっているのが解る。 ここで仮にX事 業部の予想売上高を5%ア ップYk

らどうなるかを検討 してみ よう。計算方法 は簡単で次の様 なステップをふ む。

`AKU

1

』■■傘●■●■字●

;

|
…

1

|

事章章*.寧..宇

.50KU－.

2

章寧●傘率*率 】自*.

.GAKり

3

章章寧章章容寧傘傘

GAKU

4

傘事ホ*率 傘*寧 傘
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計 算 手 順

aX事 業 部 の予 算 売上 高 を5%ア ップす る。

b59・ ア ップ後 の 予想 売上 高 に対 す る比 例 費を予 想 比例 費率 を掛 け て

計 算す る。

c損 益 計 算 書 を作 成

d計 画 との差異 を計 算 す る。

これ をMDSコ マ ン ドで表 現 す る と次 の よ うに なるo

〔MDSコ マ ン ド(売 上 高 の見 直 し)〕

盛土皇_上SDSH-SuUPLCE-cロtyttrSArgD,LIs,1.Ih↓G_主 ヨ吐

SEQ#冷LABεLCPERATIONOPε5ミAND

し ↓..屹 ↓_u".LAgE.uし 呂

事 ・URIAG[…5零UP・

●

一 一 ー ー 一 ↓一一一 一一一'一 一 －TD

21くCUMP`1=1,40)tJ=1,5,SONEKI1{1,J}=SONEKI`1・J,

一一一3-一 一一_.CbMP___s.ONEK工L(.1」 →2};SDNEK工 ↓↓L争2.ハ.室1.●05._

4CO凹PSONεKlll5,2,=SIGMA`1=1L,4,(SONεKI1《1,2))

_ユ_一___.,_、._.._KC」 ユML_し 工三6◆la)S、C"ε 良工1↓ 工手之⊃」二SONεK工.L.`592}■SONi～.工 ■U↓t-,.2-}ノ ・

－L__kCむMP`1;1,10ハSON∈KI1`1-1)ニ ミ鍛1{ぱUミ 器=じ
7C〔IMPSONεKI1`6・1,=SONEKI146,1)-SONEKI1`2・1D

.… 一...εCbtrtP..__._SOト ▲EK■1(Zレ1)言 α.._ ._____、 一_

9C〔 ▲MPSONEKI1〔5,1)ニSIGMA{1=1.4,(SONεKI1(1,1},

一・.一 ・-10… … 一… ・…一一－KCuML._.」.1;r.2)SUNEK;1《H.n.;S1臼AtよF6P1田tsα 正K口 口, .11

11KCuMP(1=1,2)SONEKI11】L2,1)ニ50r;FKI115・1)-SONεKI1{11,1】

・一'一 ⊥ 乙・'一 一 一… 一_..一.iLCOM－_.,`.レ ▲.Z.tSQNEKLU2:L..n;FS[leiEKUtlZ← エ}rSUNEK】 ユ`⊥ .5.山

12{16,1,-SONεKI1(19,1}-SONEド

..13-一___._CUt・12.__.__-t.三 …こNLKI1(3白,,LL;SUNEK.11{23・1D∵SONEK工1(26・1L:SSユNEX

13SONEKI】 」{38・1ハ ◆SUNEK11(33,1)

一 ∵・'一－tユ 白一 －C・ub,LP-÷ 一 一 －Sしト↓EKI1`36 -●11=SUt↓EKI1`34,1.)会SΩ 錫EK11(35● ↓.一_

15CC,MPSUh`KI1(3y.1)=S〔 」NEKI1{34,1八

一 一一 ー合一.一 一._._.cen[L-一 一__⊃ 〔ぶE)C↓.""a.u≡SONExu↓`ユ ム,,工 一 ._.一.

17

19-一,一_._>

19

_一_.__

..__2鵠 一._..,.....

_.一,、_20

21

23

25

COMPJIGY(1Zε1;SONεKll〔40.114・0◆12

.CUMP_sertEKll`31●11;SONEKI1(37・1.)tJiGYOZEI _,_-T

C〔,MPSしNEKI1{32,1)=SONEK11{3ε,1,◆JIGYOZEI

CC・MRsergE.Icll(34-,1L∋ 】f↓εKll(3k..L』JICYOZE工_一__

CUMP「SeNEKI1136,1ハ;SONEKI1`3b,1,-JIGYOZEI

SC工 〕tt?.__.._t.工 三▲●it(i)`」;↓F;9■ISAL(1●".;∫ON£KI.LLL・J).=∫ 」[iNEK.工.2L{」L`

PRINTI2,SLiNti.KIP.SONEKI,SONEKISA,SONFKIl

SIUP._、___一 一_.一..,.,:._......' ._,

ヒ「の

♂

以 上 の手 順 に よ り,当 初 と同 じ様式 の損 益 計算 書 を得 て,そ れ に も と

つ い て判 断 した が,ま だ 目標 利益 が得 られ ない ので,次 に大 きい 利益 差

異 要 因 と なっ てい るY事 業 部 の比 例 費の 改 善 を試 み た。
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〔第2ス テ ップ 〕

比 例 費率 は,売 価 の変 動,値 上 り あるい は合理 化 の変 動 等 を要 因 と し

て変 動 してい る。 そ して比 例 費 の管 理 は,各 項 目につ い て同一 の 比 例率

で行 なっ てい る。 又 比例 費は 当 社 に於 い て も企 業体 質 改善 を図 る為 に行

な う原 価 低減 の中 心 費 目で あ りそ の合理 化 は常 に 重要 な課題 となっ て い

る。 ここ ではY事 業 部 の比 例 費 の 中で ウエ イ トの大 きい材 料 費 につ い て

対 売上 生産 高 比 率 を1%低 減 した ら どうなるか を検 討 す る。

計 算 手 順

aY事 業部の 材 料 費 率 を対 売 上 生 産高 比率 で1%ダ ウンす る。

b190ダ ウン後 の材 料 費 で損 益 計 算 書 を作 成す る。

c計 画 との差 異 を計 算 す る。

これ をMDSコ マ ン ドで 次 の様 に表 わ したo

〔MDSコ マ ン ド(比 例 費 の改 善)〕
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結果 は 良好 で あっ た が,実 際 の原 価低 減 活動 に於 い て,材 料 費率 を1

%ダ ウンす る こ とは 相当 な努 力が ない と難 しいの で,他 の合 理化 方策 と

絡 み 合 わせ て展 開 され る こ とにな ろ うo

そ こで次 に,固 定 費 の低 減 を検 討 してみ たo

■ 〔第3ス テ ッ プ 〕

固定 費は か な り計 画 をオ ーバ ー してk・り対 策 を検 討 す る必要 が あ るo

4

しか し実 際 に短 期 間 の間 に ア ク シ ョンが とれる 費 目は各 部 門 の管 理 す る

直接 管理 費 用が 中心 で あるか ら,こ こでは 直 接管理 費10%の 低 減 を 目

標 と して次 の モ デル を セ ッ トしたo

計 算 手 順

a全 社 の直 接管 理 費 目を10%削 減す る。

b109・ 削減 後 の経 費 で損 益 計 算 書 を作成 す る。

c計 画 との 差異 を計 算 す る。

これ をMDSコ マ ン ドで 次の 様 に表現 したo

〔MDSコ マン ド(固 定 費 の改善)〕
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以 上3つ の ス テ ップを終 え て,一 応 目標利益 確保 の 目途 が つ い たが,

実 際 の活動 に於 い て これ らの対 策 を どの様 に展 開 す るか は,さ らに検 討

を必 要 とす るo

4.3.4今 後 の モデ ル改 善 の可 能 性 に つい て

短 期 利益 予測 モ デル の 改善 を図 る為 に 次の様 な2つ の 課題 につ い て考 察 し

たい。 第1は 予測 精 度 の 向上 で あ り,第2は トップ の意思 決 定 に役立 つ情報

の提供 で あ る。

(1)予 測 精度 の向上

モデ ル の精 度 を 向上 させ るに は イ ンプ ッ トデ ー タ と計 算 式 の2つ の 問題

が あ る。 以 下 そ れ ぞ れ に つ いて 可能 性 を考 え てみ よ う。

〔イ ン プ ッ トデ ータの 整備 〕

過 去 我 々が お ～こなっ て きた 予測 におい ては,最 も大 きな差 異 要 因 は売 上

高 予測 の差 異 に よ る もの で あっ た。 これ は予測 のた め の 各事 業 部 の体 制 が

不 十 分 で あ る こと,売 上 高 の予測 は低 め に見 積 りが ち で あ る こ と等 諸 々の

要 因が 絡 み合 っ て い る為 で あ る。 なか で も得 意 先 の生 産 台 数 の 変動 に よる

差 異 が大半 を 占 めて い る。

そ こで今後 の改 善 の 可能 性 と して は得 意先 年 度 計 画 台数 を ベ ース に した

売 上高 をMDSを 使 っ て算 定 し,予 測 に上 下 の 幅 を持 た せ る事 が考 え られ

るo

〔計 算式 の整 備 〕

今回 の短 期 利益 予測 モ デ ルは,現 在 我 々が行 なっ て い る方 法 をそ の まま

コー デ ィング した もので あ る。 そ して これ まで の検 討 結果 に おい て は比 例

費計 算 に よる差異 要 因は さほ ど大 きな問題 にな っ てい ない。 しか しモ デ ル

が どの程 度 信頼 性 が あ るか は 検 証す る必要 が あ り,モ デ ル 自体 の妥 当性 の

テ ス トを試 みて み た いo

又固 定 費 につ い て は,よ り一 層 きめ細 か い デ ー タ を使 っ て・ 現 在 の手 計

●

●

●

●
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■

■

算 で は限 界 が あ る と思 わ れ る種 々の パ タ ーン別(例 え ば売上 高 の変 動,物

価上 昇率 の変 動 が ど う影 響 す るか な ど)の 予 測 方法 等 を研 究 して い きた い。

(2)ト ッ プの 意 思 決 定 に役 立 つ 情報 の 提供

従来 我 々 が提 供 して来 た 情報 は,単 一 の予 想 損益 計 算書 及 び計 画 に対 す

る 利益 増 減 要 因 の簡 単 な内訳 だ け に終 っ てい た。 これ は,限 られた短 い 日

程 の 中で,手 計 算 で行 なっ てい た 為 で あ る。 しか し今 后 は,MD,qの 導 入

に よ り,短 時 間 の 間 に多様 な ア ウ トプ ッ トが 提 供 で きる よ うに した い と考

え て い る。 これ は,予 想損 益 の結 果 をみ な が ら,い ろい ろ な対 応 策 を考 え,

それ を直 ぐに 簡単 な コ マ ン ドで,コ ーデ ィン グ し,シ ミュ レー シ ョンを お

こ な お うとす る ね らい で あ るo

そ して実 際 に ケ ース ス タデ ィに おい て経 験 した こ とで あ るが,3ス テ ッ

プに わた っ た シ ミュ レ ーシ ョンの コ マン ドも簡 単 に書 くこ とが で き,バ ッ

チ処理 で あ りなが ら検 討 時 間 ・準備 時間 も含 め て,2～3日 で や る こ とが

で きたの で,今 后大 い に この様 な使 い方 が 期 待 され る と思 う。

◆

`
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4.4ユ ー ザ か ら 見 たMDS

4.4.1MDS適 用 の メ リッ ト

MDS適 用 の メ リッ トについ ては,次 の通 りで ある。^

(1)従 来 は コン ピ ュー タ部 門 にそ の都 度依 頼 して い た が,MDS手 法 活用 に

に よリ コン ピュ 一 夕部 門 に依 存 す るこ とが少 な くな り,従 来 の プ ログ ラ ム

に代 る コマ ン ドを使 い 簡 単 に 自分 自身 で コン ピュータ を利 用 出来 るようにな

っ た。 例 え ば,従 来 の方 法 で コ ン ピュ ー タ部 門 に依頼 すれ ば,少 な くと も

2～3週 間 か か る ものが,MDSで は2～3日 で コ マ ン ド作 成 が 可能 と思

わ れ るo

又,シ ミュ レー シ ョン結 果 を検討 してい る中 で思 い つい た 分 析 で も,簡

単 な コマ ン ドに よ り自分 自身 です ぐコ ン ピュ ー タを活用 して行 な う事 が で

き,タ イム リーな検 討 が容 易 に な るo

(2)従 来 は各 情報 を入 手 して か ら利益 予 測 ま で手計 算 に可成 りの時 間 を要 し

て いた が,こ れ がMDS活 用 に よ り短 時 間 で済 む よ うに な り,計 画 作 業 の

合理 化 が図れ るo

(3)従 来 は単 に予 想損 益 作 成 を す るに留 まっ て い たが,MD・q手 法 活用 に よ

り代 替 案 の作 成 が 可能 とな り,ト ップの 意 思決 定 に大 き く貢 献 出来 る よ う

に なる と思 わ れ る。

4.4.2実 務 面 での運 用上 の 問 題

全般 を通 じて,MDSの コー デ ィング は,あ る程 度 迄,理 解 で きた と言 え

る。 しか し例 え ば,EXCコ マ ン ドに よっ て指 定 す る処理 プ ロ グ ラム等 の様

に,今 回 は実施 してい ない 部分 も多い 為,今 後 共,多 くの 研 究課 題 が 残 され

てい る。 叉,時 間的 制 約 か ら短 期 利益 予測 モ デ ルの コー デ ィング に追 われ て,

MDS本 来 の機能 を発 揮 す る様 な検 討 の プ ロ セス を十 分vak"こ な っ た とは い

え ない の で,こ れ らは今 後 の研 究 課 題 となっ てい る。 これ らの大 き な問 題 は

別 に して1小 さ な問 題 で は ある が,気 が つ い た点 を あげ てみ た い 。

一116一
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4

(1)コ ーデ ィ ングに 於 け るOPERAND部 分 の 簡略 化

ユ ーザ ーか らみ れ ば,コ ー デ ィ ングは 簡単 な程 ,作 業 が 楽 に な るの で,

で き るだ け多 くの 部 分 を機 械 が判 断 し計算 す る様 に したい。 例 え ば

DEFRECに 於 け るNOTE-NOの 指定 で あ るが,こ れ は 指標 サ イ ズ

に よ り,機 械 で判 断,計 算 が で き る と思わ れ る。 又 タ イ プ1レ コ ー ドの デ

ー タ属性 は
,全 て文 字 で あ る と決 めれ ば,記 入 す る必要 は無 くなるo

(2)DTSETに 於 け るデ ータ入 力 方法 につ いて

現 状 では,DTSETの 順 番 通 りに デ ー タ カー ドを入 れ な けれ ば な らな い

こ とに なっ てい る。 そ こで例 え ば,デ ータ の名 前 とデ ー タが結 びつい てい

れ ば,順 番 は違 っ て も,機 械 が 処理 で きるで あ ろ うと思 わ れ る。

(3)整 数 と実 数 の取 り扱 い

これ は,機 械 の 計 算 処理 過 程 の違 い が理 解 で きてい ない為,実 数 で の計

算 誤 差 の内容 が解 りに くい 事 で ある。

以 上 の諸 問題 につい て は,今 後MDSシ ス テ ムのバ ー ジ ョ ンア ップ に よっ

て解 決 され る事 を期 待 してい る。

●
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4.5当 社 に お け る 今 後 のMDS構 想

この1年 間 の研 究 活 動 へ の参画 を通 し,当 社 はMDSの 概 要 を把 握 す る こ と

が で きた。 今後 も一層 計 画体 系 を整 備 し,MDSが 十 分 な機 能 を発 揮 で きる様

に進 め る積 りで あ る。

そ の 為 に は,前 述 の通 り当社 が 非常 に 多 くの製 品 ・部 品 を扱 っ てお り,そ れ

らの集 約 か らなっ てい る とい う事 実 を把 握 す る必 要 が あ り,そ れ に は まず デ ー

タ管 理 の整備 か ら と りかxら ね ば な らな い 面が 多 い。 即 ち,MDSと して の経

営計 画 用 の デ ー タ ・ベ ー ス を構 築 す る場合,日 常 の 業 務 デ ー タ ・フ ァ イル と の

マ ッチ ン グを いか に うま くお こな うかが,重 要 な課 題 と なる もの と思 われ るo

現 在,当 社 に おけ る予 測作 業 はそ の時 々の 原単 位 を ベ ース と した積 上 げ 手法

に頼 っ てい る面 が大 部 分 で あ る。 した が っ て,十 分 な変 化 を織 り込 ん だ的 確 な

予測 を得 る こ とは難 し く,今 後 は,将 来 予 想 され る原 単 位 に もとつい た 予測 が

で きる様 に すべ き もの と考 え てい るo

また,本 来 のMDSの 持 つ機 能 が十 分 発 揮 され る ため に は,現 在 個 別 業務 レ

ベルで 管理 され て い る デ ー タをで き る限 り共 用 し得 る よ う,い わ ゆ るデ ー タ ベ

ース を考 え ,デ ー タ管 理 を充実 す る ことが必 要 で ある。

次 に,MDSの 適 用 分 野 につ い て は,経 営 計 画 をひ とつ の柱 と して と りあ げ,

当社vak・ け るMDS確 立 を は か り,そ れ に よ り,従 来 か らの課題 で あっ た計 画

立 案 に 際 して の科学 的 分析 ・予 測 を充 実 し,多 面 的 な検 討 が で きる よ うに と考

え てい るo

更 に,順 次,人 事,経 理,あ るい は生 産管 理 等 の 部 門の計 画業務 過程 に おい

て も適 用 で き る よ う検 討 を進 め てい く積 りで あ る。

い つれ に しろ,MDSを 導 入 す るには,経 営 計 画 シ ステ ムの変 革 が必 要 とな

り,部 分 的 な対 応 では 十 分 な成果 を あ げ る ことは難 しい ので,で きる だけ基 本

的 な ところ か ら体 系的 に 整理 して い くべ きだ と考 え てい る。

そ の ため に は,当 社 の経 営 に 関わ る主 要 な意 思 決定 に は どの様 な情 報 が必 要

とされ るか とい った,い わ ゆ る経 営 情 報 シ ステ ムの あ り方 を追 求 す る形 で進 め
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てい くこ とが 大切 で あろ う。

ま た利 用す る立 場 と して は,今 後 の計画 手 法 の開 発 を進 め る に あたっ て,ま

ず,社 内 に おけ る経営 上 の 諸現 象 を計 量 的 に把 握 し,そ れ を適 確 に表 現 す る 方

法 を研 究 し,で きる だけ 論理・的 か つ 有用 な モ デ ルづ くり を行 う こ とが必 要 で あ

る。 また,こ れ と平 行 してMDSの 研究 を続行 す る ため の人 材 教 育 が極 め て 重

大 な問 題 で ある。 この点 に つい ては,現 在 までMDSの 研 究 に関 係 して きた者

を 中心 に教 育 を進 め てい くこ とに なろ う。

最 後 に,現 在の カ ー ド ・ベ ー スの バ ッチ処理 形 態 につ い ては,今 後,当 社 自

体 の考 え に もとつ い て,即 時 処 理 に よる会 話型 態 にす る必 要 が あ る と考 え て い

る。 現 在,当 社 に お い ては オ ン ラ イ ン処 理等 も順 次進行 中 で あ り,八 一 ドウ ェ

ェ アの 対応 は十分 見 通 しが つ い てい る。 この た め,早 急 に これ を実 現 すべ く検

討 を要 す る もの と考え てい る。 さ らに,シ ス テム機 能の 充 実 とい うこ とで,現

在 諸 手 法 の蓄 積 及 び当 社 特 有 の処 理 プ ログ ラ ムの作 成 ・整 備 を手 掛 げ,効 果 的

なMDSの 活 用 が で き る様 に順 次進 めて い るo

以 上,当 社 に お け る今後 の構 想 の概 要 を述 べ た が,そ の実 現 に は我 々の絶 え

ざる努 力が 必要 で あ り,ま た宮 川委 員 長,日 本情 報処理 開発 協 会 の,今 後 の御

指導 を お願 い しなけ れ ば な ら ない と考 え てい る。

こ
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参 考:キ リ ン ビ ー ル 社 に お け るMDSの 適 用

キ リン ビー ル社 に お い て我 々の 作成 した シス テ ム を使 用 してみ た例 を解 説 す

る。 キ リン ビール 社(以 後K－ 社 とい う)の 長 期 経 営 計 画 の立 案 過程 で シス テ

ム を利 用 して みた もの で あ る。 た だ し,全 面的 に業 務 として行っ た もの では な

くK－ 社 の 長期 計 画 を 前提 に してい わ ば モ デ ル と しての 計画策 定 作 業 を想 定 し,

それ につ い て我 々の シ ス テ ム を使 用 した もの であ るoし か しそ の ほ とん どが実

際 の計 画 策 定 と同 じもの で あ る。 た だ説 明 の都 合上 製 品 を ビー ルだ け に限 っ て

い る。 実 際 の計 画 業 務 に つ い て もほぼ これ と同様 の こ とが行 われ つ つ あ る ζ と

を付言 してお く。

長 期 計 画 は 複数 個 の部 門の計 画 が 明示 的 に 関連 され てい る ことが必 要 条 件 で

あ る。 さ らに不 確定 な 事態 につ い ては,そ の 部 分 を分 離 し,一 定 の幅 を もっ て

予 測値 を と らえた ときの 他 に与 え る影 響 を吟 味 してお く こと も大 切 で ある。 こ

れ らの こ とが どの よ うに して行 わ れ るか順 々に 説 明 してい く。

、

(1)第1の 作 業 は全 体 計 画 を大 まか に描 くこ とで あ る。 各 部門 別 に決 め るべ き

変数 とそ の与 件 を 明 らか に し,部 門 ど う しの関連 を明 らか に す る ことで ある。

K－ 社 に お い ては す でに この作業 は完 成 してい た とい っ て よい6そ の 内容 を図

に よっ て示 す 。 これ を 関連 図 とい うこ とに す るo

(2)次 の作 業 は 各 部 門別 の計画 の手 順 を定 式化 す る こ とであ る。 図 の ボ ック ス

の中 を明示 す る こ とで あ る。 この作 業 は そ の担 当 者 に よっ て個別 に行 っ て よい

と我 々は 考 え てい るが,会 議等 の方 法 で検 討 して もそれ はそ れ で よいoた だ し,

この 中 の処 理手 順 は極 力事 実 に基 い て誰 で もが納 得 す るル ー ル を表 現 す る こ と

が大 切 で あ り,実 際 に そ うなっ てい る。 個 別 計画 の 内容 を以 下 に 説 明 す るが,

合せ て我 々の シス テ ム ではそ れ を どの よ うに表 現 して い るか とい うこ と も合せ

て述 べ る。

A全 国 ビール 需 要 量 予測

'
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この モ デ ルは 全 国 の各 年 度(通 常5年 分 を毎年 サ イ クル と して い る)ご

との ビール の需 要量 を 予 測 す るた め の もので ある。 この予 測 の方 法 は 多様

で,そ れ らの 結果 を分析 者 が総 合 的 に 判 断す る。 一 つ の方 法 と しては,

GNP,人 口,天 候 指数 等 の過 去k・ よび将来 の予 測値 を用 い て,全 国 の ビ

ール 需要 量 を 回帰 分 析 に よっ て求 め る とい うもの で あ る。 こ こで は説 明 変

数 の組 み 合せ,対 数 変 換 の後 の デ ー タ利 用 等 を考 慮 し,種 々の場 合 分 け が

行 われ てい る。 予 測値 や 各 種 統計 値 を総 合 的 に検 討 しまた 営 業 部 独 自の 予

測 デ ー タを使 用 す る こ と も考 え られ る。 これ らの もの は すべ て分 析 者 に と

っ ては参 考 資料 とな る もの で あ り,こ の サ ポ ー トシ ス テ ムは 予 測 のた め の

参 考 資料 を提供 す る こ とで あ る。

BK－ 社 需要 量 の予 測

全 国 の ビール 需要 量 と市場 の動 向 とを考慮 しつ つ,政 策 的決 定 と合 せ て,

当 社 の 販 売量 を見積 る もの で あ る。 この ため の手 続 と しては 単 純 な数 量 処

理 に な る場合 が 多い。

C支 店 需 要量

当社 の需 要量 を各 支店 別 の需 要 量 に 分解 してい く。 こ こで の ポ イン トは

支 店別 の 販売 量 の構 成 比 率 を い か に定 め るか とい うこ とで あ る。 い ま ま で

の構 成 比率 を定 め,政 策 的 に変 更 すべ き部分 が あれ ば,そ れ を 入 力 す る こ

とに な るo

D品 種 別 ・月別 需 要 量

当 社 の 需 要量 を品 種 別,月 別 に分 解 す る もの で あ る。 これ らの 出力 は製

品 需給 モ デル の入 力 の一 部 とな る。 ビール の需要 量 は 季 節変 動 が 激 しい た

め に,月 別 に 分解 す るに は,特 に これ を考 慮 す る必 要 が あるgこ こで の予

測 方法 も数 種 類 あ るが,前 記 支 店 需 要 量 予測 と同 じ く,過 去 の構 成 比率 を

基 準 に す る もの が主 で,処 理 と して は単 純 と言 え よ う。

E製 品需 給計 画

設 備 能 力 ・ス ト ・残業 ・期 首 在 庫 量 ・工 場 内在 庫能 力 ・工 場外 在 庫 能 力
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等 の供 給 側 の条 件 と品 種別 ・月別 の需 要 量 と規 末在庫 量 が与 え られ た と き

に,条 件 に あ う よ うに品種 別 ・月別 の製 造量 ・在 庫量 を求 め る もの で あ る。

このた め の処 理 手 順 は 大変 明確 な もので,こ れ を分 析 者 が サ ポ ー ト ・シ ス

テ ムに組 み込 ん でお け ば よい。 そ れ は① 各 月 の需要 量 を満 足 し,② そ の範

囲 で在 庫 量 を最 小 に し,③ この と き各 月 の製 造能 力(設 備 能 力 ・ス ト等 に

よる規 定)の 範 囲 内 で しか製 造で きな い こ とに留意 す る とい うこ とで あ る。

この モ デル で重 要 な ポイ ン トは,与 え られ る条 件 と需要 量 とで は実 現不 可

能 な事 態 が あ り うる こ とを考慮 し,そ の場 合 にはそ れ が 明示 され る よ うに

な っ て い る こ とで ある。 これ は通 常,工 場外 在庫 量 に表 わ され る。

F製 品需 給 工場 支 店配 分

これ は工場 か ら支店 へ の各 月別 の配 分 を求 める もの で あb,L.P.を 利 用

す る。 変 数 と して は,工 場 別 ㌧月別 に製 造数,・工場 在 庫,仕 込 数 等,支 店

別 ・月別 に売上 数,工 場 外在 産 量 等 が あ り,ま たそ の他 に 支店 ・工 場 ・月

別 に輸 送 数 が あ る。 目的 関数 は総運 賃 と総 場 外在 庫費 を最 小 に す る とい う

もの で あ る。 た だ しこのL.P.モ デ ル は 変数 が 約5,500vaも な る大 規 模 な も

の で,我 々が実 験 用 と して作 成 した サ ポー ト ・シス テ ムに はL .P.は 含 ま れ

て お らず,こ のた め現 状 では モ デル 全体 は 完 全 には連 動 して い な い。 デ ー

タの入 出 力 を媒 介 と して い る。

G半 製 品 需給

月 別 ・品種 別 の需要 量 に 対 し,半 製 品 の製 造量 を決 め る もの で あ る。 こ

の処理 手 順 は技 術 的に 固 ま っ て い るた め に,そ れを モ デル に組 み込 ん で あ

るo

H原 料 計 画

Gと 同様 に半 製 品 に対 して原 料 を決定 す る もので あ る。 この場 合 は,輸

入原 料 と国 内 産原料 の選 択 が問 題 にな る。

1'設 備 計 画

製 品需給 に よっ て需 要 と供 給 の 関係 が 明確 に なるが,そ れ に 対 して設 備
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計画 が た て られ る。 設 備計 画 は他 の 種 々の条 件 を考 え る必要 が あ るが,我

々の モ デ ル では単 純 化 し,必 要供 給 量 に対 して設備 計 画 を た てる よ うに な

っ てい るo

J要 員計 画

設備 に対 応 して,こ れ に必 要 な要 員 を決 定 す る もの で あ るoこ れ は特 に

直接 部 門 に つ い て 重要 に なる。 ここで も季 節変動 が あるの で,そ れ を考 慮

しつ つ,工 場 別 ・月別 に決 定 す る。

K容 器 回収 量季 節 変 動 分 析

部分 モ デ ル のK,L,Mは 容 器 に つ い て の需給 量 を求 め る もの であ るo容

器 の回 収 量 は 消費量 に依 存 して い る。K－ 社 に とっ て も販 売量 と実 際 の 消

費量 は 月次 の レ ベル で は ギ ャ ップが あ り,こ のた め年 度 単 位 の販 売 予 測量

を月 次別 に分 解 した 回収 量 にま で至 るに は,過 去 の 回収 量 の月 次別 の構 成

比 率 を用 い る。 回収 量 の過 去 の実 績 は種 々の条 件 に よ1るもの で ある か ら・

この 中 より季 節変 動 部 分 を取 り出 して それ を用 い る。 このモ デ ルKは 回収

量 の季 節 変 動 を 取 り出す もの で あ る。 この た め に,シ ス テ ムの 中に分 析手

法 の1つ と して組 み込 まれ てい るEPA法 を利 用 す る。

L回 収 数 推 定

品 種 別,別 別 の容 器 の 回収 数 を求 め る た めの もの で あ るoそ の た め手 続

と しては,ま ず年 間 の販 売量 に対 して回収 率(パ ラ メー タ)を 乗 じて 年間

回収 数 を求 め,次 に モ デルKで 求 めた 季 節変 動 指 数 を使 用 し・ トレン ド(時

間)に 対 す る回 帰 をお こない 構成 比率 の予 測値 を導 き出 し,年 間 回収 数 を

この構 成 比率 に よっ て分 解 し推 定 す る。

M容 器 需 給計 画

品 種 別,月 次別 の 販売 量 と容 器 の必要 量 との 関 係 は単 位 を置 き換 え るだ

け の単 純 な計 算 式 で 表 わ され る。 また 回 収数 と必 要 容器 量 とに よっ て新容

器 の投 入 が決 ま るの で あるが,こ れ も確 定 した計 算 式 で ある。 こ こで工場

破 損 等 そ の他 の廃 棄 量 を ある程 度 見込 ん で お く必要 は あ るが これ らは量 的
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に は あ ま り問題 に は な らない。

容 器 の需 給計 画 は以 上 の ように,モ デ ルK,L,M,に よっ て構 成 され て

い る が この プ ロセ ス で推 定 に よる もの が あ り,対 象 も複 数 個 あ るか ら,こ

の よ うにモ デル を 分離 して各 ステ ッ プ ごとに デ ー タを 明示 しなけれ ば な ら

な いo

N財 務 計 画

財 務 計 画 は 製 造原 価 計算 と損益 計 算(見 積 損 益計 算 書 の 作 成)か ら成 り

立 っ てい る。 製 造原 価計 算 で は費 目別 計算,部 門 費計 算,工 程 別 計 算,製

品 別 計 算 が お こな われ るo

見 積 損益 計 算 書 の主 な項 目は,売 上 高,売 上原 価,販 売 費,一 般 管理 費,

経 常 利益,特 別 損益,税 金,税 引 利益 な どで あ る。

これ らの 部分 モ デル を全体 を通 して,あ る いは,個 別 に パ ラ メー タを変 え て,

実行 させ る と,数 分 の うちに計 画案 を作成 す る こ とが で き,こ れ を検 討 す る こ

とにな る。 ま た これ らのモ デル それ 自身 を シス テ ムの要 求 す る形 式 で定 義 して

お けば 以 後 はそ の 名 称 を示 すだ け で同様 の こ とが 行 え る。

■

(3)経営 計 画 で 重 要 な こ とは,全 体計 画 を構 成 してい る部分 モ デル を設定 して,

そ れ らを 多様 に 結 合 させ て全体 計画 を作 成 す る こ とで ある,こ の 理 由を 計 画 策

定 の方法 江 つい て 解説 す る ことに よっ て明 らか にす る。

部分 モ デ ルの 設定 や範 囲 の とり方 は 次 の よ うに行 な う。 まず,そ の企 業 内 の

業務 活 動 に基 づ い て,明 らか に してお くべ き変 数 に 従 う。 モ デル は問 題 オ リエ

ンテ ッ ドに 設定 され る べ きで あ るか ら,一 般的 に い え る こ とは あま り ない の だ

が,個 別 の企 業 内 で考 えれ ば おの ず か ら明 らかな こ とで あ る。

次 に同 じ.問題 の 中で も,推 定 を含 む もの と,確 定 したル ール を持 つ もの とは

分 離 す る。 例 と しては,容 器 需給 計 画 を月 次別 の 消 費量 の構 成 比率,回 収 数,

需 給 計画(新 容 器 の投 入 計画)に 分 離 してい るo

各 部分 モ デル は,各 々特 徴が あるが,基 本 的 には,計 画策 定 の ル ール が 確定
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してい る か ど うか とい うこ とで,モ デ ルの 役割 が異 なっ て くる。 ル ール が 確定

してい る場 合 に は,モ デル そ の もの が計 画 策定 を行 な っ てい る こ とに な る。 こ

こで 注 意 す べ きこ とは,計 画 策定 の ル ールは,モ デ ル の 中に組 み込 まれ てい る

ロジ ックが数 理 計 画法 の よ うな確定 した型 になっ てい る か,単 な る シ ミュレ ー

シ ョンか,あ る いは ヒ ュー リス テ ィ ック ・プ ログ ラム で ある か とい っ た こ とは

独立 で あ る とい うこ とで ある。

どの よ うなル ー ルで あっ て も,そ れ に従 っ て計 画が 作 られ て よい のか,あ る

いは モ デ ル に よっ て 作 られ た 情 報 は計 画 のた めの参 考 資 料 に 過 ぎな いの か,こ

の点 でモ デ ル の機能 が異 なっ て くる とい え よ う。参 考 資料 で あ る場 合 には,同

一問 題 につ い て,複 数 個 の モデ ル が 作 られ る こ とが 多 く需要 予 測 の場 合 がそ の

良い例 で あ る。

サ ポ ー トシス テ ムは,情 報処 理 機 能 別 に構 成 され て お り,デ ー タ管 理,報 告

書 作成 等 と情 報生 成 の 機 能 とは独 立 に処 理 ツール として提 供 され る。 情 報生 成

は,分 析 手 法,演 算 ・関 数,処 理 プ ロ グ ラムの3つ の カテ ゴ リーに 属 す る処理

ツール より成 る。

処 理 プ ログ ラムは一 定 の手 順 に よる情報 生 成 の ・ ジ ックを表 現 した もの だが

分析 手 法 は取 り除い て 作 る。 処理 プ ロ グ ラムに とっ ての 入 出 力 デ ー タ は使 用 者

が指定 す るた め,そ れ が何 を示 して い るか は処 理 プ ログ ラ ムは 関知 しない。 例

えば 二 次元 の配 列 のデ ー タの名 次元 の合 計 の計 算等,各 問 題 が 共通 に使 用 し得

る手 順 を表 わ すの で あ る。

各 部 分 モ デル は,全 体 計 画 の 構 成 要 素 と して の み作 られ る もの で は な く,ま

た何 年 間 の計 画で あ るか とい うこ と も問題 には な らない。 各 部分 モデ ル に とっ

て与 件 となる こ とにつ い て だけ 条 件 を設 定 し,そ の与 件 の値 を問 わず 確定 して'

いる ル ールだ け を表 現 す る。 この と き与 件 となる 変数 の値 が あ る範 囲 を越 え る

とル ールが 変 っ て くる ので あれ ば,そ の限 界 の値 を明 らか に して,別 の モデ ル

を作 る。 長 期 計画 の構 成 要 素 に な るか,部 門別 計 画 で あるか,単 な る分 析 で あ

るか は,そ の使 い 方 す な わ ち,そ のモ デル に対 す る入 力 デ ー タの 設 定 の方 法 に
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よっ て くるo

要 す る に 処理 ツール をい くつ か 結合 さ せ た り,必 要 な プ リン トの 指定 を す る

ものが,モ デ ル で あるo

全体 計 画 の構 成 要 素 と しての 部分 モデ ル と,独 立 した 部分 モ デル とは必 ず し

も全 く同 じもので は ない。 しか し,そ の 核 に な る部分は 同 じもので あ る必要 が

あ る。 なぜ な ら,部 分 モ デ ルは 全体 計 画 の一部 分 なので あ るか ら,使 わ れ 方 を

問 わ ず,情 報 生成 のル ー ル は一般 化 され なけれ ば な らない か らで あ る。 基 本 的

に は 共通 の ル ー ル に対 して,ど ん な意 味 のデ ー タ を入 力す るか に よっ て,多 様

な計 画 を策 定 すれ ば よい か ら,処 理 ツー ルの 選 択 ・指定,入 力変 数 の 選 択,指

定(具 体 値 で は ない)に よっ て,核 とな る部 分 を定式化 す る。 モ デ ルの 実 行 は

入 力変 数 に 中身 の異 な るデ ー タを設 定 してか らお こな う。 全体 モ デル は 部分 モ

デ ル の核 に なる 部 分 を結 合 した形 と し,そ れ に プ リン トや 出 力デ ータ の 管理 を

指 定 して作 るoこ の よ うに 部分 モ デル とそ の核 に なる部分 とは 内容 的 に は同 じ

もの と考 え て よい のだ が,そ の使 わ れ る意 味 に よって,詳 細 な情 報 生 成 を付 加

した り,除 去 した りす る必 要 が あ る。

6

■

(4)次 に,こ の ような部分 モ デル を分 析 者 の 問題 意 識や分 析 結果 と して の情 報

に よっ て,い ろい ろ組 合 せ て 全体 計 画 を 作成 す る。 この方 法 を以 下 に 説 明 す る。

㈹ モ デ ルの各 部分 に対 して,数 個 の入 力値 を設定 し,実 行 させ る た め に入

力 す る。 これ は,値 が実 行 者 の独 自の判 断 に よる値で も よい し,実 際 の業 務

上 の デ ー タの値 で もか まわ な いだ ろ う。 そ して,実 行 が終 る と,モ デル に表

わ され る一 定 の様 式 に 従 っ て入 力 デ ー タ と出力 デ ータ との組 合 せ が 出来 る。

この 組合 せ が い わ ゆ るモ デルが 意 図 す る計 画 段 階 での草 案 に あた る もの で,

全体 の計 画 立案 者 に対 し提 出 され,全 体 計 画 を作 る上 で の判 断 資料 とな るわ

け で ある。 また,部 分 的 なモ デル につ い て の この入出 力 デ ー タの 組 合 せ が 再

度検 討 され る こ と も考 え られ,さ らに,よ り上 層部の トッ プ ・マネー ジメン ト

層 の 意思 決 定 の判 断 材 料 に な る こ とも あ り うる。
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(B)最 終 的 に は,ト ップい わ ゆ る経 営者 の意 思決 定 に資 す る材 料 と して,

MDSモ デ ルが 使 わ れ,経 営 計 画 案 が 出 され るわ げ で あ るが,全 体 計 画 が 策

定 され る環 境 が整 っ た 時,す なわ ち外 部要 因,各 部 門の モ デルが 比較 的 安定

的 な環 境 下 に あ る時 に は,そ の 全体計 画案 と して策定 され る こ とに な る。 さ

らに各 部 門 の担 当者 に よっ てそ の 中の 部分 的 なモ デ ルが 実行 され,ア ウ トプ

ッ トに よる分 析,判 断 が なされ る。 この時 点 で は,全 体 計画 を立 案 す る担 当

者 と,部 門 の モ デ ル を担 当 して い る者 との間 で の モ デル を間 には さん でデ ィ

ス カ ッシ ョンが行 われ なけれ ば な らない。

通 常 この よ うな デ ィス カ ッシ ョン,検 討 は,あ る結論 に導か れ る もの で あ

り,何 か判 断 の つ きか ね る材 料 お よび事実 が あ っ て,あ くま で も問題 が 解 決

せ ず平 行 線 を辿 る よ うな らば,こ れ は きわ め て重 要 な要 因 が存 在 する こ とで

あ り,計 画 担 当者 レベ ルで は決 定 す る必 要 は な い。 この よ うな問 題 に つ い て

はそ の ま ま トッ プ層 に上 げて しま うこ とに な る。

(C)部分 モ デル を結 合 させ,い くつ かの ブ ロ ック を作 り,そ の部 分 を一 つ の

モ デ ル と して分析 す る こ ともあ り得 る。 概 して,販 売量 の見 積 りま で とそ れ

以 外 とに分 け る こ とが 多 くあ るの で は ないか と考 え られ る。 不 確 定 な ものに

つ い て は,そ れ を適 当 に設 定 して どの よ うな影 響 が 出る か を明 らか に してお

き,逆 にそ の程 度 に よっ て不確 定 な もの を どの程 度 厳密 に分析 してお くべ き

か を見 定 め,そ れ か ら不 確定 要 素 の分析 をお こな うとい うの も一 つの方 法 で

あ る これ が,い わ ゆ る 感度分 析 で あ り,こ の例 で は,あ る範 囲 で販 売 量 を適

当 に設 定 し,以 下 の モ デル を実 行 してみ て需 要 予 測 が どの程度 の範 囲 で はず

れ て も よい か,あ る い は いけ ない か を明 らか にす るの で あ る。 これ らの情 報

を参 考 に して,需 要予 測 につ い て検 討 す る。

(D)見 積 り財 務 諸表 の 値 を適 当 に定 め て,そ れ を実 現 す る入 力値 を調 べ,

そ れ に よっ て原 料,要 員計 画 を考 え る とい うよ うに,関 連 図 の 矢 印 の 方 向

とは 逆 に進 め てい くこ と も考 え られ る。 も し問題 が あれ ば,最 初 に設 定 した

目標 値 を変 更 して再 びお こな うo
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この よ うに して,い ず れ の方 法 に よっ て も,全 体 計 画 が定 まれ ば,ま た 各

部 分 モ デ ル を使 っ て,確 定 した部 門別 計 画 を作 成 す る。 こ こで 述 べ た方 法 は,

重複 して い る こ ともあ る し,ま た これ以 外 の方 法 で もよい。 重 要 な の は,全

体 計画 の担 当 者 が,部 分 モデ ル の使 い方 に よっ て,そ の 意味 す る と ころが 異

な る計 画 案 を作 れ る ことを認識 し,問 題 オ リエ ンテ ッ ドに モ デ ルを 設定 し,

処 理 をお こな い情 報 を分析 す る ことで あ る。

`

●

(5撮 後 に以 上 で 説明 した よ うな計 画 策定 方 法 に よって どの よ うな こ とが保 証

され る のか,以 下 に この点 を要約 す るo

㈹ 不 確定 な要 素 が あ る場 合 に,そ れ を どの よ うな根 拠 でい か に 指定 した か

を 明 らか に す る こ とがで きる。 これ は不 確定 な要素 が ある場 合 には,そ れ を

一 つ のモ デル と して分 離 させ る か ,パ ラメー タと して 明示 す る か らで ある。

(B)策定 され た計 画 案 は,各 部 門 の計 画 担 当者 に よっ て作 成 され た モ デ ル に

よっ て検 証 され て い る。 した が っ て単 に 目標 を指示 され るの で は な く,い か

に して実 行 させ るの か をあ わせ て明 らか に す る 中で全体 計 画 が 作 られ,ま た

各 部分 モ デル の 信頼 性 を高 め る こ とがで き る。

((》トップ ダ ウン方 式 か積 み上 げ 方式 の い つれ か に よっ て計画 案 を作 るの で

は な く,相 互 関係 を検 討 してい く過 程 で 計 画 案 がで きる の で あ る。 目標 は 種

々の情 報 を考 慮 して作 られ てい るの で あ るか ら,む しろ積 極 的 に計 画 案 に よ

っ て具 体 化 をお こな い,目 標 そ の もの を検 討 す る ことが重 要 で ある。

正))全体 計 画 と部 門別 計 画 お よび各年 度 別 の計 画 は論理 的 な関 係 が あ り,こ

れ は ま た,分 析 と策 定 され た 計 画 に つい て もい え るこ とで ある。

この基 本 となる こ とは,全 体 計 画,あ る い は 長期 計 画 の構 成 要素 と して だ

けで な く独 立 した どの よ うな計 画 で あっ て も保 証 され な くては な らない ル ー

ル が ある と い う事 実 を認 識 し,そ れ をモ デル の 核 とす る こ と,ま た,そ の モ

デ ルが軸 に なっ て多 様 な計 画 案 が 作 成 され る とい うこ とで あ る。

(E)操作 可 能性 に つい ては 次の こ とが言 え る。 全体 計 画,あ るい は部 門 別 計
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画 等 を独 立 に 作 る ので は な いか ら,各 計 画 のモ デ ル は容 易 に作 れ る とい え る。

わ れ われ は 情報 処 理 を機 能 別 に 構 成 してサ ポ ー ト ・シ ステ ムを作 り,そ の提

供 す る処 理 ツール を使 っ て モ デル を作 っ た が,そ うす る こ とに よっ て本 質的

に 非定 型 的 な情 報 処 理 で あ る計 画 過 程 に対 処 す るべ きで あ る と考 え てお り,

さ らに,モ デル も 「部 品」 か ら作 り,そ れ を どの よ うに結 合 し使 用 す るか と

い うよ うに考 える こ とが 重要 とい う立 場 を とっ てい る。 この理 由 は,各 種 の

計 画 の関連 を もたせ る こ と,そ して また操 作 の容 易性 とい うこ とに あ る。

±

●

,

●
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5.MDS運 用上 の諸 問題
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5.MDS運 用 上 の 諸 問 題

この調 査 ・研究 の主題 は,計 画 過程 に お け る情 報 処理 を適 用 対 象 とす る コ ン

ピ ュー タ ・ソ フ トウ ェア として の経 営意 思 決 定 サポ ー トシス テ ム(manageme-

ntdecisionsupportsestem=MDS)で あ る。 しか し,同 時 に,計 画 策 定 と

い う情 報 処理 全体 につ い て考 え る な らば,こ の コ ン ピュー タ ・シス テ ムを含 め

た もっ と広 い意 味 での シス テ ム(計 画 シス テ ム と呼 ぶ)を 想 定 しな くて は な ら

ない 。 この章 で は,こ の計 画 シス テ ムを考 察 対象 と し,特 に次 の2つ の課 題 に

つ いて述 べ る。

現 在 の大 規 模経 営 組織 にお い て は,自 らの 目的 を追求 す るの に構 成諸 単 位

(組 織)の 分 業 を もっ て行 う。 逆 にい え ば,経 営 組 織(の 責 任 者)は,そ の 目

的 を追 求 す る のに必 要 な諸活 動 を担 当 す る組 織 を形 成 しな くて は な らない 。そ

の場 合,職 能別 に して も製 品別 に して も何 らか の方 法 で全活 動 を分 割 して み な

くては な らな い。 ここで,問 題 に した い の は,情 報 処理 をそ の活 動 とした場 合

に,具 体 的 な活 動 として どの よ うな ものが あ るの か,そ のた め に は どの よ うな

組 織 が必 要 で あ るか,組 織 の構 成員各 々は どの よ うな知 識等 の 条件 を要 請 され

る のか,と い うこ とで あ る。 コ ン ピュー タ ・シス テ ムはそ れ だ け で成 り立 つ も

の で はない こ とを考 えれ ば,1つ の検 討 課 題 で あ る ことは 間違 い ない で あ ろ う。

次 に,第2点 め は,計 画 策定 のた め の情 報 処理 お よび サ ポ ー ト ・シス テ ムの

利 用方 法 につ い て で あ る。 サ ポ ー ト ・シス テ ムに対 して どの よ うな処理 手 順 を

入 力 して も,そ れ はそれ な りに 処理 可能 では あ る。 しか し,そ れ だか らこそ,

計 画策 定 の た めの情 報処理 には一 定 の工 夫 が 必要 で あ る。 と くに,体 系的 な全

体 計画 を作 成 す るに は,問 題 とな る ことが あ る。問 題 を指 摘 し,そ れ を踏 ま え

て計画 策 定 のた め の情報 処理 の方 法 を考 え る。
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5.1情 報 の 管 理(シ ス テ ム 管 理 者 の 役 割)

5.1.1組 織 構 成

一 般 に企 業 とい っ て も千 差 万別 で あ るが
,基 本的 には,現 在 各 企業 で は

「コン ピュ ー タ関連 作 業」 として一 つの職 能別 機能 を設 定 し,そ れ に基 い て

組 織(経 営 組 織 の一 つの単位 どして の組 織)を 作 っ てい る。 今後,コ ン ピ ュ

ー タに よる情 報 処理 を さ らに拡 張 してい こ うとす る と,他 の業 務 との関連 が

問題 に な る。 コ ン ピュー タに よっ て担 当 させ る情報 処理 の内容 が 単純 で 明確

な場 合 には,こ の よ うな こ とは比較 的 生 じ ない の であ るが,今 後 は,内 容 が

複雑 で あっ て,そ れ 自体 を分 析 し,定 式 化 す る とい う作業 が 伴 わ ざる を得 な

いか らで あ る。

それ で,今 後 の発 展方 向 として,次 の2つ の ア プ ローチ が考 え られ る。 第

1呑 め は,先 に述 べ た情 報処 理 そ の もの の分析,定 式化 を積 極 的 に行 って い

くこ とで,第2番 目は,個 別,具 体 的 な情 報 処理 をそ の具体 的 処理 の た め に

必要 欠 くべ か らざる処理 と,個 別 問題 とは独立 な一 般的 情報 処理 に分離 し,

そ の一 般 的情報 処 理 を相対 的 に拡 張 させ る こ とであ る。今 後 生 じ るさま ざま

な この分野 に お け る問題 を検 討 す る場 合 に は,こ の視点 を もっ て考 え て み る

こ とを実務 担 当者 に期待 したい。

第1呑 め の ア プ ロー チは コン ピュー タ関連 業務 担 当者 に とっ て興 味 の あ る

もの で あ ろ う。 しか し,こ の ア プ ロー チ には極 めて問題 が あ る。 この道 を歩

む と,ほ とん ど全 部 門 を 「乗 っ取 っ た 」と きに彼 らの 目的 が達 せ られ るで あ

ろ う。 逆 にい え ぱい つ の 日か再 考 す るこ とに な るは ず で あ る。 この間 の事 情

を推測 す るの は容 易 で あ る。

ここで は,第2呑 め のア プ ロー チ につい て,考 え る。 この よ うなア プ ロー

チ を した場 合 に どの ような機 能 が 必要 で,そ の た めの組 織構 成 お よ び必 要 な

作 業 につ い て考 え る。強 調 して お くべ き こ とは,こ の ア プ ローチ の基 本 は計

画 そ の他 の情 報 処理 の内容 が変 化 した場 合 にそ の都 度 システ ム側 の作業 が い

らない こと,使 用者 との コ ミュ ニ ケー ショ ン ・コス トを最 小 限 に押 え る こ と
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で あ る。基 本 機 能 は,デ ータの 管理 と情報 処理 の管理 で あ る。 デー タの管 理

とい う場 合,単 に コン ピュー タの た め のデ ー タに限 らず,コ ン ピ ュ ータ に記

録 す るべ きか ど うか の 選択 を含 めて,全 資料 を組 織的 に管理 す る こ とで あ る。

情報 処理 の管 理 とは,経 営 組 織 内 に お け る 情 報 処理 が,ほ とん ど,シ ス テ

ム管理 者 の あ らか じめ作 成 した処理 ソ ール に よっ て,実 質的 な作 業 を必要 と

しない よ うな情 報処理 上 の ツ ール を開発 す る こ とであ る。 こ のた め に は,デ

ー タの管理
,報 告 書 の 作 成 だ けで な く,分 析 の た めの ツール の開 発 が 必要 で

あ る。

＼

●

■

5.1.2デ ー タの 管理

各企 業 にお い て管理 して お くべ きデ ー タを全 て コン ピュ ー タ(の 記憶媒体)

に記 録 して お くとい うの は間違 い で あ り,現 実 に もそ うは なっ て い ない 。念

のた め述 べ て お くと,そ の理 由は,コ ン ピュ ー タの記 憶 媒体 の容 量 には制 限

が あ る(コ ス トと関係 が あ る)こ と,記 憶 媒体 に記 録 させ るた め だ け に必要

な作 業(デ ー タの 「コ ーデ ィ ング」,パ ンチ,入 力 のた め の コ ン ピュ ー タに

よる処 理)も コス トを 必要 とす る こ と等 で あろ う。 コン ピュ ー タに記 録 す る

のは,そ う して お く とメ リッ トが あ る もの だけ に限 られ るの は当 然 で あ る。

この よ うに考 え る と,経 営組 織 におけ るデー タ(資 料 とい う方 が わ か りやす

い か もしれ ない)を 管 理 す る とい うの は,コ ン ピ ュー タだ け の問 題 で はな い

ことが わか る。 経 営計 画 の前 提 は分 析 に必要 な デ ータが 操作 可 能 な形 で存 在

す る こ とで ある。 デ ー タの管理 につ い て考 え る と,コ ン ピュー タだ けの 問題

に 限定 で きな い。以 上 の こ とを確 認 して か ら,デ ー タの管 理 とは 何 をす べ き

なのか 説 明す る。

(1)デ ー タの管理 とい う場 合 に,ど の よ うな機 能 をい うのか,ど う して 必要

な のか とい うこ とを説 明 す るた め に,現 状 では 「デー タの管理 」 と思 われ

て い ない もの を含 め て解 説 す る。 デ ー タ管 理 の機能 は,各 種 の必要 な意 思

決定 に利 用 され るデー タ を操 作 可能 な形 で保持 してお くこ とを い うこ とが

o
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で き る。 ただ し,意 思決 定 の 内容 は あ らか じめ厳密 に知 る ことは で きな い

ので,単 に必要 に な る可能 性 が あ る とい うだ けで それ を全 て記 録 す るわ け

には い か ない 。そ の ため,デ ー タに は必 要性 とい う点 で段階 的 に,そ れ を

管理 す る手 段 が異 な る。 例 え ば,コ ン ピュー タの記 憶 媒体 へ記 録 す るこ と

統一 した形 で書 類 を作 成 して お く,各 部 門別 に分 散 所 有 す る,収 集 の手 段

を明 らか に して お くこ と等 で あ る。 この た め デ ー タ(各 種 の 資料)は 一 定

の組 織 的 な分類 ・整理 が 必要 で あ り,そ れ は 非常 に大 きな分 類 となるは ず

で あ るか ら,簡 単 な こ とで は ない。 図書 の分類,整 理 は この一 例 で あ るが

経 営 組 織 にお いて 利 用 され る デー タは ま た異 なっ た方 法 に よ らね ば な ら な

い 。 この ような全 デ ー タの フレ ー=ムを形 成 す る こ とは ほ とん ど未 分 野 で あ

る とい っ て よい。 しか し,デ ー タは この よ うな意 味 で総 合 的 な整 理 が 必要

で あ る こ とは た しか で あ る。

(2)記 録 して あ る物 理 的 媒 体 の所 在地 を 明 らか に してお くこ と。 さ らに,そ

の所 在地 を どこに す るか を一 定 の基 準 に よっ て決 め る こ と。 コ ン ピュー タ

(の 記 憶 媒 体)に 記 録 す るか ど うか は こ の問 題 の1つ で ある。

(3)以 上 の こ とが 明 らか に な る よ うな一 種 の索引 情報 を作 成 す る こ と。 そ の

情 報 とは,A.操 作 可能 な よ うにデ ー タ を グル ー ピング して 名称 をつ け,

そ の 名称,B.同 様 に人 間 をグ ル ー ピング して(各 部 門 に対 応 す る)名 称

をつ け,そ の名 称,C.定 義(入 力 あるい は収 集)し た人 間 と削除 して よ

い(そ うい う権 利 と責任 の あ る)人 間,参 照 して もよい,ま た は参照 して

はい け な い人 間 の 名称,D.物 理 的 媒 体 の所 在地,等 で あ る。

当然 索引 情報 を維 持,更 新 す る こ と も必要 で あ る。 この よ うな索引 情 報

を(そ れ 自体 の)コ ン ピ ュー タの記 憶 媒体 に記 録 し,そ の情 報 の検 索 をす

る プ ロ グ ラム を作 る こ とは 必要 か も しれ ない。 この メ リッ トは 「実 験 」 を

して み な い と断 定 的 な こ とは いえ な い。 た だ し,作 成 す る こ とはで きる。

問題 は,こ の よ うに資料 を全 面 的 に整理 し,そ の情 報 を作 り出 す こと自体

の作 業 の困難 さ に あ る 。
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(4)以 上 の 作業 を継 続 的 に行 う。漸 次,発 展 ・変 化 す る もの と考 え てX・ くべ

で ある 。

情 報 処理 ツール は,デ ー タ管理 のた め の処理 ツール,コ ン ピュ ー タに も

っ とも近 い レベル で の システ ム管理,デ ー タ処理 の た め の分 析 ツー ル に分

類 で き る。 各 々の担 当者 は要 請 され る知 識 が異 な る。 その点 を後 で説 明 す

るが ここで簡 単 に記 述 してお くべ きこ とは,こ れ らの ツ ールの 関係 で ある。

これ らの ツ ール は文字 ど うりの意 味 で全 く他 との関 係 を無視 して作 る こ と

は で きな い。 デ ー タ処理 の方 法,手 順 を規定 す るの は半 分以 上 その表 現 形

式 に よらね ば な らない わ け であ る。 そ の た め,デ ー タの表現 形 式 は 厳密 に

規定 してお か な くては な らない 。逆 にそ うす る こ とに よっ て,互 い に独 立

に処 理 ツ ール を開発 す る こ とが で きるわ け で あ る。

4

5.1.3情 報 処 理 の管 理

情報 処理 を個 別 問 題 に固有 の処理 と一般 的 な処理 に分 離 し,後 者 を相対 的

に拡張 す る とい うア ブ ・一 チを とる と,諸 々の情報 処 理 上 の ソール を提 供 す

る こ とに な る。 この場 合,使 用 者 の ニ ーズ(他 の部 門の ニ ー ズ)を 個 別 に受

け と り,そ の都 度 「注文 生産 的 」 に対応 して い て は,時 間的 そ の他 の条件 か

らして,限 界 が あ る。 さ らに,シ ステ ム管理 者 は,そ の ツ ール を コ ン ピュ ー

タ ・シ ステ ム を媒 介 して提供 す る こ とを志 向 す べ きで あ る。そ のた め には,

コ ン ピュ ー タ ・システ ム の作成 に工夫 を必 要 とす る。 そ の方法 につ い て,本

稿 では,明 示 し よ う と努 めた つ もりで あ る。 しか し,シ ステ ムはそれ 自体 と

して も改 善 され てい くもので あ るか ら,こ の意 味 で シス テ ム管理 者(情 報 処

理 ツ ール の開 発 担 当者)が 必要 とな る。
■
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5.2計 画 策 定 の 方 法

本調 査研 究 の主 た る課 題 で あ る経 営 計 画過 程 にお け る情 報 処理 を適 用対 象 と

す る コ ン ピュ ータ ・ソフ トウ ェア として の シス テ ム,す な わ ち,経 営 意思 決 定

サポ ー ト ・システ ムは経 営 計 画過 程 にお け るさ ま ざま な情 報 処理 に利 用 され る

もの で あ る。そ の 中 で,特 に重要 で な お かつ問題 が 多い の は,文 字 ど うりの意

味 で の問題 発 生 的分 析 で は な く,そ の経営 組 織 の活 動 内容 を体 系的 に表 現 した

計 画 案 を策 定 す る とい う もの で あ る。 つ ま り,通 常長 期 計 画,短 期 計 画等 と呼

ばれ る計 画策 定 で あ る。 この よ うな計 画 は,個 別問 題 を相 互 関係 を明示 して全

体 の 中 で体 系づ け,全 体 的 な最 適 行 動 を探究 す る必要 が あ るた め,サ ポ ー ト ・

シス テ ム を前 提 に して も,処 理 手 順 を定 式化 す るた めの 作業 が 必要 とな る。 さ

らに,こ の よ うな計 画 は.そ の内容 が経営 組 織 に とって重 要 な もの で ある。

こ こでの議 論 は,計 画 策 定 の内容 それ 自体 につ い て,例 え ば,ど の よ うに需

要 の予 測 をす るか,財 務 上 の諸 項 目は どの ような バ ラ ンス で あ るこ とが望 ま し

い か といっ た こと考 察 の対 象 とは して い ない。 情報 処理 上 の方 法 とし て考 え ら

れ る こ とに限定 して述 べ る。最 持 に,問 題 に な る こ とを順 々に説 明 し,そ れ か

ら方 法 につ い て考 え る。

、

5.2.1モ デル の設 定

一 般 に
,計 画策定 に 際 しては 一 つ ない し複数 個 のモ デ ル を設定 す る。 モ デ

ル は い くつか の変数 とそ の関係 を示 す式 また は手 順 を表 現 した もの とか ら構

成 され る。亡 の場合,変 数 相 互 間 の 関係 は 「現 に事 が推移 した場 合 の因果関係」

として表 現 され る 。概 して いえ ぱ,モ デル に対 す る入 力変 数(そ の値 を外 生

的 に設 定 す る変 数)は 行 動 変数,政 策 変数,あ るい は環 境変 数 で あ る。 出 力

変 数 はそ の 目的 を表 現 し て い る変 数 や評価 尺度 で ある。 この よ うな表 現 の仕

方 を こ こで は 「事実 の論 理 」 と呼 ぶ こ とにす る。 これ に対 して,計 画 過程 に

お け る思考 の プ ロセ スは 多様 で あ る。 む しろ,「 事実 の論 理 」 とは逆 に モデ

ル にお け る出力変数 として表現 され て い る もの に値 を定 めて,そ れ を満 足 す

●
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る入 力変 数 の値 を求 め る とい う様 式 の方 が 多 いか も しれ ない 。

モデ ル として表 現 す る場 合 に は 「事実 の論 理 」を もっ て定 式化 す る方 が 容

易 で あ る。基 本 的 には こ の方法 以 外 は 不可 能 で あ る。 しか し,計 画過 程 に お

け る思 考 プ ロセ スは 多様 で あ り,場 合 に よっ て異 なる。 しか し,こ の思 考 プ

ロセ スは ,「 事実 の論 理 」 を表 現 し たモ デル を前 提 して,そ れ との対 応 に よ

っ て具 体 化 され る。

以 上 の こ とか ら,当 然,実 際 には ア イ レ ーシ ョ ンとい うこ と(方 法)が 必

要 とな る。俗 に 「what-if分 析 」 等 と呼 ばれ る もので あ る。 つ ま り,出 力

変 数(目 的 ない し何 らか の評 価 尺 度 を表 現 し てい る変 数 で あ る こ とが 多 い)

にあ る値 を設 定 して も,そ れ か ら論 理 的 に入 力変 数 の値 を導 び き出す こ とは

不 可能 だ か ら,「 直観 的 」 に ある値 を設定 し(入 力変数 に),そ の下 で の出

力変 数 の値 を探 る,そ し て,そ の値 を基 に して,ま た別 の値 を入 力変 数 に設

定 してみ て,と い う よ うに進 め られ る。

この よ うな事 情 の た め に情 報 処 理 上重要 な問 題 が生 じ る こ とにな る。 つ ま

り,現 実 に処理 可能 で あ るた め には,「 試 行 」 の回路 を一 定 限度 に押 え る こ

とが で きる ような工 夫 が必要 とな る。 念 のた め指 摘 して お きた い の であ るが

例 え ば入 力変 数 が10個 あ り,各 々そ の とb得 る値 が10と うbで あ る と し

て,そ の値 の組 合せ の個 数 は1010・ ・100億 で あ る。

したが っ て,モ デ ル の条件 と して,A.入 力変数 と出 力変 数 の値 が 「直 観

的 」 または経 験 的 に対 応 づ け られ る こ と,B.入 力変数 の個 数 が あま り多 く

は ない こ と,が 必要 で あ る。 つ ま り,全 体計 画 を一つ の モ デ ル と して定 式 化

した場 合,単 純 にそ の モ デル を使 っ て シ ミュ レー ション を行 う とす る と情 報

処 理 上重 大 な問 題 が生 じる こ とにな るわ け で あ る。 この場 合,次 の二 つの こ

とが考 え られ る。一 つ は,先 に述 べ た 「事 実 の論 理 」 に した が っ て一 つ一 つ

決 め てい く とい う もの で あ る。例 え ば,需 要 の予 測 を し,販 売 見 積 り,生 産

計 画 とい うの は,個 別 に順 々にそ れ だ けを考 察対 象 として 予測 ない し決定 を

す る とい うこ とを意 味 して い る。 つ ま り,他 の決 定事 項 を分 析 す るた め に定
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時 に仮定 して み る とい うので は な く,要 す るに 「決 まっ た もの 」 と理 解 され

る とい うこ とで あ る。 もちろん,こ れ は極 端 な例 で あっ て,か な り限 られ た

回数 の 「試行 」が 行 われ る こ とも考 え られ る。 これ は,許 容 され る時 間 的,

そ の他 の条件 と最 終的 評 価 尺 度 た る変 数 の値 につ い て の評 価 の相互 関 係 で決

'ま"るこ とにな る
〇

二 つ め の方 法 は,全 体 計 画 を定 式化 した モデ ル は単 純 な規模 の大 き くない

もの とし,各 部 門別 計 画 はそ れ とは別 の モデ ル を作 る とい う もので あ る。 こ

の場 合,全 体計 画 のた めの モデ ル は基 本 的 な変 数,(つ ま り各 部 門 の計 画 の詳

細 は表 現 しない とい う意 味で あ るが,)か ら構 成 され る こ とに な る。

現 実 に各 企業 で採 用 して い るの は,実 は第一 呑 め の方法 では ない か と思 わ

れ る。 この点 は推 測 の域 を 出 ない ので あ るが,例 え ば,前 年 度調 査報 告 書 に

記 され て い る ように 「計画 業 務 に関 す るア ンケ ー ト調査 」 の結果 は この こ と

を示 して い る。計 画 の作 成方 法 と して,ど の よ うな手 順 を とるべ きか は一 様

で は ない が,こ こで示 した い のは,一 定 の工夫 を すれ ば,詳 細 な内容 を定 式

化 した モ デ ル を操作 可 能 な よ うな 「試行 」 回数 で分 析 す る こ とが で き る とい

うこ とで あ る。

5.2.2計 画策 定 に 必要 な 「行動 の 分析 」

時 間 と知 識 に限度 が あ る限 り,策 定 され る計 画 は文 字 ど うりの意 味 で は最

適 な もの で は ない 。 したが っ て,一 定 の基 準 に よっ て計 画 策定 作業 を終 了 し

計 画(案)を 決 定 す る こ とは当 然 で あ る。 しか し計 画 策 定過 程 にお け る分析

プ ロセス としては,最 初 に満足 すべ き値 を設 定 して か ら,そ れ との関係 に お

いて計 画策 定 作 業 を す る必要 は ない 。満 足基 準 は各 部 門別 に設 定 してか ら分

析 を始 め て も よい し,外 部環 境 の予測 か ら始 め て,そ れ に基 づい て計 画 を考

え る場 合 も あ る。 目的 とす る とこ ろは,可 能 な限 り最 適 な行 動 を探 索 す る こ

とに あ る。
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5.2.3「 組 織 」に お け る最適 行動 の決 定

一 般 に
,国 民 経済 な り経 営組 織 に お いて,つ ま り広 い意 味 で の経 済 的組 織

に おい て,計 画 に関 す る一 つ の考察 課 題 として次 の よ うな問 題 が ある。組 織

にお け る経 済 的 活 動 が い くつ か の部 門 の活 動 か ら構 成 され て い る場 合 に,そ

の組 織 全体 の評 価 基準 に よる 「最適 」 な行 動 を決 定 しな くて は な らな いが,

同 時 に,そ の組 織 の一部 の部 門 ない し人 間(全 体 統 括者)が 全 ての こ とを決

定 す るの で はな く,可 能 な限 り各 部 門 が独 自に決 定 す る こ とは で きない か,

あ るい はそ の方 法 は どの よ うな もの で あ るか,と い うこ とで あ る。 「可能 な

限 り各 部 門が独 自に決 定 す る」 こ とを追 求 す る理 由は基 本 的 に次 の点 に集 約

で きるで あ ろ う。

① 一部 の部 門 ない し人 間(全 体 統括 者)が 全 て を決 定 す るのは,そ れ に必

要 な情報 が各 部 門 に分 散 して所 有 され て い る限 り,不 可 能 で あ る。 また,

分散 し て所 有 しな くては な らない理 由 が ある。 これ は明 らか な こ とでは あ

るが,そ の理 由 を考 え てみ る と,も っ とも重 要 なの は,一 般 的 な情報 の量

とい う よりは,各 部 門 に固 有 の知 識,経 験的 ノ ウハ ウを あ る一 部 の部 門

(全 体 統括 者)が 「修 得 」 す るこ との固難 さに あ る よ うで あ る。 ま た,計

画策 定 に伴 う諸 々の作 業 の量 か らみ て も一部 の部 門が 担 当 す るのは 困難 で

あ る。

② 仮 りに計 画 過程 に参加 しな い部 門 ない し人間 が い る と,そ の部 門 ない し

人間 は与 え られ た計 画 を実 行 す る上 で,行 動 ・心理 的 に重大 な問 題 を もつ

ことが あ る。

この よ うに考 え る と,各 部 門担 当者 が 意思 決定 を行 い,同 時 に全体 と し

て 「最 適 」 な計 画 案 を 作 る とい うこ とを志 向 す る こ とに な る。全 体計 画 と

各 部 門 の計 画 はそ の 関係 が 明示 され てい な くて は な ら ない 。 つ ま り,部 門

別 の計 画 は全 体計 画 の構 成要 素 と して位置 づ け られ るべ き なの で あ る。
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5.2.4最 適 な計 画策 定 の 方法

(1)各 部 門 が 「主 体 的 」 に決 定 をす る とい う場 合,正 に決 定 す べ き変数 の値

を決 め る必要 は ない 。各 部 門 に対 して,与 件 として与 え られ る変数 の値 の

如何 を問 わずそれ な りに成立 す る,つ ま り,そ の変数 の関数 として 「最適」

な決 定 を す るル ール を設 定 す れ ば,本 質的 には,各 部 門が 決 めて い る こ と

にな る。 ま た,与 件 に具 体 的 な値 が設 定 され な くて はそ の ル ール を作 る こ

とが で きな い わけ で は ない 。 もちろん,与 件 の値 が異 なれ ば,ル ール も変

ず る こ とが あ る 。 こ の場 合 にはそ の値 を明示 して別 の ル ール を作 成 すれ

ば よい。1一

情報 処理 の量 と して も,サ ポ ー ト ・シス テ ム を前 提 す る と,ル ール を作

成す る作 業 が 相対 的 に大 きな割 合 を 占め る。

(2)計 画 は,当 然 な が ら,「 全体 最 適 」 を保証 す る もの で な くて は な らない 。

ただ し,各 部 門 の設 定 した ル ール(計 画そ の もので は な い)は 満 足 させ な

くては な らな い。 つ ま り,全 体 計 画 の担当 者 は,各 部 門 の設定 した ル ール

を満足 させ る限 りに おい て,全 体 として 「最 適 」 な計 画 を策 定 すれ ば よい 。

(3)モ デル と して表 現 され るル ール は各 企業 や 部門 に よって異 な るが,か な

り細 か な内容 を表 現 して い るこ とが多 い。 それ は,そ の方 が事 実 に近 いか

ら定 式 化 しや す く,信 頼 性 が あ るた め で あ る。そ れ で,各 モ デ ル は大量 の

デ ー タ処理 を必 要 とす る もの と想 定 す る。

(4)目 的 とす る と ころは,各 部 門 モ デル の表 現 してい るル ール を満 足 す る限

りに おい て,全 体 計 画担 当者 が全 体 に とっ て 「最適 」 な行 動 を知 る上 で必

要 な変数 の値 を 「最 大 化 」 す る行 動(そ れ を表 現 す る変 数 に よっ て表現 さ

れ る)を 探 し出 す こ とで あ る。

、

`

`

5.2.5計 画案 の策 定 につ い て の問題 点 吉

(1)全 体計 画 担 当 者 は,「 現 に事 が推 移 した場 合 の因果 関 係 」 を定 式 化 した

モデ ル を作 る。た だ し,こ れ は各部 門 の決 定 す べ き変 数 とそ の与件 とな る
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変 数 を設 定 した もの で あ る。変数 相 互 間 の具 体 的関係 を明示 す る必要 は な

い 。.関 連 図 と呼 ぶべ き もの で あ る。

(2)以 下 の よ うな部分 モ デル を,各 部 門 の計 画 担 当者 が 作 る。

① 与 件 の値 の如 何 を問 わず 成 り立 つル ール を表現 す る。 も し,与 件 に関

して,そ の値 が あ る値 を越 え る と,ル ール や手順 が変 わ る場 合 に はそ の

値 を明示 して,別 のモ デル を作 る。

② 推 定,予 測(不 確定 性)を 含 む もの は分 離 して別 々の モ デル とす る。

推定 の 根拠 が異 な る場 合 には,そ れ ぞれ別 のモデル とす る。

③ 計 画 の基 礎 にあ る期 間 の単位(例 え ば,月 次,四 半 期,年 度別)を 明

示 して お く。

④ これ ら部 分 モデル は,サ ポー ト ・シス テ ム に対 して,MODELと して

定義 す る。

(3)部 分 モ デル を前提 に して,以 下 の方 法 に よっ て,計 画(案)の 分 析 ・立

案 をす る。

① 各 部 門計 画担 当者 が,与 件 に対 して適 当 に値 を定 め て,そ の場 合 の決

定変 数 の値 を求 め る。実 際 には,サ ポ ー ト ・システ ムに定 義 して あ る

MODELを 実 行 させ る こ とにな る。 この ような,与 件 と決 定 変数 に つ い

て の値 の組 をい くつ か 作成 し,全 体計 画担 当 者に 提供 す る。

た だ し,以 上 の作 業 は各 部 門計 画 担当 者 が行 うべ き理 由 は ない 。全 体

計 画 担 当者 で あっ て もか まわ ない 。全 体 計 画担 当者 は,そ れ を分 析 し,

モ デル 全体 に対 す る入力 変数 に値 を設 定 し,シ ミュ レー シ ョン を行 う。

② 全体 計 画 を構 成す る部 分 モ デ ル をあ る程 度 グル ー ピング して,全 体 モ

デル をい くつか の ブロ ック に分 け,前 記 の方法 で分 析 をす る 。 この場 合

推 定,予 測 を含む もの と,そ うで ない もの とに分離 す るのが 一 つ の方 法

で あ る。

③ 関連 図 に描 かれ て い るの と,逆 の方 向 で1つ1つ 部分 モ デル に対 す る

入 力変 数 の値 を求 め て い く。 これ は,目 標 を設定 して,そ れ か ら順 々に
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計 画 を組 み立 て て い く方 法 で あ る。

この ような方法 は概 念 的 な もので,実 際 には い ろい ろ な組 み合 せ が可

能 で あ る。 要 は,部 分 モ デル の組 み合 せ方 をそ の時 々の問題 意 識 に応 じ

て作 り出す こ とで あ る。 この場 合,サ ポー ト ・シス テ ムの中 に組 み込 ん

で あ るモ デル を管理 す る とい う機 能 が有効 に使 われ る もの と考 え る。処

理 の ブ ロ ックの作 り方,そ の組 み 合せ 方 が任 意 にで き るの は,現 状 で は

存在 し ない プ ログ ラムの作 り方 で あ る。
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